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　序章　『物語のＡ面とＢ面』







　　　　Ａ　花はな形がたタクマの日常




　神界ヴァルハラでは、ここのところ安定した快晴が続いていた。

　今日の昼下がりも日光が心地ここちよく、市街に暮らすさまざまな人々、特に亜あ人じん種しゆであるネコ耳娘むすめや人馬ケンタウルスなどは、皆みな一様に目を細め、気持ちよさそうだ。

　そんなファンタジックな風景に混じって、パッと見場ば違ちがいな、学生服の少年が鼻歌まじりに歩いている。

　花形タクマ。一七歳。

　もとは、いわゆる現代の世界を生きる高校生だったが、訳あってこのヴァルハラに召しよう喚かんされた。

（最初の頃ころは、見るものすべてに驚おどろいてたけど、すっかり慣れちまったなぁ……）

　なんて思うが、既すでに、ひと月半ほどの時が経たっているので、当然といえば当然だった。

　そんなタクマは今日も今日とて、日課の買い物を商店街ですませ、住まいである寮りようへと帰りつく。

　いつも通りの玄げん関かん。いつも通りのリビング。いつも通りの台所…………

　に、足を踏ふみ入れたところで、しかしタクマの表情は一転、青ざめる。

　そこには予想だにしない、見るも無残な光景が広がっていたからだ。

「う、噓うそだろ……みんな、なんでこんな姿に!?　どうした、何があった！」

　まるで火曜サスペンス劇場みたいなグロテスクな惨さん状じようだ。

　飛び散った赤。

　潰つぶされた肌はだ色いろ。

　粉々に砕くだかれた白。

　そいつらは、メッキョメキョに破は壊かいし尽つくされていたのだ。

　流し台の中で……。

「トマト！　じゃが芋いも！　大根ん！　あんなにピチピチだった尊い食材たちがあッ！」

　何者かが、彼らの食材としての命を絶ったらしい。

　食べ物を大事にするタクマからすれば、許せない事態、悪あく魔まの所業だった。

「くそッ、いったい誰だれだ!?　こんなむごいことをしたのは！」

　タクマは涙なみだを浮うかべながら、遺体となった食材たちを搔かき集め、三角コーナーに入れてゆく。

　と、そこへ、背後から声がかけられる。

「あら、帰っていたの、タクマくん」

「…………ユーナ」

　振ふり返ると、リビングの方から、美少女が顔を覗のぞかせていた。

　ユーナ・セイントオーダー。

　彼女も、この寮に住んでいるタクマの仲間だ。

　いつもは色々、タクマと組んで行動することが多く、そのサポートにはタクマも助けられている、良きパートナーと言えよう。

　プラチナブロンドに、綺き麗れいな蒼そう眼がん。

　可愛かわいらしい見た目だが、裏腹に、タクマとは違う過か酷こくな異世界から召喚された、戦せん闘とうのスペシャリストでもある。その証しよう拠こに、腰こしには二丁の拳けん銃じゆうを下げている。

「にしても、珍めずらしいな、お前がそんな格好……」

　そのユーナが、なぜか今は、戦闘服の上から、エプロンを身に着けていた。

　ひょっとして家事でもしていたのだろうか？　手には、包丁と、ハンマーを持ってるし。

　………………ん、包丁？　ハンマー？

「犯人はお前かああああっ!?」

「え、何がかしら」

「とぼけるな！　ハンマーにトマトの破は片へんが思いっきりこびりついてるんだよ！　どういうつもりだ!?　トマトさんに何の恨うらみがあって──」

「私は単に、料理してあげようと思って」

「なんか怖こわい意味に聞こえるんですけど!?　あなたを料理してあげる的なやつだろそれ！」

「戦場では油断は禁物よ」

「っ、だから前から言ってるけど、ここはキッチンだ！　油もたっぷりあるから心配ないの、いいかげんわかれ！」

　タクマが全力で訴うつたえると、ユーナは「む」と頰ほおを膨ふくらませる。

「なによ、せっかくあなたのこと、手伝ってあげようと思ったのに……」

「え……なにそのふくれっ面つら？　なんで俺が悪いみたいになってんの。あ、待って待って！　わかった、謝るから、銃をこっちに向けないで──」

　ユーナに悪気はない。

　きっと本当に、タクマの手伝いをしようとしたのだろう。

　ただ、戦場での癖くせが抜ぬけきらないため、こうやって空回りしてしまう。

　タクマが必死にユーナをなだめていると──そこへ、もう一人。

　リビングの方から、幼い少女が、タクマの顔面に飛びついてきた。

「おかえりなさーいタクマさん！　帰りが遅おそくて心配しましたよーっ！」

「ぶえっぷ!?　ぴ、ピリカか……！　ただいま、俺は無事だから、離はなれろ、苦しっ」

　ピリカは、タクマとユーナをこのヴァルハラに召喚した張本人であり、二人のお目付役のような立場だ。

　正式な役職名は戦乙女ヴアルキユーレで、種族は天使。

　白い翼つばさと、ピンク色の髪、そして小さいながらも……それなりに膨らんだ胸を持っている。

　その胸を顔面に押し当てられ、タクマは卒そつ倒とうしかけながら叫さけぶ。

「あーやばいやばい、至りそう！　よくないユートピアにマジで至りそうだからホント離れて！」

「むふふふ、至りましょう、至ってしまいましょう！　タクマさんと一いつ緒しよなら、わたし、どんなＲ指定な世界にでも行ってみせますよ！」

「天使だよねお前!?　世界一清き存在だよね!?　なにＲ指定とか普ふ通つうに口走ってんの！」

「あ、考えたら身体からだが熱くなってきました……なんなら今ここで脱ぬ──」

「煩ぼん悩のう退散ー！」

「ふぎゃわっ!?」

　丸いおでこにチョップをお見み舞まいすると、ピリカは奇き声せいを上げて床ゆかに倒たおれた。

　…………ふう。危ないところだった。

　思えば、ここまでの流れすべて、いつものことだった。

　ユーナの絶望的な家事スキルも。不器用な気の遣つかい方も──

　ピリカのハイテンションも。きわどいスキンシップも──

　いいかげん慣れてきた日常だ。

　タクマは嘆たん息そくしながら、買ってきた食材を冷蔵庫に片づける。

　その間、リビングではテレビすらも、ハプニング性のないニュースを流している。

〝お次は、となりの秘境訪問！のコーナーです。第三回の今日は、都心の遥はるか東、テプテプ村で毎年催もよおされる収しゆう穫かく祈き願がん祭『花祭り』についてお話を伺うかがってまいりました──〟

　テプテプ村ってなんだよ、ふざけた名前だな、などと和なごんでいると……。

　しかし、そのニュース映像が、リモコンによって消された。

　横を見れば、ユーナが、ふいに真ま面じ目めな表情になっている。

「ところでタクマくん」

「なんだよ」

「買い出しはいいとして……本来の目的の方は、問題なかったのかしら？」

「ん？　ああ……そうだな」

　タクマの帰りがちょっと遅くなったのは、買い物以外に『下見』も、してきたからだ。

「──最終チェックは済ませてきた。あのステージなら、俺はいつも以上に、上う手まく立ち回れると思うよ」

「そう。じゃあ、ぼちぼち向かいましょうか。私たちの『英えい雄ゆう大戦』へ」

　英雄大戦。

　それこそが、タクマがこんな世界で、こんな状じよう況きようにいる理由だ。

　まったくもって物ぶつ騒そうな響ひびきのイベントだし、平和的日常を愛するタクマとしては不満でならないのだが、仕方がない。それでも人間、戦わねばならぬときというのがあるのだ。

　タクマは諦あきらめ半分で、いそいそと準備を済ませると、ユーナと揃そろって寮を出る。玄関で見送るピリカに手を振り返し、いざ、気を引き締しめる。

　そう、ここからが本当の、花形タクマの日常だ。




　　　　Ｂ　花形タクマの恋こい敵がたき




　彼は、真の『強さ』とは何か、知りたかった。

　英雄として生まれた彼が、それを追い求めるのはごく自然なことだった。

　彼自身、生まれてからずっと、圧倒的強者として評価されていたが、それゆえにどこか物足りなかったのだ。まだ自分よりも上がいるに違いない、そいつに会ってみたい、と。

　彼は願う。

　──この世で、最強の存在と戦いたい。

　──そして、『強さ』を知りたい。

　そのために、彼はヴァルハラまでやってきたのだ。

　しかし、ヴァルハラにも追い求めるほどの強者はいなかった。

　七星勇グランシヤリオという、ヴァルハラ最強の英雄たちとも会ったが、奴やつらは腰こし抜ぬけだった。戦おうともしない。

　かといって七星勇以外はというと、これも論外だ。威い勢せいだけはいいくせに、彼が手を触ふれるまでもなく、倒れてしまう。

　弱い。

　弱い。弱い。

　弱い。弱い。弱い弱い弱い──弱い！

　あまりの歯ごたえのなさに苛いら立だっていたときだった。

　ふと、頭の中に、聞いたこともない誰かの声が響いた。

『君が──だね。弱い者いじめは、よくないよ』

　エコーのかかった、女の声だった。

　彼は、辺りを見回す。

　それらしき人間はいない。

　意外だったが……しかし別に、驚おどろきもしなかった。まず思ったのは、きっと、遠くから声を飛ばせるテレパシーのような能力でも持っているのだろう、ということだ。ヴァルハラではよくある。このくらいでは、声の主が『強い』かどうかは測れない。

　見み渡わたした周囲には、異世界の荒こう野やが広がっている。

　そこに無様に転がっているのは、さきほど彼が倒した英雄たちだ。

　その英雄たちがあまりに弱かったので、彼は不ふ機き嫌げんだったのだ。

　彼は、頭の中で、女に尋たずねる。

『お前は、こいつらの親玉か？』

　だったら早く出てこい。強さを測ってやる、と思った。

　しかし、女は、驚いたように声を弾はずませる。

『親玉？　はは、違ちがうよ。そもそも私は、英雄と呼べる存在ではないしね』

『なに？』

　英雄ではない？　じゃあ、何だと言うのだろう。

　もっと弱い存在、一いつ般ぱん市民か？　ならば興味はないが……

　女が言う。

『英雄じゃない。でも、ただ一つ間違いないのは、私は君よりも強いってこと。この答えを、君は訊ききたかったんでしょう？』

『っ！』

　心を読まれたようで、彼は驚く。そして、その直後、さらに驚かされた。

　急に、声が近くなったのだ。

「鬼おにさん、こちら」

　背後からだった。

　とっさに振り返る。

「ッ、いつの間に──!?」

　そこにいたのは、十代後半くらいの、少女だった。

「やあ。はじめまして」

「……驚いたな。こうも簡単に後ろを取られるとは」

　たじろぐと同時、嬉うれしくも感じていた。

　──この少女は本当に強いんじゃないか？

　──いや、間違いなく強い！

　目の前に立たれると、認めざるを得なかった。そういう只ただならぬオーラを纏まとっていた。

　彼の中で、危機感よりも、嬉しさが肥大化し、自然と唇くちびるの端はしが吊つり上がる。

　それに合わせて、少女も微笑ほほえんだ。こちらは自然な、可愛かわいらしい笑みだ。

　そして、少女は言う。

「ちょっと君に、お願いがあってきたんだ。世界の敵に、なってみない？」




　それから、ひと月ほどが経過した。

　ここは都市部からは遠く離れた、とある街だ。

　街の上空は今、朝にもかかわらず、薄うす闇やみに包まれている。なにか不可思議な力によって、街を取り囲む半径三キロメートルほどの区画だけが、まるで幕でも下ろされたように、光を奪うばわれている。

　薄闇の中、白い歯を浮うかび上がらせて、彼は笑う。

「……これだけやれば、充じゆう分ぶんか」

　同時に、薄闇に変化があった。

　最初は、『亀き裂れつ』だ──それから、まるで大きな卵の殻からが割れるように、街全体を包んでいた暗黒が弾はじけて消える。

　正常な朝の空が戻もどったとき、その下にあったのは、無残に変わり果てた街の姿だった。

　建造物はあらかた破は壊かいされ、瓦が礫れきとなって積み重なっている。瓦礫の下からは、町人の悲痛なうめき声が聞こえる。

　そして、それらの瓦礫を踏ふみつけて移動しているのは、数十体ものモンスター。獣けもの型、植物型、昆こん虫ちゆう型、奇き怪かいな造形をした化物たちがうようよと蠢うごめいている。

　その化物たちを眺ながめながら、彼は笑う。

「さあ来い、世界最強の英雄ども……お前らがどれほどの『強さ』か、テストしてやる」







　第Ⅰ章　『俺はどちらかというとまきこんでいる』







　　　　１　対《はじけろ魔法組マジカル・カーニバル》戦




　パッと見は、のどかな普通の高校だった。

　上空から見るとコの字に建てられた校舎と、その脇わきにある体育館。広々としたグラウンド。ともすれば今すぐに青春学園ラブコメが始まってもおかしくないほど、典型的な学校と言える。

　しかし、ここは今、『戦場』と化していた。

「お邪じや魔ま法ほうドレミ♪どっかーん！」

　ピンク色をしたステッキから放たれた魔法の球が、グラウンドにあったサッカーゴールにぶち当たり、爆ばく発はつする。ゴールポストはへし折れ、ゴールネットは燃え上がる。爆発音が校舎にドォオン……！と反はん響きようし、砂すな埃ぼこりと黒こく煙えんがあたりを覆おおう。

　ステッキを操あやつっているのは、ふわふわと空中に浮かぶ、少女だ。

　まだ一〇歳ほどの幼い容姿。フリルいっぱいの衣い装しよう。毒気のない笑顔。

　しかし、そのあどけない笑顔で、さも当然のように、凶きよう悪あくな攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。

　タクマは、彼女の猛もう攻こうをＺ字に走って避さけながら、堪こらえきれず叫さけぶ。

「ちぃっ！　『魔法少女世界』の英雄っていうから可愛らしいのを想像してたのに、とんだドＳだな！」

「当たり前じゃーん。戦う魔法少女なんて、快楽主義者じゃないとやってられないよ」

　少女が、夢を壊こわすようなことを言いながら、間かん髪ぱつ入れずにステッキを構えた。

　なんらかの詠えい唱しようが聞こえ、少女の前に七色の、光の球が現れる。

　それが放射線状の光線となってタクマの足元で、爆発。グラウンドの土を巻き上げる。

　タクマは土埃で汚よごれた顔を拭ぬぐいながら、毒づく。

「つーか……お前、さっきから魔法とか飛行能力とかずるくね!?　こっちは丸まる腰ごしなんだぞ、せめて降りてこいよ！」

「へっへーん嫌いやだね。これは『願い』を賭かけた真しん剣けん勝負なんだ。悪いけど、手加減してあげるつもりはないよっ！」




　神界ヴァルハラには、あらゆる異世界から、英雄と呼ばれる特別な能力を持つ者たちが集められている。すべての英雄には、ヴァルハラのスーパーコンピュータ〈全知の眼ハイム・システム〉からＢＰというポイントが与あたえられ、そのＢＰは、『英雄大戦』と呼ばれる対戦試合によって、奪い合える仕組みになっている。

　そして最終的に、一〇〇〇〇〇〇ＢＰを獲かく得とくした者はなんでも一つ、願いが叶かなう。

　だから、タクマは一か月半ほど前から、この世界で戦っているのだ。




「ふふ、ヴァルハラ最強の七星勇グランシヤリオだっていうからどれほどかと期待してたけど、この程度？　拍ひよう子し抜ぬけだね。噂うわさになってた『化物』っていう異名も、名前負けって感じじゃん」

「く、その名で呼ぶなっての……！」




　そして魔法少女の言うとおり、タクマは生まれつきの『異常な体質』を持っている。そのせいで、ヴァルハラに来る前、幼い頃ころから『化物』と呼ばれ、除のけ者にされていた。

　そんな孤こ独どくなタクマの心を、救ってくれたのが、元いた世界で幼おさな馴な染じみだった少女、サクラちゃんだ。

　タクマのどうしても叶えたい願いとは、『サクラちゃんに告白すること』。

　──その願いを叶えるためなら、タクマは、なんだってする覚かく悟ごだ。




「仕方ねえな。子供だと思って、こっちは手加減してやってたけど……じゃあ、お望みどおり化物の本気ってやつを見せてやる。ちびって泣くなよ？」

　言って、タクマは逃とう走そう一いつ辺ぺん倒とうだった戦術を変へん更こう。

　急ブレーキをかけて、魔法少女を振ふり返る。

　それに魔法少女が、光の球を作りながら言う。

「ん？　なにをしてるのさ、急に止まって。ちゃんと逃にげないと撃うち殺しちゃうよ!?」

　今まででもっとも巨きよ大だいで、丁てい寧ねいに練り上げられた魔法だった。

　しかし、ステッキから放たれたそれを、タクマは──

「温ぬるい」

　拳こぶしで、払はらった。

　受け流された光の球は、グラウンドの端はじっこまで飛んでいき、爆発。

「えぇええええええっ!?　そ、そんなばかな！　あたしの魔法は、世界最強のはず──」

「世界最強なんて当たり前なんだよ、このヴァルハラでは。俺の武器は、この『世界最強』の身体能力だ。簡単に傷をつけられると思うなよ」

「くっ!?　なら、もっとだよ！　お邪魔法連撃──」

　しかし、

「遅おそい」

　少女が言い終えるよりも早く、タクマは驚きよう異い的な脚きやく力りよくで、宙に浮かぶ魔法少女の眼前まで跳とんだ。その胸むなぐらをがっちりと摑つかむ。

「ほら。つーかまーえた」

「わわわあ!?　ちょ、うそ……やめ、離っ！」

　タクマは少女を摑んだまま、落下。校舎の屋上に、彼女を叩たたきつける。

「かっ、は──!?」

「乱暴して悪いな。けど、仕掛けてきたのはそっちだ。恨うらむなよ」

「う、くぅ……ふわあ!?」

　タクマは左手で少女の胸ぐらを押さえたまま、右の拳を振り上げた。

　その拳は、圧縮されたエネルギーを放出する機会を、今か今かと待ちわびるように、ギリギリと震ふるえている──このとき、タクマを獰どう猛もうな野や獣じゆうとするならば、もはや目の前の魔法少女は、逃げ場のない子ウサギでしかなかった。

「ふぇえええ!?　やっ、やめてやめて！　わかった、謝るよ！　化物だなんて呼んでごめんなさい！　だから、命だけは、命だけはあっ！」

「…………」

　しかし、タクマは答えない。冷たい目で少女を見つめると、渾こん身しんの一撃を、

　──振り抜ぬく。

「きゃぁあああああああああ!?」

　破壊の轟ごう音おんと、少女の奇き声せいが重なる。

　涙なみだを浮かべながら気絶した少女を見て、タクマは苦く笑しようする。

「…………ばーか」

　タクマは少女を殴なぐりはしなかったのだ。

　右ストレートは少女の頰ほおを掠かすめ、屋上を殴りつけただけだ。

「『意図的な殺人はご法度はつと』ってルールを忘れたのかよ。お前を殺したらＢＰが貰もらえねーだろ。それに俺は……弱い者いじめはよくないって言われてるんだよ。サクラちゃんに」

　圧倒的パワーと速度を持つタクマの、完全勝利だった。

　…………しかし、そこで、タクマは気づいた。

　打撃の衝しよう撃げきが強すぎて、校舎全体に亀裂が走っていたのだ。

　そのまま校舎がゴゴゴ……と不ふ吉きつな音を立て始める。

　バゴンッ！とタクマの足元の床ゆかが抜ける。

「あ……」

　それを皮切りに校舎全体が崩ほう壊かいする。崩壊にはタクマだけがまきこまれる。魔法少女は、フリルの服が運よく、瓦礫に引っ掛かかっているので安全だった。

「しまったぁああああああ!?　せっかく勝ったのに！」

　タクマの姿は、崩くずれる鉄筋コンクリートに吞のまれ、外からは見えなくなる。




　タクマは、『まきこまれ世界』の英えい雄ゆうだ。

　ゆえに、その世界観に沿った能力が二つあるのだ。

　一つ目は『死線』。とにかくいつも災難にまきこまれまくる、というデメリット能力。

　タクマが、わざわざ告白ごときのためにヴァルハラまで来たのは、このためだった──死線を呼び込む体質のせいで、サクラちゃんに告白しようとしても、かならず災難に遭あって失敗するから。だから『願い』によって運命を変える必要がある。

　そして二つ目は、身体能力の異常な成長速度。

　死線に瀕ひんするたびに、どんどん強くなる……




　タクマは、通常の人間なら即そく死し、という崩落にまきこまれながら、瓦礫から這はい出た。

「く、は……ったく今回こそ格好よく決めようと思ったのに、締しまらねーなぁ」

　多少の怪け我がは負ったが、大したことない。

　そういう能力を武器に、タクマは英雄大戦を勝ち上がっているのだから。

　タクマの目の前に、対戦の勝利を告げる、デジタルウィンドウが表示される。

【〈爆ばく裂れつ魔ま法ほう少女〉サリィ──戦せん闘とう不能】

【Game! Winner──《零落の王ギルガミス》】

【ＢＰが移動します】




　　　　２　大きな問題




　バトルステージでの対戦に勝利すると、タクマはまっさきに自分のステータスウィンドウを確かく認にんする。

「さて、今回の試合で得られたＢＰは……と」

　しかし、その数値を見て、タクマは死んだ魚のような目になる。

【２】

「…………」

　頭かぶりを振り、眉み間けんを指で押さえた。

　瞼まぶたを瞑つぶり、ゆっくりと、もう一度開く。

【２】

　に？　トゥー？　トゥーポインツ……？

　あれだけ酷ひどい目に遭って、やっと手に入れたＢＰが、たったの……？

【２】

「なめんじゃね──────────ッッッ!!」

　タクマは思わず、虚こ空くうに叫んだ。

「──っ、っ、一〇〇〇〇〇〇ＢＰ溜たまるまで一体どれだけ途と方ほうもない回数戦わなきゃならないんだよ！　限度があるだろこのクソゲー!!」

　……いや、マジでなんだ、二って。この前までウン十万とか平気でくれてたじゃん？　急にどうしたの？　消費税率が上がったの？

　まさに化物も真っ青になるほどの、怒いかりを湧わき上がらせるタクマ。その背後から、一ひと汗あせかいてすっきりした様子の、プラチナブロンドの少女が、声をかける。

「ちょっとタクマくん、勝ったのだから、そんなに取り乱さないでよ。パートナーとして恥はずかしいじゃない」

「あ……ユーナ。お前も戻もどったのか」

　ユーナも、タクマと同じチーム、レギオン《零落の王》に所属する英雄だ。

『祓魔法エクソシズム世界』出身の、元・対悪あく魔ま専門の賞金稼かせぎ。

　願いは、旧世界で『悪魔』に殺された自分の兄を生き返らせること。

　強さに関しては、信しん頼らいがおける仲間だ。

　今回の対戦でも、タクマとタッグを組んで、一いつ緒しよに多人数戦を戦ってくれた。タクマが魔法少女と戦っている間に、ユーナは敵レギオンの、他の英雄を下していたのだ。

　その戦術は、二丁拳けん銃じゆうと、ワイヤーを使ったトリッキーなアクション。

　そして一番の武器は、人体発火パイロキネシスによる、蒼あおい炎ほのお──

「──今回も、お前はそつなくやってたみたいだな。だいぶ遠くだったから、俺のところからはたまに火花が見える程度だったけど」

　タクマから見る限り、ユーナの、強さの成長は目覚ましかった。

　かつては『感情の昂たかぶり』という枷かせのせいで、蒼そう炎えんを制せい御ぎよできず暴走したこともあった彼女だが、最近では心理状態が安定しているせいか、それも上う手まく使いこなしつつある。

「あなたとは、わざと距きよ離りを取っていたのよ。私までまきこまれると、元も子もないから」

「……ああ。俺には死線が、あるもんな」

「ええ。あなたがＢＰを貰えないのも、そのせいだと思うわよ？　『英雄大戦では、圧倒的な実力差で勝てばＢＰが多く貰える』。逆に、苦戦するほど貰えるＢＰは少なくなる」

　それくらいは、確認するまでもなく知ってるが、

「……俺、そんなに苦戦したか？」

「もちろん実際は圧倒的勝利だったけれどね──ただ、あなたは常に『災難にまきこまれまくる』から、〈全知の眼ハイム・システム〉には苦戦だと認識されるのよ」

「はっ？　なんだよそれ。最悪じゃねーか！　ルールとの相あい性しようが悪すぎる！」

「仕方ないでしょう、そういう体質なんだから。それに、『不利な条件で勝てば、多くのＢＰが貰える代わり、有利な条件での試合だと、貰えるＢＰは低くなる』というルールもあるわ。その点、ここのバトルステージは、あなたがいた世界を再現したものだし」

「……、ああ」

　このバトルステージ〈小さき世界エリユシオン〉は、タクマが先日、とある対戦に勝ったことで報ほう酬しゆうとして得たものだ。タクマにとって有利な戦場なので、本来なら、その優位性を活用して戦う手もあるのだが……。

「あまり使わない方がいいかもしれないわね。せっかく手に入れたのに勿もつ体たいないけれど、死線のせいで、普ふ通つうより貰えるＢＰが下がってるから」

「どうやら俺は、とことんまで運命に見放されてるみたいだな……」

「今さら確認するまでもないことよ。そんなに気を落とさないの。私だって、あなたと一緒に戦っているせいで、あまりＢＰを貰えていないんだから、状じよう況きようは一緒よ？」

　そうユーナが言ったので、タクマは不思議に思って返す。

「……ん？　だったら、お前は一人で戦えばいいんじゃね？　別に試合は、チームじゃなくて個人でもできるんだから」

「え……嫌いやよ、そんなの。有り得ないわ……うん」

　断固として言い切って、ユーナは恥ずかしそうに目を背そむけた。

　頰がちょっと赤らんでいる。その様子を見て、

「あ……」と、タクマも、彼女の意図に気づき、照れくさくなる。

　──二人は出会ってから、まだ一か月半ほどだが、その合間に、確実に心の距離を詰つめつつあった。たとえば、とある強敵との試合中には、普段のユーナからは想像もできないような大だい胆たんな行こう為い……タクマの手の甲こうに『キス』という事件もあった。

　あれを思い出すと、タクマは今でも心臓がばくばくと高鳴ってしまう。

　そして、心底、思い悩なやむのだった。

（あの、キキキキ、キスは……べべべ別に、恋れん愛あい感情、とか、そういう理由でしたことじゃない、よな？　うん、ユーナ本人も、パートナーの証あかしって言ってたしな、俺の心もサクラちゃん一筋だし……だだだ大だい丈じよう夫ぶ、なにも動どう揺ようすることじゃないぞ、俺）

「私は、あなたと一緒に、願いを叶かなえると決めたの。前にも言ったでしょう？　わかりきったことを訊きかないでよ」

「……あ、ああ」

　と、タクマは一応、答えたけれど、最近ふと冷静に考えることがある。




　そもそも、タクマの願いは、とても自分勝手なものだと、よく言われる。

　単なる、恋こいの願いだから。

　ユーナも初めは、タクマの願いに理解を示さなかった。

　当然だろう。英雄同士は前提として出身世界が違ちがい、価値観が違い、願いも違うから。

　英雄とは通常、自分の願いだけをストイックに追い求める者。

　それでもタクマは今まで、英雄大戦のルール上、仲間と協力した方が互たがいに多くのＢＰを貰えるから、そうしてきたのだが……しかし、今回、新たな問題が浮ふ上じようした。

『死線』

　これのせいで、ユーナのＢＰ獲かく得とくの邪じや魔まを、タクマがしてしまっているのだ。

　ユーナにも叶えたい願いがあるのだから、その足は引っ張りたくない。

　だから、タクマは、思う。

（なにかいい案が浮うかぶまでは、ユーナと一緒に戦うのは、やめた方がいいかもな……）

　パートナーとして大切に思うからこそ、今は、『まきこまない』のがベストだと、

　密ひそかに、そう考えていた。




　そこへ、頭上から元気な声が降ってくる。

「やっほほーいっ、これでまた少し、願いに近づきましたねー！　おめでとうございます、タクマさん、ユーナさん☆」

　見上げると、ピリカだった。ふわふわと目の前に降り立つロリ天使に、タクマは訊く。

「あれ？　お前まで来たのか。どうして……」

「どうしてもなにも、早くお二人に会いたかったからですよー！　戦乙女ヴアルキユーレは、英えい雄ゆうたちの管理者という立場ですからね！　お出で迎むかえくらいはしないと！　──それより目標までは、あと一〇〇〇ＢＰくらいでしょう？　諦あきらめずに頑がん張ばれば、すぐに溜まりますよ！」

　ピリカの言うとおり、タクマのＢＰは、これで九九九〇〇六だ。相棒のユーナも、似たようなもの。一〇〇〇〇〇〇ＢＰまで今一歩というところまでは、きている。
















「──言いましたっけ？　これまで一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達した英雄は、一人もいないんですよ！　タクマさんたちが、その座につけば、前ぜん人じん未み到とうの快挙ですよ！」

「そうだっけか」

　それは最近聞いた情報だが、タクマは、わりとすんなりと受け入れられている。

　もしも過去に達成した奴がいたのなら、そのあたりの情報が、もっとタクマの耳に入ってきてもいいはずだと思っていたからだ。

「──そういえば、ヴァルハラに来て最初の頃ころにも話があったな。七星勇グランシヤリオとの試合はリスキーだから、英雄大戦は停てい滞たい状態にある、とか」

　七星勇とは、ヴァルハラの『七人の最強ベストセブン』のことだ。それになる条件には色々あるらしいが、基本的にはＢＰランキングが上から七人の英雄を、そう呼ぶ。

　実は、タクマとユーナも、先日の対戦でその七人に選ばれている。

　わかりやすく『貴き殿でんに七星勇の称しよう号ごうを与あたえる』という内容のダイレクトメールが、〈全知の眼ハイム・システム〉を通して届けられていたのだ──これは、凄すごいことだ。ピリカなんてそれを知ったとき、狂きよう喜きのあまり、半はん裸らで踊おどり出したくらいだし。

　でも、だからこそ、他の英雄たちは負けるのが嫌で、なかなか戦ってくれない。

　しかも、たまに今回みたいな挑ちよう戦せん者がいても、獲得できるＢＰはスズメの涙なみだだ。

　……これでは一〇〇〇〇〇〇ＢＰに、誰だれも達しないのも無理はない。

「ピリカ。元はといえば、お前が誘さそった英雄大戦なんだ。なんか打開策はないのか？」

「うーん、そうですねえ。他の七星勇と戦えたら、いくらか高額ＢＰを貰もらえるかもしれませんけど？」

　七星勇の強さは本物だ。タクマも、以前に一度だけ戦って、その人にん間げん離ばなれした強さを肌はだで知っている。そのときは勝ったからよかったものの──

「……やっぱり俺たちも、できれば他の七星勇との試合は避さけたいところだな。もし負けたら、俺の場合、死線のせいで普通よりも大量のＢＰを奪うばわれる可能性があるから」

　そこで、横のユーナが腕うでを組んで、嘆たん息そくする。

「ただ、悠ゆう長ちようにもしていられないのよね。願いが叶えられないこと以外にも問題はあるし」

「ん？　ていうと」

「もっと現実的な、夢も希望もない話があってね……ＢＰを得られないということは、ピリカに給きゆう与よが入ってこないということでもあるの」

　対戦は、英雄たちが生活費を稼ぐ手段にもなっているからだ。

　獲得したＢＰと同じだけの給与が、レギオンの管理者である戦乙女の口座に振ふり込まれる（英雄たちが意地でも戦わなければならない理由は、こんなところにも用意されている。嫌なルールだ）。

　そして、ヴァルハラ独自の通貨単位、ヴェムの価値は、一〇〇ヴェムで約一〇〇円。

「ねえタクマくん、この一か月で私たちが稼いだヴェムって、いくらだかわかる？」

「それは簡単だ、一〇ヴェムだな。試合で奪ったＢＰが、俺が六、ユーナが四、合わせて一〇ＢＰで──獲得したヴェムも、それと同額だから」

「正解」

　ユーナが言うと、タイミングを見計らったように、そのお腹なかが、きゅう、と可愛かわいらしい音を立てた。ユーナは反射的に自らのお腹を押さえ、恥はずかしそうに苦く笑しようする。

「──つまり、ひと月で稼いだお金が、たったの、それだけなのよ」

「あ……」

　タクマは思い知る。願いとか以前に、生々しい事実として──

　……生活費を稼がなければならない。




　　　　３　不ふ穏おんの足音




　ヴァルハラの上空には、主神と呼ばれるこの世界の『管理者』によって作られた衛星が、いくつも浮かんでいる。衛星は基本的に球体だが、中心から重力操作が働いているため、誰でもそこに降り立つことができるし、振り落とされる心配はない。

　ほとんどのものはタクマが使用した『校舎』や、他ほかにも『砂さ漠ばく』『雪原』などのように、バトルステージとして使用されるのだが……中には、違うものもある。

　衛星名〈神の膝ひざ〉。

　そこに建つのは、象ぞう牙げ色の建造物──ヴァルハイル神しん殿でんである。

　神殿の内部、奥深く……象牙色の大部屋には、今、二人の人物がいる。

　一人は戦乙女総隊長、フレイヤ。真っ赤な鎧よろいに身を包んだ女性だ。

「イソラの町が壊かい滅めつさせられました。現地を守っていた戦乙女の隊も、全滅でございます」

　フレイヤの報告に耳を傾かたむけているのは、主神だ。巨きよ大だいな玉座に座っている。

「ついに始まったか、プレ・ラグナロクが。憎にくきモンスターどもめ……我が愛いとしきヴァルハラを、混こん沌とんに陥おとしいれるつもりか」

「いかがいたしましょう？　もはや私たち戦乙女だけでは、止められる数ではございませんが」

「仕方あるまい。奴やつらに招集をかけろ。こういうときのために、召喚スカウトしてあるのだ」

「七星勇、ですか……しかし、となると、花形タクマも？」

「無論だ。奴の力は未知数にして危険──だが、上う手まく利用できたならば、世界を救う切り札となるはずだ」

「応じるでしょうか？」

「応じるしかあるまいよ。奴は今、極ごく貧ひんに喘あえいでおるはずだ。それに……ひと月と半ば、という短い期間ではあるが、この世界で暮らしている以上、奴にも背負う者ができつつあるはずだ。もはや己おのれ一人のためだけに力を使うべきではないと、悟さとりつつあるだろうよ」

「……は。では、そのように」

　フレイヤが恭うやうやしく頭を下げ、踵きびすを返した。そこに最後、一言だけ主神が付けたす。

「おう、そうだ。今回の勅令クエストはタッグになる。ついでに、元・七星勇の二人にも声をかけておけ。〈白の勇者〉と……あやつにもな」

　フレイヤは首しゆ肯こうすると、象牙色の部屋を出た。




　　　　４　変わりつつある




　ヴァルハラ全体を上空から見下ろすと、その領土の大部分を占しめているのは、五ご芒ぼう星せい形の大陸だ。大陸は広く、密林や砂漠、雪原や火山地帯など、特とく徴ちよう的な地形が各地に分布している。その中でも一ひと際きわ栄えた街を、タクマたちは活動拠きよ点てんにしている。

　転移ゲートをくぐり、街に戻もどったタクマ一行に、住人たちの視線が集中する。

　雑ざつ踏とうの中から、獣けものの耳を生やした子供たちが、キラキラした目でタクマを指さす。

「七星勇のタクマ様だ！」

「また勝ったんだ！」

「すごい！　強い！　かっこいい！」

　得体のしれない『化物』──タクマについて、そういう噂うわさが広まっているのは確かだが、例外もある。

　一部の住人たちからは、こうして人気を獲得しつつあるのだ。

　きっと、タクマの、疑いようのない強さと、どこか凡ぼん人じんっぽい性格のギャップが生んだ、妙みようなカリスマ性だった。

　それにつられてか、英雄たちからの評価にも、少しずつだが変化が生まれている。

「一見すると強そうには見えないのだが……この一帯じゃ敵かなう者のいなかった〈爆ばく裂れつ魔ま法ほう少女〉サリィを、二〇分とかからずに倒たおすか。圧巻だな」

「これほどの奴が、どうして最近まで目立ってなかったんだ？」

「いや、あいつがヴァルハラに来たのは、ほんの一か月半くらい前のことらしいぞ。七星勇になったのは、ひと月くらい前らしいし」

「なに!?　じゃ、じゃあ、たった半月の間に七星勇になったってのか!?」

「マジかよ。そんなの、化物を通り越こして……もはや本物じゃねーか！」

　これまでの畏い怖ふとは違う、素す直なおな尊敬。もちろんタクマも嬉うれしくないわけじゃない。

　しかし、困り果てて苦笑する。

「……どっちにしろ、次の対戦相手を探すのには、また時間がかかりそうだよな」

　タクマがヴァルハラに来てから、およそ一か月半の日が経たった。

　現在の季節は、タクマが元いた世界でいうところの晩春だ。

　街路樹から散ったピンク色の花びらが、ゆらゆらと落ちてタクマの鼻先を通過する。

（あーあ、とっとと願いを叶かなえてサクラちゃんに会いたいなぁ……）

　そんな風に考えて、タクマは大通りを進む。

　タクマを認めている住人たちが、サッと脇わきに退どき、道を開けた。そこを悠ゆう々ゆうと歩く。

　ただ、タクマは気づかなかったが、そんな道のマンホールの一つが、微かすかに開いていた。

　その隙すき間まから、一人の少女が目だけを覗のぞかせ、じっと恨うらめしげにタクマを見つめている。

　そして彼女は、誰にも聞こえないくらいの小さな声で……しかし確かに、こう呟つぶやいた。

「花形タクマ……あなたを、絶対に許しませんわ」




　　　　５　神からの呼び出し




　雑踏で賑にぎわうメインストリートからは大きく外れた、廃すたれた路地裏に、タクマたちが暮らす寮りようはある。

　烏う合ごう寮。外がい壁へきはひび割れ、屋根のあたりには蜘く蛛もの巣が張っている、今どき他のどこを探しても見つからないレベルの、絵に描かいたようなボロ家だ。

　悲しいかな、このザ・極貧生活が、タクマたちの現状なのである。

　タクマたちは、この寮で、節約のために新聞も取らず、テレビも点つけず、もはや俗ぞく世せから切り離されたかのような日常を送っていた。

「どうなってんだよ。仮にも俺たち、ヴァルハラ最強の七星勇だよな？　普ふ通つう、こんなに貧びん乏ぼうじゃねーだろ……」

　タクマは台所で、フライパンを振りながら言った。中で、食材が炒いためられ、躍おどっている。ジュウジュウと美お味いしそうな音が鳴る。

　昼飯時だ。

　ホロ汚ぎたないダイニングの食しよく卓たくで、軋きしむ椅い子すに座ったユーナが言う。

「仕方ないでしょう。ピリカが洗せん濯たく機きを買っちゃったんだから」

「あー九九八〇〇〇ヴェムもしたあれな。結局、クーリングオフできなかったのか？」

「そのような制度は存じ上げません、だって」

「まぁ、異世界だしなあ」

　そのピリカは今どうしているかというと、ポストに詰つまっていたチラシなどを回収しに行っている。

「それに、ギンジョーとニトの生活費もあるし」と、ユーナが言う。

「え、オレ？」『ぼく？』

　と、こちらはユーナと食卓を挟はさんで向かいに座った、二人が言った。

　一人はぼさぼさした髪かみのおっさん、もう一人は前髪で目元を隠かくした少女だった。少女の方は「言った」というより、スマホの画面を見せて返答している。

　この二人も、同じレギオンの仲間だ。

　しかし、『飲んだくれ』と『引きこもり』の英えい雄ゆうなので、普段は寮の敷しき地ち内に建つプレハブ小屋に好んで住んでいて、全然出てこないし、戦いもしない。ぶっちゃけ、タクマとユーナに食べさせてもらっているヒモだった。

　本人たちも自覚的だ。

「お前らが戦ってくれないと、オレらはおまんま食い上げだ。頼たよりにしてるぜ」

『してるぜ』

「開き直んなよ」

　タクマは言いながら、完成した炒めものを皿にのせて、食卓に運んだ。

「──ほら三人とも、できたぞ。またモヤシ炒めだけどな。さすがに飽あきてきただろうけど……金欠だから、我が慢まんしてくれ」

「いえ？　私はそうでもないけれど。悪くないと思うわよ？」とユーナが言う。

『ぼくも。タクマのもやし炒め、美お味いしい。不満はない』

「オレもだ。毎回、微び妙みように香こう辛しん料りようを駆く使しして、味に変化をつけてあるし。強しいて言うなら、いいつまみになりそうなのに、酒を買う金もないってことくらいか？　まぁオレは最悪、自分の能力スキルで酒を醸じよう造ぞうできるからいいけどな！　ガハハ！」

　タクマは苦笑する。

「そうか。そりゃあよかったよ」

　タクマがヴァルハラに来た理由は、もちろん自分の願いを叶えるためだが、ユーナをはじめ、ニト、ギンジョーは、気のいい奴だ。だからいつの間にか、こういうヴァルハラでのありふれた日常そのものに、居い心地ごこちのよさを感じ始めている。

　ヴァルハラに来るまでは、サクラちゃんという心の支え以外に、一人っきりだったタクマからすると、この感情は新しん鮮せんだった。

（可能なら、こいつらの生活費のためにも、ヴェムを稼いでやりたいな……）

　そんな心境の変化を自覚しつつ、タクマも自分の席に腰こしを下ろす。

　料理に箸はしはつけず、ピリカが揃そろうのを待っている間に、ユーナに尋たずねる。

「ていうか、本当にこの英雄大戦、こんなバランスでいいのか？」

「というと？」

「ＢＰが九九九〇〇〇っていう不自然な値あたいで止まってるだろ？　個人的には、やっぱり誰だれかの作さく為いが絡からんでるんじゃないのかと思うんだが」

「誰かって誰よ」

「うーん。まぁ、真っ先に思いつくのは……運営側だな」

　つまり、英雄大戦を催もよおしている主導者。ヴァルハラの主神である。そいつが、なんらかの理由があって、タクマたちのＢＰをコントロールしているのではないか？と思う。

　しかし、ユーナは首を振ふる。

「いえ、それはないと思うけれど。ＢＰの采さい配はいをコントロールしている〈全知の眼ハイム・システム〉は完全に自立したシステムだから、誰も構造をいじれないし。いじろうとしても、鉄てつ壁ぺきのセキュリティがそれを許さないらしいの」

「それって主神でも無理なのか？　よくわからんが、一応は神様なんだろ？」

「確かに、主神は『実行者』ではあるけれど『決定者』ではないのよね。この構造は、よく演劇に例えられるのだけれど、ヴァルハラという舞ぶ台たいを整えたり、英雄という役者を揃えたりするのが主神であって、脚きやく本ほんをかくのはあくまで〈全知の眼〉なのよ」

「ふうん？　じゃあ、神ってあんまりすごくないのか？」

「いえ、とんでもないわ！　このヴァルハラのほぼすべてを一人で創造したのよ？　私たちは、その箱庭の中で跳はねまわるウサギみたいなもの──って、このあたりの知識はすべて、ピリカから聞いたものと、それを受けての私なりの印象でしかないけれど」

「なるほどな。ま、ピリカが言っていたなら、そうなんだろうな」

　タクマとしても彼女への信しん頼らいは厚い。なにせ、タクマたちは彼女の作戦のおかげもあって、これまでの激戦を勝ってこられたのだから。

「──つーか、ピリカの奴やつ、遅おそいな。チラシを回収するだけなのに、なにしてるんだ？　飯が冷めちまうぞ」

　タクマが思っていると、まさにそのピリカが、凄すごい勢いでリビングまで飛んできた。

「た、タクマさん、ユーナさん、これを見てくださいっっ！」

　その手には、チラシに紛まぎれて、あきらかに異質な、真っ白な封ふう筒とうが摑つかまれている。

　ピリカがテーブルの上に差し出したそれを、タクマが手に取ってみると、中には便びん箋せんが入っていた。

「ん、なんだこれ……手紙、か？」

〈全知の眼〉によるオンラインコミュニケーションが基本のヴァルハラでは、なかなか見かけない、アナログな通信手段だった。

「こういう手段を使う理由は、一いつ般ぱん的に、公的な通達の場合だけです」

　というピリカの言葉に、タクマは首を傾かしげつつ、差出人の名前を読み上げる。

　その名は──




「主神、オーディン？」




「…………え、うそ？　どうして？」

　いつも冷静なユーナの顔にも、さすがに動どう揺ようが浮うかんだ。ニトとギンジョーも同じだ。

　ピリカに至っては、マンガみたく大げさに唾つばを吞のみ込んでいる。

　タクマにはよくわからないが、それだけ、イレギュラーな事態ということだろう。

　手紙の文面は、とても達筆な墨すみ文字によって書かれていた。その内容は、こうだ。

〝タクマ、ユーナ

　両名に主神オーディンより緊きん急きゆうの用あり

　近日中、追って、使者を出す

　体調、装備、万ばん全ぜんの用意をしておくように〟

　──なんとまぁ、一方的に、用件だけを伝えたものだった。詳しよう細さいは一いつ切さい書いていない。

「っ、おいおい。ここに来て主神じきじきの呼び出しとは、タイムリーだな。目的は何だ？今回のＢＰ問題について説明してくれるってか？」

　タクマはピリカを窺うかがう。

「いえ、どうでしょう。『万全の用意をしておくように』という文面から考えると……」

「あまり平和的な話題じゃない……か？」

「はい。それに、主神様はとても忙いそがしい方なので、こちらから謁えつ見けんしようとすると、ややこしい手続きが必要なのです。それが、わざわざあちらから誘さそいがあったとなると──ずいぶん気に入られたものだな、と」

「気に入られた？」

　ピリカは苦く笑しようして、言う。

「はい。オーディン様は基本的に、気に入った人間としか直接、会いませんから」

「……なんだそれ。だったら、自分の足で会いに来いよな……」

　なんて返しつつ、タクマは考える。

　──とはいえ、これはチャンスだ。ＢＰについて直接、運営者に確かめる機会だから。

　それに、ヴァルハラに来た最初から、ずっと気になっていたこともある。

『英雄大戦は、いったい何の目的で開かい催さいされている？』

『俺たちは、いったい何のために呼ばれた？』

　そりゃあタクマたちからすれば、英雄大戦は嬉うれしいイベントだが、主神側にどんなメリットがあるかは明かされていないのだ。なにか、裏があるような気がしてならない……。

「──近日中って、つまりいつかわからないってことだよな？　こっちとしては今すぐにでも会いたいくらいだけど」

「残念ながら、それは無理ですね。あの神しん殿でんには結界が張られていて、通常の手段では近づけません。とりあえず示された期日を待って向かうしかないでしょう」

「自分勝手な奴だな」

「神様ですから」

「貧びん乏ぼう神がみなんじゃねーの？　そいつ」

　そんな風に軽口を叩たたき合う二人を横で見ていたユーナが、肩かたをすくめる。

「ま、そういう事情なら仕方ないわね。ひとまず今は、目先の問題を解決しましょう」

「目先？」

「食料問題」

　…………ああ。ありましたね、そんなこと。

　全員が揃ったので、タクマたちはモヤシ炒めを食べ始める。

　そこでユーナが、タクマに視線を送る。

「──特にタクマくん。あなた最近、やけに小食じゃない？」

　それにタクマは、「痛いところを突つかれた」という顔をする。

　確かに、タクマは最近、節約のために食事を抑おさえていたのだ。

　皿にのったモヤシ炒めも、タクマの分だけ、少し量が少ない。

「え。それは、まぁ……食べるのが面めん倒どうくさいだけだよ」噓うそだった。

「噓。私たちに気を遣つかっているのよ」と、すかさずユーナは言い当てる。

「違ちがう。俺は基本的に省エネなんだ」

「その異常な身体能力を維い持じするのに、小食で平気なわけないと思うけれど。それにあなた、料理が特技って言っていたじゃない。私たちに会うまで、作った料理は全部自分で食べてたんじゃないの？　食べさせる相手がいなかった、と言っていたわよね？」

「っ？　あ、ああ。確かにそうだけど……よく覚えてるな、そんな細かいこと」

　料理の腕うではサクラちゃんのために磨みがいたのだが、死線のせいでサクラちゃんとは引き離はなされたので仕方なかったのだ。

　そういう話は、確かに以前、ぽろっとユーナに漏もらしたことがあったが──

　基本的に戦いのことばかりを考えているはずのユーナが、覚えているのは、意外だ。

「忘れるわけないじゃない……だって、あなたが話してくれた数少ない思い出話だもの」

「んあ？」

　タクマはわけがわからず首を捻ひねったが、ユーナは恥はずかしそうに、

「な、なんでもないわよっ」と目を逸そらした。

　そして、咳せき払ばらいをし、続ける。

「ともかく、腹が減っては戦いくさはできないって言うでしょう？　あなたが万全の状態でないと、英雄大戦を勝ち上がる意味でも、危険だわ。このままじゃいけないと思うの」

「いけないって、じゃあどうするんだ？　食材を買う金がない以上、仕方ないだろ」

「なにか野生動物でも狩かってくればいいじゃない？」

「……はあっ!?　発想がワイルドすぎるだろ」

「私は戦いの中に生きる女だもの」

「格好いい台詞せりふで誤ご魔ま化かすな！　だいたい、誰がそんなこと──」

「もちろん、あなたよ。あなたの冗じよう談だんみたいな身体能力があれば可能でしょう？」

「……可能だろうけど。アウストラロピテクスじゃねーんだぞ。野や蛮ばんすぎるだろ」

「じゃあ他ほかにいい案、ある？」

「…………ない、けど」

「大だい丈じよう夫ぶ、安心しなさい。私のいた世界では狩りなんて珍めずらしくなかったから、そのへんの柔やわな女子と違って、野生動物を食べるのに抵てい抗こうはないから」

　別にお前の心配なんかしてねーよ。なんだよ、その『理解ある女』風アピール。

「あのなぁ？　さんざん化物化物と白い目で見られてきた俺にも、人として最低限のプライドくらいはあるんだぞ。絶対やらないからな？　そんなこと」

「あらそう。じゃあ仕方ないわね」

　言って、ユーナは鋭するどく目を光らせた。




　　　　６　見知らぬ襲しゆう撃げき者




『狩りハント』は、ヴァルハラにおいて、実は意外とポピュラーな財テクだ。

　ヴァルハラには、英えい雄ゆうが怖おそれをなすような、凶きよう悪あくな「モンスター」というのが存在しないからだ。半分獣けもののような姿をした「亜あ人じん」と呼ばれる種族がいるにはいるが、彼らは知性と常識を持ち、基本的には社会に適合している。つまり、獣となると大型の熊くまや虎とら、猪いのししあたりが郊こう外がいに生息しているくらいで、比較的狩りやすい。

　今、タクマはヴァルハラの市街から郊外に移動していた。

　ぽつんと、一人っきりで。タクマは地面を蹴けり上げ、盛せい大だいに愚ぐ痴ちを溢こぼす。

「ったく、あの暴力女マジ信じられねえ！　今回だけだからな！」

　いや、まぁそりゃあね。銃じゆう口こうを向けられて「いいから行きなさい、ほら早く」なんて脅おどされたら、ひるむしかないっての。……なんなのあいつ？　普ふ通つうの女の子ってあんなに怖こわいもんなの？　違うよね？

「あーあ、サクラちゃんが恋こいしいわ、ほんと……」

　タクマは溢しつつ、周囲に視線を向けた。

　平原だ。絶景と言っていいだろう。

　萌もえ黄ぎ色いろの草原が地平線まで続いている。タクマの腰こしほどもある背の高い草たちが、吹ふき抜ぬける強めの風に合わせて揺ゆれていた。その青い匂においに鼻び孔こうを刺し激げきされると、マイナスイオンのおかげか、タクマの気持ちは多少なりとも晴れてゆく。

　ただ、この爽さわやかな風がどこから吹いてくるのかを知ると、そんな気持ちも台無しになるのだが。

　視界前方、遥はるか遠くで、英雄同士が戦せん闘とうをしている。その激げき突とつが衝しよう撃げき波はを生み、ここまで風を運んでいるのだ。青空に散る火花を見ながら──カーン、カーンとぶつかり合う武器の音を聞きながら──タクマは思う。

（みんな、願いのために戦ってるんだなぁ……）

　当たり前の事実を、再確かく認にん。タクマが下してきた英雄にも、願いはあるのだと、その重みにちょっと思いをはせる。

　が、まぁ、それはそれ。──タクマは、願いのためなら何だってする、と決めている。

「つっても、今回のこれはＢＰとは何の関係もないんだけどな……しゃーねえ。とっとと寮りようのあいつらに、美お味いしいおかずを持って帰ってやるか」

　タクマは苦笑まじりに拳こぶしをパキッと鳴らすと、獲え物ものを求めて、平原を駆かけ出した。




　平原で、適当な暴れ牛を見つけて一発で仕留めたタクマは、満面の笑えみで叫さけぶ。

「牛肉とったどー！　くっくっく、残念だったな、牛よ……この俺に挑いどもうなんて、一〇〇年早いわ！」

「きゅぅ……」

　完全に伸のびている牛を見下ろし、ドヤ顔で語る英雄の姿がそこにはあった。

　英雄、タクマである。

　…………虚むなしさに、我に返る。

「って、なにやってんだ俺……あほくさ。早く帰ろ」

　誰だれかに見られてたら恥ずかしすぎる、と、そこで改めて周囲に気を配って、気づく。

「ん？」

　その『誰か』の──視線を感じたのだ。

　しかも、これはタクマを変人扱あつかいで見てくるとか、そういう類たぐいの視線ではない。

　明らかな敵意が込こめられている。タクマは、視線の主を探さぐろうとする。

（っ、おいおい、誰だよ……こっちは、ただでさえ空腹な上に、狩りで体力を使ってるんだぞ。空気を読めよ）

　が、その方向は、はっきりとはわからない。

　つまり、この敵は、かなりの手て練だれということだ……。

　タクマは表情を一転、真ま面じ目めなものに変える。

　牛のことなどそっちのけで、臨戦態勢を取る。集中力を総動員する。

（…………………………、来る!?）

　そうしてタクマが敵の動きを、やっと感じ取ったとき、しかしその気配は、既すでにタクマの背後すぐ近くまで迫せまっていた。

　タクマは急速で身体からだを回転──振ふり向きざまに、右拳を思いっきり打ち抜く。

「そこだッ！」

　が、声が答える。

「活かつ刃じん流、二三の太た刀ち〈春はる風かぜ〉」

　空振り。違う──いなされた!?

　タクマが突き出した拳は『鞘さや』によって軌き道どうを修正され、空を切った。そのさいに勢いも殺され、タクマの右ストレートは、穏おだやかな風を生むだけにとどまる。

「なっ……！」

　その瞬しゆん間かん、タクマは視界に、敵の姿を捉とらえていた。

　知らない顔だ。

　──黒くろ髪かみで、目鼻立ちがしっかりした、ハーフっぽい美少女だった。ハデな花はな柄がらの和服に身を包み、左手には自分の身長よりも長い鞘と、右手には『日本刀』を持っている。

「日本刀!?」

「活刃流、一五の太刀〈曼まん珠じゆ沙しや華げ〉」

　息つく暇ひまもない、少女の追撃。右手ひとつで、とてつもない刃渡りレンジを持った長刀を操あやつり、突きを放ってきた。速度──タクマが右みぎ腕うでを引き戻もどすよりも速い！　躱かわしきれない！

　タクマは左腕で自分の身を庇かばう。

　突きがタクマの左腕の筋肉に食い込む。

　同時に、少女が柄つかを回し、肉を抉えぐってくる。

　まるで彼ひ岸がん花ばなのように、タクマの鮮せん血けつが咲さいた。

「ぐっ、あ!?　こんのっ……誰だか知らねーけど、あんまり舐なめた真ま似ねすんなよ！」

　タクマもひるまない。刺さされた左手を素す早ばやく引き抜くと、その手で、刀の刃はを思い切り摑つかんだ。手のひらが切れて激痛が走ったが、無視だ。力ずくで刀を引き寄せる、少女ごと。そのときには、タクマは右腕も引き戻し、構えている。

　右ストレートを少女に対し再度、振り抜く。

「活刃流、二六の太刀〈蟬せみ時雨しぐれ〉」

「[image: あ][image: ぎもんふ]」

　視界が揺らぐ。タクマの右拳が放たれる一瞬前に、少女が振ったのは、左手の鞘の方だ。

　タクマが引き寄せる力、それを利用し、タクマの顔半分──耳元から顎あごにかけて、横よこ薙なぎをヒットさせていた。それをタクマが理解したときには既に遅おそい。タクマの脳は揺れ、ザァアアと、蟬の声か、あるいは雨音のような耳鳴りがした。刹せつ那なのことだったが、それでタクマの拳の焦しよう点てんがブレた。右ストレートは少女の顔すれすれを通過する。

　少女が、摑まれていた刀を引き戻し、二歩半、退く。

　距きよ離りを取られた。

　タクマは頰ほおを引き攣つらせる。

（……つ、強えっ!?）

　タクマの身体に傷をつけるだけでも相当だというのに、この身のこなし。今朝の魔ま法ほう少女の比ではない。タクマと渡わたり合える事から考えると、七星勇グランシヤリオレベルだろう。

　しかも──タクマの強さを力押しの『剛ごう』だとすると、この少女の強さは『柔じゆう』。

（こっちが力を強めると、それを利用してくる……かなり苦手なタイプじゃねーか！）

「何なんだ、お前。そこらの、並の英雄じゃないな」

　タクマは冷ひや汗あせまじりに、尋たずねた。

　少女が長刀と鞘を、身体の前に八文字に構えて、言う。

「わたくしの名は、カトレア・カルラ。花形タクマ、あなたを屠ほふる者ですわ」

　やっと一呼吸おいた彼女は、変な『ですわ口調』だった。

　それに、なぜか少女は、タクマの名を知っているようだ。

「は……？　俺はお前なんか見覚えないぞ？」

「でしょうね。けれど、わたくしは、あなたを絶対許しませんわ。わたくしにとっては忘れられない屈くつ辱じよくですの……」

　少女がキッと目を鋭くし、憎にく々にくしげに、言う。




「──わたくしは、あなたに、汚されましたのっ！」




「っ、……？　汚けがさ、れ……なにいっ??」

　やべえ、待ってくれ！　マジで言っている意味がわからないんだが!?

　しかも、タクマとしては、ちょっと聞き捨てならない。

「──おい、事情はよく知らないけど、やめろよそういうの！　サクラちゃんに聞かれたら誤解されるだろうがっ!?」

「ふん。サクラちゃん、ですの。知っていますわよ、あなたはその、自分勝手な願いのために、わたくしを汚したのでしょう？　汚し、穢けがし、辱はずかしめたのでしょう！」

「っ、だから、俺には何の話だかさっぱり──！」

「言い訳は聞きたくありませんわ！　わたくしはあなたを負かしさえできればそれでいいんですの！　さあ、小手調べは終わり──尋じん常じように勝負ですわ！」

　少女が、デジタルウィンドウを開き、画面をタップした。少女からタクマに対し、対戦の申しん請せいが行われる。タクマは、そこに表示された名前を見る。

〈刀聖〉カトレア。

　が、やはりタクマには見覚えがない名だ。恨うらまれる身に覚えも、ない。

　だから、タクマは訝いぶかしみ、考えた末──

「く、わけがわからねーけど…………ていっ」

　──試合の申請を無視し、そのウィンドウを閉じた。

　カトレアが驚きよう愕がくする。

「はあっ!?　な、なにしてますの！　なぜわたくしと戦ってくれませんの!?」

「なぜって、俺はお前なんて知らねーし！　今の俺は、よくわからない相手と戦うリスクを負えるほど、余よ裕ゆうはねーんだよ！」

　オーディンから、万ばん全ぜんの用意をしておけと言われているので、怪け我がを負うのは避さけたい。なにより、相手が七星勇レベルだとすれば、負けて大量のＢＰを奪うばわれる危険もある。

　すくなくとも戦うのは、その能力について、ある程度の情報を得てからだろう。

「くっ、でしたら力ずくでも戦う気にさせてさしあげますわ──活刃流、〈八や重え桜ざくら〉！」

　カトレアが、八文字に構えた鞘と刀を、高速で薙いだ。真空刃が飛ぶ。それは辺りの草を刈かり、散る花びらのように舞まい上げながら、タクマに向かう。

　しかし、その攻こう撃げきをタクマは見切り、躱す。

　うん、だいぶ目が慣れてきたみたいだ。

　タクマは窮きゆう地ちに見舞われるほど、著いちじるしく成長する体質なのである。

「ああ、確かにお前は強いよ……けど、俺だって、この一か月半で成長してる！」

　言って、タクマは次なる行動に移った。要するに、

　逃とう走そう──一いつ択たくだ！

　ふっ、と、タクマは息を吐はいて踵きびすを返す。全速力で少女から遠ざかるように駆けだす。

「あ、あ、あーっ!?　ちょっと待ちなさいっ、逃にげるのですか!?　臆おく病びよう者！」

「はっ、知るかよ！　文句があるなら追いついてみろ！」

　そして、それが不可能なことはわかっている。タクマの身体能力──脚きやく力りよくに追いつける人間を、タクマ自身、いまだかつて見たことがないから。

「くっ、なんて逃げ足の速さですの……！」

　背中越ごしに、悔くやしげに叫さけぶ少女、カトレアの声が聞こえる。

　それを振り切るように、タクマは寮りようまでの道を全力逃走した。




　寮に戻ったタクマが玄げん関かんを開け、三た和た土きに入ると、ピリカが飛んできた。

「おかえりなさい、タクマさん！」と抱だきついてくる。

　タクマはそれを引きはがしながら、靴くつを脱ぬぐ。

「ただいまピリカ。はあ～～……どっと疲つかれたよ。なんか、変な英えい雄ゆうに絡からまれてさ」

「え、英雄さんですか……？　わ、ほんとだ！　どうしたんですか!?　その怪我！」

　タクマの腕には、カトレアに斬きられた傷がある。

「いやまぁ、これは大したことない。すぐに逃げてきたからな。けど、なかなか強かったぞ。ハデな和服を着た、日本刀を使う奴やつで──」

　と、説明しようとしているところへ、ユーナが遅おくれてリビングから顔を覗のぞかせる。

「帰ったのね、タクマくん。おかえりなさい」

「あ、おうユーナ。ただいま」

　ユーナは、廊ろう下かに上がったタクマの身体を、優やさしく支えてくれる。

「お疲れさま。ちょっと遅かったから心配したわよ。ニトとギンジョーも、プレハブ小屋に戻っちゃったし。あなたほどの男が、思ったよりも手こずったみたいね？」

「そうなんだよ、聞いてくれ。あの女、なかなか手ごわくてな」

「女？」

「そうそう、和服で刀の──」

「……え？　ちょっと待って。言っている意味がわからないのだけれど。それより食料は？　ちゃんと手に入れられたのでしょうね？　ここには見当たらないようだけれど」

「………………………………あっ！」

　──逃げるのに必死で、せっかく仕留めた牛を忘れてきた。

　やっべ。やっべやっべ……

「ねえタクマくん、質問に答えなさい。食料は？　どうしたの？　女って何？　まさかあなた、他のことにうつつを抜ぬかして、狩かりを忘れていたのではないでしょうね？」

　ユーナの顔が怖こわい。

「うぇっ!?　あ、あの、待ってくれ！　これはだなっ、不ふ可か抗こう力りよくというか！」

「ふうん……つまり、狩りはしくじった、という認にん識しきでいいのかしら……？」

「っっっ!?」

　……そこからは、惨さん劇げきだった。ユーナが流れるような動作で二丁拳けん銃じゆうを取り出し、ぎゅっと握にぎるのが見えたかと思うと、タクマを無数の銃じゆう弾だんが襲おそった。

　断だん末まつ魔まにも似た悲鳴を上げながら、タクマは廊下に倒たおれ伏ふした。




　　　　７　白色、再び




　玄関で煙けむりを上げ、倒れているタクマに、ユーナは告げる。

「まったく、あなたには任せていられないわね」

「は、はい……ホント、すみませんっした！」

「ふん、まぁいいわ。最初から、食料確保がメインの目的ではなかったし」

「え？」と、タクマは身体からだを起こし、立ち上がる。

「だってあなた、この寮にいると、家事とかで落ち着く暇ひまもなさそうだったから。どう？　一人で外の空気を吸ってきて、息いき抜ぬきくらいにはなった？」

「…………あ。ユーナ、お前、もしかして──？」

　そこでタクマは気づいた。本来、『狩り』という目的においては、銃使いであるユーナの方が適している。それでもユーナは、タクマに今回の狩りを任せた。

　その意図は、どこにあったのか。

　きっと、ユーナなりの気き遣づかいだったのだ。

　二人の横で、ピリカが微笑ほほえむ。

「ユーナさんは、このひと月半で、タクマさんに、二度も救われたと言ってましたからね。ひとつは、あやうくヴァルハラ追放になりかけたところを助けられたこと。もうひとつは、『お兄さんを生き返らせる』という願いを、打ち明けられたこと──」

「ちょ、ちょっとピリカ!?　それはタクマに言わない約束じゃ……！」

「あれ？　そうでしたっけ。ごめんなさいっ☆」

　ユーナに小こ突づかれながら、ピリカはわざとらしく、ぺろっと舌を出した。

　……一見、馬ば鹿かそうなのに、このあたり、さすがはレギオンのまとめ役というべきか、タクマとユーナの関係を、上う手まくかき混ぜてくる。

「～～～っ！」と、恥はずかしそうに、顔を赤くしているユーナに、タクマは言う。

「そっか、そういうことだったのか。ありがとな、ユーナ」

「……べ、別にっ!?　そ、そんなことより、私はタクマくんの失態の尻しりぬぐいに行かないとね！　あー忙いそがしい忙しいっ！」

　ユーナは膨ふくれっ面つらでそう言って、誤ご魔ま化かすように、装備を整え始める。

　その様子を見て、タクマはふと冷静になった頭で、考え直す。

（狩り、か。それも悪くはないけど、あくまでその場しのぎにしかならないよな？）

　そもそも食料以外の、水道光熱費などの諸問題がまったく解決されていないし。

　やはり、根本的な『ＢＰが全然溜たまらない』という問題を解決するしかなさそうだ。

　それについて尋たずねたい相手のオーディンにも、いつ会えるかわからない。残念ながら、今のタクマたちには悠ゆう々ゆうと待っているだけの時間はない。

　ならば、即そつ効こう性のある解決手段は、もちろんひとつ。

（英雄大戦しか、ねーな）

　タクマは決意し、ユーナとピリカに言う。

「七星勇グランシヤリオと、戦うか」

「「え？」」と、二人が驚おどろいて、こちらを見る。それにタクマは、肩かたをすくめる。

「今まではリスクを恐おそれて避けてきたけどな。でも、それ以外に、みんなの生活費をまかなう手段ってないだろ？」

　──みんなの。そう口を突ついて出たことで、やはりタクマは自覚した。

　タクマにとってサクラちゃんの他ほかにも、大切だと思える人間がいつしか増えているのだ。

　大切な人。

　仲間。

　……ま、そりゃそうだ。こんなに気のいい奴らを大切に思わない方がどうかしている。

「けれど、タクマくん……」

　ユーナが心配そうな顔で見てくるのを、タクマは手で制す。

「心配するなユーナ。もちろん、誰だれが相手になろうと負ける気はないし、オーディンから言われたように、大きな怪我もしないよう努める。最大限の情報収集と、対策を考える」

「いえ、そうじゃなくて」

「ん？」

「この前は強がって『悪くない』としか言わなかったけれど……本当は私、あなたのモヤシ炒いため、結構好きよ？　だから、私たちのために、そんなに焦あせらなくても──」

「…………、そこを気にして言ってるわけじゃねーよ……」

　ユーナの、的外れな気遣いに、タクマはため息をついた。




　と、そのときだった。まさに、狙ねらったかのように、玄関のドアが開いたのだ。

　タクマはそのドアの向こうにいる人物を見て、え？と口を開けた。

　そいつの顔は、忘れるはずがない。

　かつて七星勇として、タクマと激戦を繰くり広げた少年……タクマに負けて、今は七星勇の座から落ちたと聞いてはいるが、間ま違ちがいなく、ヴァルハラ最強レベルの英雄。

　白はく髪はつ。白い肌はだ。白銀の鎧よろいに身を包んだ、〈白の勇者〉。

　──アッシュである。

「む。久々だな、タクマ。どうした？　そんなアホ面をして」

　タクマは息を吞のみ、後ずさった。

「なっ!?　お前がどうしてここに!?」

「ちょっと野や暮ぼ用ようがあってな。とりあえず邪じや魔まするぞ」

「はあ!?　いや、野暮用ってお前、ちょっと待──」

　しかしアッシュはタクマの言葉を無視し、ずかずかと玄関の中に入ってくる。

　狭せまい玄関なので、アッシュとタクマは触ふれ合うほどの距きよ離りになる。

　その、息がかかりそうな距離で、アッシュは言う。

「ほう、ここが貴様らの巣か……はあ、哀あわれだな。今やオレに勝って七星勇ともなった貴様が、こんなみすぼらしい寮に住んでいるとはな」

「う、うっせー！　大きなお世話だ！　っていうか近ちけえよ!?」

　カトレアとの戦いなどで、ボロボロになっているタクマ。

　それに対しアッシュは煌きらびやかな白銀の鎧。

　これだけでも、対照的だが。

　さらにアッシュは、『むしゃむしゃ』と、なにか美お味いしそうなものを食べていた。

　それでタクマは、アッシュが腕うでに抱かかえているものに気づく。……紙かみ袋ぶくろ？

「──つーか待てアッシュ、お前がその手に持っているのは？」

「む？　ああ、これか。小腹がすいたのでな、来る途と中ちゆうのバスタードーナツで買ったのだ」

　アッシュが、ごっくん、とドーナツを飲み下して答えた。

　タクマの目つきが野や獣じゆうの様相を帯びる。

「ドーナツ……ドーナツ、だと？　お、おまっ……俺が狩りまでしてるっていうのに、そんなご馳ち走そうを一人だけ美う味まそうに!?」

「狩り？　いったい何の話だ？」

「くっ、なんでもねーよ！　それよりそれ！　よこせ！」

「は？　急になにを言──」

「俺たちは腹が減ってんだよ！　わりともう限界なんだよ！　マジで！」
















「むむ……？　いや、貴様、馬鹿か？　そんなこと知らんし。やるわけないだろう」

「なんでだよっ!!」

　タクマの涙なみだの叫さけびに、アッシュは、さすがに本気っぽいと悟さとったのか後ずさる。

「い、いや……なんでってオレたちは敵同士だろうが。貴様こそ、なぜ貰もらえると思った？　というか、その必死さはなんだ。正直ちょっと引くのだが……」

「引いてもいい！　くれ！」

「断る」

「ください！　お願い！」

「嫌いやだ」

　アッシュは言いながら、平然と、紙袋からストロベリーリングとポン・デ・ショコラを取り出し、ぱくぱくと平らげた。

「あああああああ！　くっそ、こうなったらあれか!?　力ずくで奪うばうしかないのか!?」

「ほほう？　それは面おも白しろい。この場で、リベンジマッチを受けてくれるのか？」

　タクマの言葉に、アッシュは嬉うれしそうに目を細めた。彼はもともと、タクマとの再戦を望んでいた部分があったようだ。ドーナツの袋をいったん床ゆかに置き、背中の大たい剣けんを抜く。

　その、置かれたドーナツの袋を、タクマは覗のぞき込んで、なおさら悲鳴を上げる。

「ちっくしょう、お前……もう残ってるの、エンゼルクリーム一つだけじゃねーか！」

「フッ、天使の愛を賭かけた戦い、といったところだな……」

「ほっぺたに食べ残しをつけたまま格好つけてんじゃねーよ！」

　そして、全力衝しよう突とつ。

　二人の英えい雄ゆうがぶつかり合う衝しよう撃げきで、寮りようがズゥゥゥウン！と揺ゆれた。




　で、あっさり負けました。

「少しは落ち着いたか」

　タクマを返り討うちにしたアッシュが、ドーナツの袋を片手に持ち、もう一方の手でエンゼルクリームを食べつつ、見下ろしてくる。

　タクマは床に片かた膝ひざをつきながら、肩を上下させる。

「え、ええええ？　なんなのお前……こんなに強かったっけか？」

　少なくともタクマは、アッシュに一回は勝ったはずなのだが。

「ふん。以前、貴様がオレに勝てたのは奇き策さくによるところが大きかったからな。それに……もちろん、貴様が空腹ゆえというのもあるだろうな、うむ」

「さらっと優やさしいフォローを入れるのやめて!?　余計に惨みじめな気持ちになるから！」

　背後で見守っていたユーナが、優しい微び笑しようで、そんなタクマの肩をポンと叩たたいた。

　……いや、お前までそんな目をするなよ。ほんと悲しくなるから。

　沈しずんでいるタクマを無視し、ユーナがアッシュに視線を向けて、尋ねる。

「それで？　あなたは結局、この寮に何の用があったのかしら。まさか本当に、この機に乗じてリベンジマッチでも申し込もうとしていたわけ？」

「いや、違ちがう。そのつもりならば、今の戦いで正式に試合を申し込んでいた──弱った貴様ら相手に勝っても、真の意味で勝ったことにはならないからな。今日は違う用件だ」

「じゃあ、なぜ？」

　質問に、アッシュが鋭するどい視線で、タクマを射い抜ぬく。

「主神からの使いだ。どうやら、事態は一刻を争うようだぞ？」

　使者ってお前かよ。




　　　　８　神の勅令クエスト




「主神からの使いって、アッシュ、お前、主神に会ったのか……？」

　タクマが尋ねると、アッシュが首を振ふる。

「いや、オレも会ってはいない。なので厳密には、主神の右腕──戦乙女ヴアルキユーレ総隊長、フレイヤから、貴様らの案内を任された形だな」

　戦乙女総隊長フレイヤ。その名前はタクマも知っている。

　というか、このアッシュとタクマを戦わせるよう仕向けたのが、まさにフレイヤその人である（人というか天使だが）。

　おかげでタクマは、アッシュと、命に関かかわるほどの激戦を繰り広げるハメになった。

「案内って、そんな使いっぱしりみたいなことをしてるのか？　フレイヤが、お前と俺を戦わせたときも思ったけど……なんか似合わないな」

　あのとき、フレイヤにとってアッシュは「勝っても負けても問題ない」という半ば捨て駒ごまのような扱あつかいだった。アッシュほど強い英雄が、そんな扱いに甘んじるのは不思議だ。

　しかし、その疑問にアッシュは、何でもない風に答える。

「前の一件に限って言えば、それがあのときのオレが引き受けた勅令クエストだったからな」

「……勅令クエスト？」

　初めて聞く単語だ。

「ああ。どこの世界でも、力を持つ者には使命と責任がのし掛かかるだろう？　それはヴァルハラでも同じだ。ある程度の実績を持つ英雄には、『公共事業』として、主神からの勅令が下る──一番わかりやすいのは、貴様もヴァルハラに来て、おそらく初めに受けただろう試験、あれの試験官だな」

「ああ！　あったな、そんなの！」

　ヴァルハラに来た直後の英雄は試験を受け、そこで強さを示さなければ、即そつ刻こく、自分が元いた世界に帰らされる。そのときの試験官は、既き存そんの英雄たちが行っていた。

「さらに、ヴァルハラの中でも絶対的な信しん頼らいを得た七星勇グランシヤリオには、より重要な任務が与あたえられる場合がある。たとえば自然災害の鎮ちん静せい、暴走した英雄の鎮圧、凶きよう悪あくな化物の討とう伐ばつ」

「つまり、あのときの場合、『俺と戦うこと』が、まさにお前にとっての、勅令だったってことか？」

「そうだ。それでも七星勇が、勅令に従う理由は単純明快。金だ」

　タクマからすると初耳だ。

「金」

「そう。貴様も知ってのとおり、英雄大戦で勝利する意味は、ＢＰの獲かく得とくと、生活費の獲得、二つある。そのうちの一つを援えん助じよしてもらえる、ということだ。上位の者ほどそれを獲得するのは困難だからな、勅令は避さけて通れない道になる──今のオレが、優ゆう雅がにドーナツを食べていられるのも、勅令をこなしたからに他ほかならない」

「なるほど……けど、そんな便利なルールがあるなら、早く教えてほしかったな」

　それには、ピリカが補足を加える。

「いえタクマさん、勅令というのは、あくまでイレギュラーな事例なのです。こちらがなにかを働きかけることで受けられるものでもないので、ご説明してなかったのです」

　つまり、聞いていても状じよう況きようは変わらなかった、ということらしい。

　ふむ。ともあれ……

　この場面で、アッシュからそういう話題が出るということは、

「今回、俺たちに呼び出しがかかった理由も……？」

「察しがいいな。そう──貴様らに、勅令を与えるためだ」

「おー！　むしろ、それはありがたいな！　金には、ちょうど困ってたところだ」

　ふと横で、ピリカが疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

「でも、あの手紙にはそんなこと、一言も書いてありませんでしたよ？　普ふ通つうは、勅令だとわかるようにしておくものなんですけど……」

「今回の勅令は、重要機密事じ項こうらしいからな。オレも詳しよう細さいな内容は聞いていない。が、まぁどれほど重要なのかくらいは、声をかけられている面子メンツを知れば、馬ば鹿かでもわかる」

「というと？」

「今回の呼び出し対象は──七星勇、全員だ」

　七星勇、全員。

　その言葉に、まず息を吞んだのはピリカだった。

「えっ！　七星勇って、ヴァルハラ最強の戦せん闘とう力──いえ、軍事力ですよね!?　それが全員……!?」

「それほどまでに重要な勅令ということだ。そして今回は元・七星勇として、オレも呼び出されている。オレがここに寄ったのは、そのついででもある」

　これにはユーナも目を瞠みはる。

「……つまり、七星勇だけじゃ足りず、戦力としてあなたまで、ってこと……？」

「そうだ。おそらくは何か、ヴァルハラにとって、強大な障害が現れたに違いない。これで、平和的な展開になるわけがない」

　ただ……そんな状況にも、タクマは気の抜けた声で返す。

「あれ？　それじゃあ、なおさら都合がいいんじゃね？　だって俺たち、今、ちょうど七星勇と戦おうとしてたし。そっちと戦えば金だけじゃなく、ＢＰも貰えるだろ？」

　しかし、それにアッシュは苦い顔で答える。

「はあ……タクマよ。やはり貴様、脳みそは馬鹿か？」

「っ、なんでだよ」

「招集された意味を考えろ。十中八九、七星勇同士で協力しろといわれるに決まっているだろう？　事情があっての不参加ならまだしも、集まった先で七星勇の誰だれかに喧けん嘩かを売って和を乱すなど、その場の七星勇『全員』を敵に回すことになる。愚ぐ策さくの極きわみだぞ」

「む……？」さすがに、それはキツそうだ。

「それに」

　アッシュは言う。

「本気になった貴様が強いのは認めるがな、しかし、七星勇はそもそも『強さ』の重みが違う。今の貴様では、きっと、七星勇の一人だけが相手だとしても、勝てないだろうな」

「なっ!?　それほどまでなのか？　七星勇って──」

「ああ。元・七星勇のオレが言うのもなんだが、ヴァルハラの最終兵器として、危険な勅令もこなす七星勇は、民衆からの期待を一身に背負う存在だ。さきほどオレが貴様に負けた理由は『奇策』のせいだと言ったが、他にも、その『強さ』が足りなかったせいもあるだろうと思っている」

「……そういえば、街の人たちからの、俺への評価がよくなってきたのも、七星勇になってからだけど」

「自分勝手な願いしかもたない者とは、背負っているものが違うからこその、強さなのだ」

「っ…………」




　まあ、アッシュの言うことには、一理あった。

　タクマの願いは、とてつもなく自己中心的なもの。それもあったからこそ、タクマは、ユーナを自分の願いにまきこむのは、よくないことだろうと思ったのだ。




　アッシュが続ける。

「ましてや、そんな自己中心的な貴様に、今回のような重要そうな勅令が務まるのか……それも、オレは不安だぞ。はあ……」

「っ、おい、ため息をつくなよ！　お前に心配される筋合いはねーよ！」

「まぁ、それもそうだな。それに……心配しても仕方ないことではある。貴様は実際、オレに勝ったわけだしな。英えい雄ゆう大戦には、誰もが自分なりの、譲ゆずれない願いをかけている……それを互たがいに自覚した上での真しん剣けん勝負だ。ゆえにすべての英雄は、ヴァルハラに来たときから『負ける覚かく悟ご』をしなければならないし──『勝つ覚悟』も必要だ」

「勝つ、覚悟……」

「ああ。勝利に罪悪感を覚えていては、ここでは戦えない」

　言っていることは、もっともだ。

　タクマだって、願いを叶かなえるためなら、他人を蹴け落おとすのは仕方ないと思っている。

「……………………」

　けど、うん……なんか、あれだな。

　ニヒルに微笑ほほえむアッシュの白い歯がキラリと光って、妙みようにムカつくな。

　いや、確かに、いいこと言ってるけどさ。なんでドヤ顔なの、こいつ？　試合で勝ったのは俺だよね？　なのに、他のところで負けた気分なんだけど。

「これがイケメンの力か……」

「なんだ？」

「なんでもねーよ」

　タクマはあからさまに顔をしかめたが、アッシュはまったく気にせず、続ける。

「ただ、誰もがオレと同じ考えというわけでもないだろうがな」

「え？」

「ああ、いや、何でもない。些さ細さいなことだ──それより今は、目の前の勅令について進めようか。与よ太た話はここまでだ、約束の場所に向かうぞ」

　その場所とは、天の遥はるか高み。

　ヴァルハイル神しん殿でん。

「さあ、ついてこいタクマ。いよいよ、神に謁えつ見けんだ」







　第Ⅱ章　『はなればなれ』







　　　　１　〈全知の眼ハイム・システム〉はまちがえない




　時刻は一六時すぎ。

　タクマたちは寮りようを出て、薄うす暗ぐらい小こ路みちに立つ。

　そこでアッシュがデジタルウィンドウを操作すると、転移ゲートが出現した。

「もたもたするな。このゲートは数分で消しよう滅めつし、二度と使用不可になる。今回限りの特別製だからな、フッ」

「だから、なんでお前が得意気なんだよ……」

　タクマとユーナ、そしてピリカも、アッシュに追つい随ずいしてゲートをくぐる。

　光が視界を満たす。瞼まぶたを一いつ瞬しゆん閉じて、開けると、そこには神こう々ごうしい神殿があった。




　入り口まで続く道は石いし畳だたみ。

　その両りよう脇わきには、何本もの巨きよ大だいな象ぞう牙げの柱が林立している。

　柱と柱の間を歩き、荘そう厳ごんな大おお扉とびらの前まで着くと、空から天使が舞まい降りた。

「お久しぶりでございますね、皆みな様さま」

　身に纏まとうのは、日の丸よりも真っ赤な鎧よろい。

　背中には、高位の天使のみが持ち得うる、八枚もの翼つばさ。

　彼女こそが、全戦乙女ヴアルキユーレのトップに立つ、『総隊長フレイヤ』である。

「フレイヤさん！」と、ピリカが声を上げた。

「ピリカ。息災でしたか」

「は、はい……！」

　ピリカは、上司である彼女に頭を下げようとして……しかし、躊ちゆう躇ちよした。

　フレイヤは以前、タクマたちを陥おとしいれようとした、ある意味、悪者だからだ。

　しかしフレイヤは、そんなピリカに対しても、ニコリと微笑んだ。彼女の方は、ピリカに対する敵意はないのかもしれない。

　ただし、タクマに対しては別だ。

　ちらっとタクマに視線を寄こしたフレイヤは、とても冷たい表情で言う。

「あら。まだ死んでいなかったのですか、花はな形がたタクマ」

「っ、お前がアッシュに呼びにこさせたんだろうが。俺だって、できればお前なんかとは二度と会いたくなかったよ」

「会いたくなかった？　はて、私わたくしが貴方あなたに何かしましたか」

「しまくりだろ！　お前のおかげで、俺やユーナはヴァルハラから追放ドロツプアウトされかけた！」

「へえ、そうでしたか？　まあ、あれは貴方の自じ業ごう自得でございますよ。私は自らの正義に則のつとって、世界のために行動したまでです。というか、今でも私は、貴方がこの場にいることは『まちがい』だと思っておりますけれど」

「くっ、ずばずばと言ってくれるじゃねーか……」

　タクマとユーナ──特にタクマはどうやら、フレイヤから目の敵かたきにされているようだった。その理由は、いくつかある。

　なにより大きな点は、自身の能力をコントロール仕切れないことだろう。

　英雄は能力が一いつ般ぱん人よりズバ抜ぬけて高いがゆえに、その力が暴走すると、一転して『世界の脅きよう威い』になりかねない。それをフレイヤは警けい戒かいしている。

「私は事実を述べて差し上げているだけです。頭の足りない貴方にもわかるように」

「お前の、そのブレない厭いや味みったらしさだけは、もはや尊敬に値あたいするよ……」

「お褒ほめにあずかり光栄でございます」

　微笑むフレイヤに、背後からアッシュが現れて、言う。

「おいフレイヤ。オレたちは貴様らの口げんかを聞きに来たわけではないぞ」

「ええ。貴方も、お疲つかれ様さまでしたねアッシュ──おっしゃる通りでございます。ここは神殿。『戦場』と呼ばれるヴァルハラの中にあって、もっとも平和で清せい浄じようでなければならない聖域。くだらない確かく執しつなど胸中にしまって、奥へと進みましょう」

　タクマは「一番確執があるのはお前だろ」と言ってやりたかったが、黙もくしたまま従う。

（──今はこいつに突つっかかるよりも、早く神に会って事情を聞くことが優先だしな）

　フレイヤが大扉に向かって細い人差し指を伸のばすと、その先から光が照射された。

　光は大扉に描えがかれた紋もん様ようをなぞり、それを鍵かぎにして大扉がゴゴォ……と開く。




　神殿内の長い廊ろう下かを、みんなを引きつれて歩きながら、フレイヤが言う。

「花形タクマ。主神様に謁見する前に、なにか質問がございましたら、今のうちにお答えしますが」

「ん？　ああ、そうだな。じゃあ、どうせだし……訊きいておくか。俺たちが呼び出された理由は、何だ？」

「それについては、主神様が説明してくださいます」

「……あ、そう。じゃあ、ＢＰが九九九〇〇〇で止まって、それ以降二とかしか貰もらえないんだが、どうなってやがるんだ」

「それがヴァルハラの意思、ということでございましょう」

　…………、タクマは頰ほおをひくつかせる。

「はーん？　質問に答えるって言っただろ、やる気あんのかお前。つーか……この前は『アッシュに勝てば確実に一〇〇〇〇〇〇ＢＰを超こえる』みたいなこと言ってただろ？　あれも噓うそだったのかって訊いてるんだよ」

「噓というか、そんなの、本当は誰だれにも『言い切れない』に決まっているでしょう」

「なに？」

「この世界に来て最初、ピリカからも説明がございましたよね？　『英雄間を移動するＢＰは〈全知の眼〉が決定している』──つまり、私や主神たるオーディン様ですら、改変することは不可能ということです。そんな基本ルールすら忘れるとは、貴方はやはり馬ば鹿かですか？　鳥頭ですか？　英雄大戦を舐なめるのも大たい概がいにした方がよろしいですよ」

「くっ!?　こんの……！」

　その態度にはムカつくが──いや、しかし、思えば。

　……フレイヤの言葉を真に受けたのも悪かったかもしれない。

　なぜならフレイヤはあのとき、タクマをアッシュと戦わせることに終始していたのだから。タクマをやる気にさせるために、話を盛った部分はあるだろう。

　タクマは自分をなんとか納なつ得とくさせて、尋たずねる。

「じゃあ改めて確かく認にんするが、今回のＢＰ問題は、絶対に作さく為い的なものではないんだな？」

「もちろん。〈全知の眼〉は絶対にまちがいを犯おかしませんから」

　……ふむ。まぁ、さすがにその言葉は、信じていいっぽい。

　最初から説明されていたというのは事実だし、なにより今のフレイヤは、少なくともタクマを邪じや魔まする立場ではないだろう（嫌きらっている部分はもちろんあるが）。

　この場に呼び出していることが、その証明だ。

　わざわざ、ヴァルハラでの生活費を稼かせぐためのチャンスを──

　──勅令クエストを与あたえてくれる、というのだから。

「わかった。とにかく、あとの気になることは全部、主神とやらに会って訊こう」

　そのときまで、この不満は抑おさえておくことにした。

　タクマが納得すると、フレイヤは残念そうに肩かたをすくめる。

「あら、もう質問はないのでございますか？　私、答えたくて仕方ありませんのに」

「っ、お前は、もう黙だまれっ！」




　　　　２　七星勇グランシヤリオ、集結




　言っている間に、目的の部屋の前まで来た。

　フレイヤが扉に手を触ふれると、また扉の紋様が光り、重そうなその扉が、ひとりでに開く。フレイヤに続いて、タクマたちは足を踏ふみ入れる。

　中は、広い会議室のような空間だった。

　中央に大きな円えん卓たくが設けられており、その周りを囲むように椅い子すが一〇脚きやくほどある。

　四脚が、既すでに埋うまっていた。

　──Ｔシャツにホットパンツの、アネゴという印象の女性。

　──巨大なメカ鎧。

　──白衣のロリ。

　──両耳ピアスだらけの青年。

　一目でわかったのは、座っている者のいずれも、只ただ者ものではないオーラを纏っているということだ。

「あれが、七星勇さんたちですよ……！」ピリカが言った。

　それが、四人。現在、タクマとユーナも七星勇なので、この場には七人中、六人もの七星勇が集まっていることになる。ヴァルハラ最強の六人だ。

「へえ。あいつらは、戦乙女を連れてないみたいだな」

「上位の戦乙女には、他の用事もあるでしょうからね。わたしみたいに引っ付きまくっている方が、珍めずらしいんですよっ☆」

「なんで自じ慢まん気げなんだよ」

「愛の証明ですからね、愛の！」

　鬱うつ陶とうしくまとわりついてくるピリカを引きはがしていると、そのタクマに、七星勇全員の視線が向けられる。

　中でも、ピアスの青年が、両足をテーブルの上に乗っけたまま、鋭するどい目つきで言う。

「お前が〈死線の化物〉タクマか」

　イントネーションが独特だった。関西弁に似た、方言口調だ。

「ん、そうだけど……誰だお前？」

「七星勇のヴラド・ツェペシュや。聞いとるで、お前、相当強いらしいやんけ。お前をボコれば、ひょっとして、わいは一〇〇〇〇〇〇ＢＰを超えられるんやないか？」

　挑ちよう発はつ的な態度だ──まぁヴァルハラに来てから、タクマはこういう煽あおりに慣れている。

　タクマは鼻で笑って、返す。

「そんなこと、俺が知るかよ。実際に戦ってみればわかるんじゃねーの？　まぁ、ボコられるのがどっちかは知らないけどな」

　それにピアスの青年は、苛いら立だった表情で、テーブルに上げた足をドン！と打ち付ける。

「あぁん？　お前、誰に向かって言ってんねや？　あんま舐めてっとマジで殺すで？」

　それだけで、一いつ瞬しゆんにして、空気が張り詰つめた。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気。

　出会って早々、穏おだやかではない。

　しかし、そこへ、タクマの背後から声がかけられる。

「やめておきなさいよ。明らかな挑発でしょ」

　呆あきれ顔のユーナだった。

「──忘れたの？　アッシュからも忠告されていたでしょう。この場でのいざこざは、七星勇全員を敵に回すのと同義よ」

　もちろん、タクマもそれはわかっている。

　だから別に、タクマの方にも、この場で戦うつもりはない。なんとなく、挑発されたから応こたえてやっただけだ。

　さて、どう出るか、と視線をヴラドに向ければ……、

　彼は一転、愉ゆ快かいそうに笑っている。

「くかかっ！　ああ、バレたかーその通りやな。ここで試合を申し込むんはアホや。なにせわいらは、『協力し合うため』に呼び出されたんやろうしな。その目的を見失ったら七星勇失格や。どう出るかと思って試ためしてやったんやけど……さすがに最速で七星勇まで上のぼり詰めてきたペアだけのことはあるな。それなりに頭も使えるみたいや」

　なるほど。ヴラドも、こちらを試していただけで、さっきの気の短そうな態度は、ただの演技だったらしい。

　さっきのヴラドの言葉をそのまま返すようだが、彼もただのアホではないようだ。

　そこで、ユーナがタクマの背後から、前に躍おどり出る。

「当然よ。私たちは別に、戦いが好きでこの場所にいるんじゃない。願いを叶かなえるために、いるのだもの」

　プラチナブロンドがふわりと揺ゆれ、女の子独特のいい香かおりが周囲に広がった。

　さきほどまでタクマの陰かげに隠かくれていて見えなかった彼女の全ぜん貌ぼうを、七星勇が改めて視し認にんする……と、それを見て、ヴラドの表情が驚おどろきに変わった。

　ヴラドは、ぽかんと口を開けたアホ面づらで、呟つぶやく。

「あ、あかん……超ちよう可愛かわいいやんけっ！」

「………………………………………え？」

　不意打ちを食くらったユーナの戸と惑まどいに、構うことなく、ヴラドはテーブルから勢いよく足をおろした。意を決したような顔で立ち上がると、こちらに歩み寄ってくる。

　タクマも焦あせる。

「お、おい……急にどうした？　やっぱり戦やる気になったのか？」

　しかし、ヴラドはタクマを無視して、ユーナに言う。

「なあ嬢じようちゃん、お前、運命って信じるか!?」

「は？」と、ユーナは首を傾かしげる。

「わいは信じるで！　この瞬間から、信じることにした！　これぞデスティニー！　ラブレボリューションや！」

「え？　いえ、あの……ごめんなさい、ちょっと言ってる意味がわからないのだけれど」

　ヴラドは、どこからか真っ赤な薔ば薇らの花束を差し出すと、真しん剣けんな目で言う。

「わいと結けつ婚こんしてくれ！　一生幸せにするから！」

「は、はあ!?　け、けっこ……ちょ、ちょっと、いきなり何をっ!?」

　あまりに唐とう突とつなプロポーズだった。

　ユーナは、照れるのを通り越こしてドン引きしている。

　タクマにも訳がわからない。

「──ちょっとタクマくん!?　呆ほうけてないで助けなさいよ！」

　彼女は縋すがるようにタクマの背中にくっつき、裾すそを引っ張った。ユーナと密着することで、その体温が伝わってくる。ちょっとドキドキした。

　そんな仲良さげな二人を見て、ヴラドは激げき昂こうする。

「なっ、た、タクマくんやとぉ!?　おいお前、その美少女とどういう関係やゴルァ!?」

　今度は演技じゃなく、本気で怒おこっているっぽい。沸ふつ点てんおかしいだろ、こいつ……。

　タクマは、ヴラドをなだめるために言う。

「どういう関係って、いや、誤解だ誤解。ユーナとは単なるチームメイトだよ」

「あ、なんや、そういうことかいな。はー、安心したわ」

　ヴラドは、ほっと胸をなでおろすが、

　しかし、どうやら今度はユーナが、その回答に不満があったらしい。

　背後のユーナが、なぜか不満げにタクマの背中の肉をつまんでくる。

「…………単なる、チームメイト、ですって？」

「痛いてててて!?　え、どしたの!?　なんでお前が怒ってんの!?」

「ふんっ、知らないわよ」

「ええっ？　いや、ほんとわけわからねーって……」

　一方のヴラドは納得した風に頷うなずいている。

「そっかぁ、ただのチームメイトかぁ。やんなー、お前なんかが、この美少女とどうこうなれるわけないよなー？　そりゃ当然や、ふはは！」

「おいそこ！　嬉うれしそうな顔すんな！　お前のせいでユーナが怒っちゃったんだぞ!?　なんとかしろよ！」

　ヴラドは、タクマの言葉など聞こえない風に、ニヤニヤと笑っている。

「ふへへ、ユーナちゃん……ユーナちゃんっていうんか。名前まで可愛いやんけ……覚えとこ。わいの嫁よめリストに加えとこ」

「っ!?　だ、だめだこいつ！　やっぱりただのアホだ！」




　頰ほおを赤らめるヴラドと、不ふ機き嫌げんそうにタクマから離はなれるユーナ。

　その間に挟はさまれたタクマの足元あたりから、今度は別の声がする。

「ヴラドは誰だれに対しても惚ほれっぽい性格がデフォルトだから、気にしなくていいのだ」

　──視線を落とすと、そこには、オーバーサイズの白衣を着た幼女がいた。

　さっきまで椅子に座っていた、七星勇の一人だ。いつのまにか移動している。

　白衣の幼女は言いながら、タクマの太ふと腿ももをもみもみと触さわっている。

「どっわあ!?　今度はなに!?　なにしてるのお前！」

「いやいや、噂うわさに聞く期待の超新星ってのが、どんな肉体をしているのか興味があっただけなのだ。レンさまは、そういう研究もしているものでね」

　幼女は、至って真顔だ。

「レンさま!?　研究!?」

「そう、レンさまは人呼んでドクター・レンブラント──でも、堅かた苦くるしい肩かた書がきは嫌きらいだからな、レンさまと呼んでくれなのだ、ミスタータクマ」

「自分で自分にさまを付けるなよ……てか名前はどうでもいいから離れろ、この！」

　引きはがそうとレンに摑つかみかかろうとするタクマだが、彼女はタクマの身体からだを軟なん体たい生物のようにウネウネと這はいまわり、動きを捉とらえられない。

「世界最強のドクターを侮あなどってもらっては困るのだよ、医師師師っ！」

「どうでもいいけど笑い方キメェ!?」

「あ、これは単なるキャラづくりだからスルーしてくれなのだ」

「そうなの!?　だとしても自分でぶっちゃけるな、そういうことを！」

　タクマの手をすり抜ぬけ、レンは「医師師っ！」と得意げに笑って跳とぶ。

　しかし直後、すぐに自分の白衣の裾を踏ふみつけると、着地に失敗し、

　…………前のめりに、こけた。

「あ痛ぁっ!?」

「あ、ばか……調子に乗るから」

　途と端たん、レンはうつ伏ぶせの姿勢のまま、ぶわっと涙なみだ目めになる。

「う、うわぁ～～～ん！　痛いのだ！　痛いのだよ！　タクマのばかー！」

　寝ね転ころがって、手足をバタバタとさせるレンに、タクマは、

「いや、知らんがな……」と、言うしかなかった。

　……とても医者の姿とは思えなかった。




　タクマは、頰を引き攣つらせながら、残り二人にも視線を向けてみる。

「プシュー……」

　一人は、顔も見えない、メカニックな装そう甲こうに包まれた、二メートルはあろうかという人物だった。……いや、そもそも人なのだろうか？　さっきからずっと、関節の隙すき間まから排はい気き音みたいなのが漏もれてるんだけど。ロボ？　ロボなの？

　不気味な奴やつだな……と思っていると、もう一人が言う。

「はっはー、さっそく他のメンバーと仲良くなれたようでよかったじゃないか、タクマ。あ、ちなみにそいつはポチョムキンっていうんだ。通つう称しようポチョな。けど、全然喋しやべらないから、あまり気にしなくていいぞ」

　こちらは、明らかに神しん殿でんとは場ば違ちがいな、Ｔシャツにホットパンツというラフな格好をしたお姉さんっぽい女性だ。

「──で、あたしはユリウス。あたしも、あんたには少し興味があるんだ、これからよろしくな、タクマ」

　うん、フレンドリーだし、パッと見、一番まともに思えなくもない。

　ただ、タクマは気づいてもいた。

　この女性が……もっともオーラがヤバい。おそらく四人の中で最強なのは、こいつだ。

　結論──七星勇グランシヤリオは、変人ばかりだ。




　と、それぞれが自己紹しよう介かいを終え、騒さわがしくなってきたそこへ。

　光。

　余っていた席の一つに斜しや陽ようのような輝かがやきが降り、その輝きの中から、エコーのかかった、物々しい声が聞こえる。

「なにを遊んどるか馬ば鹿か者ものども。お主らを呼んだのは、コントをさせるためではないぞ」

　全員の視線が、そちらに集中した。タクマも驚いて、見る。

　そして光が晴れたとき、そこにいたのは、神こう々ごうしい西洋人形みたいな、

　──シルバーブロンドのロリっ子だった。

「待たせたな。我われが、神である」

　ヴァルハラのトップ、主神オーディンの降臨だった。




　　　　３　主神オーディン




「お前が主神!?　うそつけ！　まだガキじゃねーか！」

　タクマが突つっ込むと、オーディンと名乗ったそいつは、椅い子すにふんぞりかえって言う。

「黙だまれ小こ僧ぞう。人を見た目で判断するな、失礼であるぞ」

「お前が言うなよっ……」

「ふん、間ま抜ぬけめ。今さらすぎるぞ。天使が子供なのに、神が子供であってはならない理由がどこにある？」

「む……？」

　タクマは背後の少女、ピリカを一いち瞥べつした。

　ピリカは、神の前ということもあってか、少し緊きん張ちよう気味にこちらを見守っている。

　うん……そうだな。もう突っ込むのも疲つかれてきたし、細かいことはいいや。

「──じゃあ神様、ひとまず本題について訊きかせてくれないか？　俺たちに用があって、呼び出したんだろ」

　勅令クエストについて。

　もちろん他ほかにも色々と訊きたいことはあるが、とにかく、すべてはそれからだ。

　しかし、そのタクマに、オーディンは焦じらすように肩かたをすくめる。

「ほむ、ずいぶんとせっかちな奴だな。そんなに生き急いでどこへゆく、小さき人間よ」

「いや……事態は急を要するんだろうが。まさか忘れてないだろうな？」

　タクマは訝いぶかしむが、オーディンはその返しも読んでいた、というように続ける。

「もちろんそれは理解しておる。が、まぁ落ちつくがよいタクマよ。我はお主に興味があるのだ、少し世間話に付き合ってくれてもよいではないか。童どう貞ていを捨てたのはいつだ？」

「しねえよ！　てか斬ざん新しんすぎだろ話題のチョイス!?　その見た目で童貞とかさらっと口にするなっ！」

「ちなみに我は処女だぞ」

「じゃなかったらむしろ驚おどろくよ!?　こっちはそういうものとして話を進めてたよ！」

　でも一応、みんなの夢を守ってくれてありがとうとは言っておくけどな！

「で？」

「ん？」

「童貞？」

「そんなに興味あった!?　俺の初体験そんなに重要だった!?　童貞ですよ！　一七歳でいまだに童貞まっしぐらですよ！　満足したなら本題に入れってば！　事態は深刻なんだろ！」

「うむ。確かに深刻だな……童貞を捨てたいという、お主の深刻な願い、しかと聞き及およんでおるぞ」

「誰だよ言ったの!?　俺はサクラちゃんに告白したいだけだから！」

「あ、そうだそうだ。サクラちゃん、な。うむ、サクラちゃんか……」

「お？　なんだよ、その含ふくみのある表情は？」

「いやいや、まぁ事前にフレイヤから聞いてはいたのだが、本当にそれがお主の願いなのだなぁと思ってな……」

　おいこれ犯人わかっちゃったよ。童貞とか言ったのもフレイヤでしょ。あとで殴なぐろう。

　タクマがジト目でフレイヤの方に視線を送っていると、オーディンが目を光らせて言う。




「──よくもまぁ、そんな些さ末まつなことのために身体を張れるものだな。感心するぞ」




「っ……!?」

　その言葉に、タクマの表情が一転、鬼き気き迫せまるものになった。

　これは、タクマとしては聞き捨てならない。

　オーディンの方をゆっくりと振ふり返り、睨にらみ付ける。

「おい、てめえ……今なんつった？　サクラちゃんが些末だと？」

　しかし、その態度すらもオーディンには予想通りなのか、ニヤリと微笑ほほえんで続ける。

「ん？　ああ。いかにも、些末だろう？　世界の広さに比べれば、些末で、些細で、矮わい小しような願いだろうが。だから感心しているのだ」

　タクマは、自分の内部で、怒いかりの炎ほのおが燃え上がるのを感じる。

「く!?　こんのッ……ロリだと思って冗じよう談だんにつきあってやったらつけ上がりやがって」

「冗談？　それは、お主の願いの方だろう」

「ふ、ざ、け、る、な、よ？　俺がなんのためにこんな異世界くんだりまで来てると思ってやがるんだ？　英えい雄ゆう大戦なんていう面めん倒どうくさいルールに従ってる理由は、まちがっても、お前みたいな神を崇すう拝はいしてるからじゃねーんだぞ!?」

「知っておるさ。お主にとっては、英雄大戦に縋すがるしか、運命を変える手段がないからであろう？　小さき人間よ」

「…………!!」

　悔くやしながら、その通りではある。英雄大戦を勝ち上がらなければ、願いは叶かなわない。

　が……その英雄大戦の運営者が、あまりに舐なめた態度を取るならば、タクマとしても考えがないわけではなかった。

　タクマは頰ほおをひくつかせながら、オーディンに言う。

「おーおー、ＯＫだ……お前がそんな風に言うなら、この際、はっきりさせておこうか？　実は、前々からちょっと思ってたことだしな」

「ほう、なにがだ？」

「別に英雄大戦なんてやらなくても、神お前を捻ねじ伏ふせて、願いを叶えさせるって手も、あるんじゃないのかってことだよ。──神をぶん殴って、世界のルールをひっくり返す。その方がずっとシンプルでわかりやすい」

　タクマの、挑ちよう戦せんするような、鋭するどい表情に対し、

　しかしオーディンは完全に舐めきった態度で、大笑いする。

「ぷははっ！　何を言い出すかと思えば、ド阿あ呆ほうめ。お主ごときが神に勝てるつもりか？　身の程ほど知らずもそこまでいけば、滑こつ稽けいを通り越こして賞賛に値あたいするぞ」

「くっ！　ぬぅあにぃいいい!?」

　キレた！　もうキレた！　だからタクマは、




「こんのクソロリめ……身の程知らずかどうか──その身体からだで確かめてみろよ！」




　──神に対し、拳こぶしを振り抜いた。

　風が唸うなり、強力な右ストレートがオーディンに迫る。

「タクマさん!?」「タクマくん!?」

　ピリカとユーナの悲鳴が上がった。

　しかし、それをタクマは無視する。

　仲間をまきこむわけにはいかないと思ったからだ。相手は神だ。殺されるかも。そうでなくても、負ければ神への反逆者として、英雄大戦から排はい除じよされるかもしれない。

　そして、そのうえで、タクマは何も問題ないとも思っていた。

　なぜなら、

「神が相手だろうと──死んでも、負けるつもりはねえよ！」

　周囲で見ていた七星勇たちも、さすがにタクマが神に殴りかかるとは思っていなかったのか、驚いた表情をしている。ヴラドなどは「ヒュウッ♪」と口笛を吹ふいている。

　タクマは本気だ。もう止められない。本気で、神に刃は向むかったのだ。

　…………しかし、結論から言って、タクマの拳は、届かなかった。

　避よけられたのではない。触ふれる前に、オーディンの鼻先寸前で止まったのだ。

　なにか見えない防ぼう護ご壁へきのようなものがあるのか──その現象は、拳を突き出しているタクマ自身にも理解不能だった。

「くっ、なんだ、これ！　魔ま法ほうか!?」

「ほむほむ、なるほどな」

　と、一方のオーディンは、すべて予定調和とでもいうように頷うなずいている。

「──これがお主の実力か。悪くはないな。むしろ間近で体感すると期待以上だ。が、まだ力をコントロールしきれていないと見える……発展途と上じようというべきか、あるいは──」

「はあ？　おい、なにを意味不明なことをごちゃごちゃとっ！」

　一度、箍たがを外したことで、しばらく表に出さないでいた感情が自然と溢あふれてくる。

　そして、怒りを強く感じるたびに、タクマの拳からは黒い瘴しよう気きが、沸ふつ々ふつと湧わき出る。

　瘴気は一秒ごとに強まってゆき、このままでは、ひょっとすると本当に、神の防護壁すら貫つらぬかんばかりの勢いだった。

　しかし、そこでオーディンは、

　……見計らったように、言った。

「うむ、テストは合格だ。いや～、挑発してすまなかったな」

「へ………………？　テスト？」

　タクマが眉まゆ根ねを寄せると、オーディンは、それまでの悪態をやめて、朗ほがらかに笑う。

「なはは。まぁ、お主ごとき、と先ほどは言ったがな。こう見えて我はお主のことを買っておるのだ。だからこそ力を実際にこの目で見たいと思った」

「っ？　っっ??」

「困こん惑わくするのもわかる。が、勅令を与あたえる七星勇グランシヤリオは人々の信しん頼らいに足る、ちゃんとした『実力者』でなければならないからな。和を乱さない協調性も大事だが、同時に、どんな相手にも立ち向かってゆく度胸も必要だ。特に、お主は中でもイレギュラーな英雄なのでな、神である我が直々に、そのテストをさせてもらった。結果は──合格だ」

　………………………………………………。

「ああ!?　なんだよそれ！　お前、どんだけ自分勝手なんだよっ!?　俺の怒りは!?　この感情の矛ほこ先さきはどこに向ければいいの!?」

「非礼は詫わびる。すまなかった。そのうえで改めて、お主の力、我に貸してくれ。頼たのむ」

「っ！　っっ!!」

　……主神は、呆あつ気けなく非を認め、タクマに対し、深々と頭を下げたのだった。

　まだ幼いロリにここまでされたら、さすがにタクマも躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　それに──そう。

　よくよく考えてみればオーディンは、サクラちゃんを馬ば鹿かにしたわけではない。あくまで、タクマの『サクラちゃんに告白する』という願いを、些末だ、と馬鹿にしただけだ。

　──サクラちゃんという存在を、傷つけられたわけではない。

　──ならばタクマは、一時の感情だけで、英雄大戦のチャンスを逃のがすべきか？

　……おそらくここまで、全部、オーディンの掌てのひらの上だった。

　オーディンの意図を、他の七星勇たちはある程度知っていたのか、ニヤニヤしている。

　タクマは怒おこるのも馬鹿らしくなり、拳を引っ込めるしかない。

「ちっ……そういうことかよ！　性た質ちの悪いテストだな！」

「ああ。我自身、ひやひやしたぞ。ともあれタクマ──ようこそ、七星勇へ」

　オーディンは快活に笑った。

　それだけで、室内に張りつめていた緊きん迫ぱく感かんが、すっと落ち着く。

　ピリカとユーナも、ほっとした表情になる。

　タクマは、げんなりした顔で肩かたをすくめる。

「……まぁいいよ。じゃあ改めて……その勅令クエストってのを聞かせろ」

　オーディンはロリっ子らしい可愛かわいらしい笑顔で、「ほむっ♪」と満足げに頷いた。




　　　　４　今回の勅令について




「では、一人足りないようだが、あやつについては連れん絡らくが取れぬから仕方がないしな。本題を始めようか」

　一人足りないって、つくづく七星勇というのは自由な奴やつらの集まりらしい。

　けどまぁ、いない奴のことは、ひとまず放ほうっておいて、話は進む。

「今回お主らにやってほしいのは──使徒の討とう伐ばつだ」

　オーディンがそう言うと、タクマたち英雄のデジタルウィンドウが一いつ斉せいに開いた。

†〈使徒〉---------------------------------------------------------------------------------------------------------

　ヴァルハラの外部から来訪する、害がい獣じゆう。

　黒い瘴気とともに不定期に現れ、ヴァルハラに破は壊かいを振りまいた後に、忽こつ然ぜんと消える。

　その外観に統一性はなく、動物型、植物型、昆こん虫ちゆう型など多種多様。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「害獣？」とタクマは首を傾かしげる。「農家に現れる、猪いのししとかカラスみたいなものか？」

「いや、そんな甘っちょろいものではないな。どちらかといえばモンスターだ。奴らは力の赴おもむくままに街を壊こわしてしまうため、討伐が必要なのだ」

「ヴァルハラの外部ってのは？」

「うむ。そこから話さねばなるまいな」

　オーディンが神しん妙みような顔つきになった。その話をまとめると、こうだ。




・このヴァルハラという世界は、全体が結界によって守られている。

　結界の正式名めい称しようは『善悪の境界』。

・『善悪の境界』の外には混こん沌とんとした世界が広がっており、破壊を愛する邪じや悪あくな存在が蠢うごめいている。それらの存在は、〈黒の子〉〈破は滅めつの使者〉〈終しゆう焉えん因子〉など色々な名で呼ばれるが、もっとも一いつ般ぱん的な名称が〈使徒〉。

・『善悪の境界』に穴が開くと、その〈使徒〉がヴァルハラに侵しん攻こうしてくる。ただし、穴といってもそれは概がい念ねん的なもので、実際に使徒が現れる場所は空、海、陸に制限がない。出現した使徒は、しばらく破壊の限りを尽つくすと、やがて穴から境界の外へと帰る。




「この災さい厄やくは以前からあってな。いつもは戦乙女ヴアルキユーレたちが倒たおしているのだが、今回は規模が大きい。いつもよりも強力な使徒が、同時多発的に、複数箇か所しよに現れたのだ。そこで、お主ら英えい雄ゆうの出番、というわけだ」

　それまで大人しく聞いていたタクマは、そこで、「あ」と声を上げた。

　不意に、気づいたのだ。

「まさか……それが、俺たちを呼んだ──」

「いかにも。貴様ら英雄を召喚した理由だ。察しがよいな。お主らには『願いが叶かなうチャンス』を与える代わり、『公共事業』に従事してもらう。中でも重要なのが、この『使徒討伐』だ。さあ英雄たちよ、モンスターを殺して、世界を守ってくれ」

　──モンスターを殺して、世界を守る。

　なるほど。

　英雄の仕事としては、とてもわかりやすい。

「お主らを事前に召しよう喚かんしておいたのは、今回のような事態が、既すでに予測されておったからだ。『黙もく示し録ろく』と言ってな、〈全知の眼ハイム・システム〉の深しん奥おうには、そういう予言書じみたテキストエリアがあるのだ。その記き載さいによると、今回の事態は『終焉の始まり』──プレ・ラグナロクとされておる」

「プレ・ラグナロク……」

「うむ。〈全知の眼〉に記載されておるだけなので、我も詳しよう細さいは知らぬがな」

「知らないって……んな無責任な」

「所しよ詮せんは神だからな──我の記き憶おくが定さだかである時点では既に、真っ白なヴァルハラの土地と〈全知の眼〉というシステムはあった。そんな中で我は、〈全知の眼〉の記述に従ってヴァルハラの内部を創造する『実行者』の役割を、生まれつき与えられていたに過ぎんのだ。このあたりの話は、お主ら英雄が『なぜこんな世界に生まれたか？』『なぜこんな運命を背負っているか？』を自覚していないのと同じだな」

「…………」

「いい機会だから、覚えておけ。いくら神でも、運命には刃向えんのだよ」




　オーディンが、話題を本筋に戻もどす。

「現段階で確かく認にんされている使徒は、計三〇体だ。それぞれが、英雄で言えば三〇〇〇〇〇ＢＰ程度の実力を持っておる。特段強くもないが、普ふ通つうの人間からすれば脅きよう威いだ。奴らがどのタイミングで現れるか、また何体ずつで現れるかは不明だが──その出現場所は、特定の居住区画、街や村など六か所に集中しておる。おそらく、その六か所に都合のいい『穴』があるのだろう。今回集まった七星勇は六人なので、その数で散らばれば、ちょうどよく応戦できる」

「つまり、俺たちに課される勅令は？」

「『使徒三〇体の殲せん滅めつ』だ」

　やることは、シンプルだった。

　タクマは、大事なことなので、再度確認しておく。

「……それを果たせば、金が貰もらえるんだな？」

　つまり、生活費が稼かせげるかということ。

　タクマの生活費と、そして、仲間たちみんなの生活費……

「うむ。使徒を一体倒すごとに、倒した英雄には、その強さに応じたヴェムがいくらか入ることになっている。その値あたいは〈全知の眼〉による評価次し第だいだが、基本的に実力を英雄に置き換かえて考えたときの所有ＢＰ値に準ずるので、平均して三〇〇〇〇〇ヴェム」

「三〇〇〇〇〇!?　……いや、まぁそれだけあれば、今の俺たちの生活水準なら、相当な期間、暮らせそうだけど」

「何か不服か？」

「ほ、本当なんだろうな……？　前にも、そういう甘い言葉を鵜う吞のみにして馬鹿を見たからな。一〇〇〇〇〇〇ＢＰに確実に届くって言われたけど、届かなかったことがあるし」

　アッシュとの激戦を終えたときのことだ。

「ああ、そういうことなら、今回は心配ないぞ。なにせこれは絶対にまちがえない〈全知の眼〉の決定事じ項こうだからな。不安なら確認するがよい」

　そう言ってオーディンは、自分のデジタルウィンドウを開き、見せてきた。

　その画面はタクマたち英雄のものとは少し違ちがうデザインだったが──確かに、今回の勅令について記されており、そこにはオーディンが言ったとおりの記載がある。

　…………となると、

（断る理由がないな）

　タクマは思って、他の七星勇グランシヤリオたちを窺うかがった。

　彼らもタクマと同意見のようで、頷うなずいている。

「いいねそれ、やろうやろう！」と、ホットパンツのユリウス。

「うむ。レンさまも参加なのだ！」と、白衣のレンブラント。

「ええんちゃうか？　わいもぜひ、混ぜてもらうわ」と、ピアスのヴラド。

「プシュー……」と、ロボのポチョムキン。

　やはり、みんなもお金が大事なのだろう。

　ほっ、と親近感を覚えて、タクマは言う。

「うん、わかるわかる。生活がかかってるもんな。みんな格好とか、気にしてられないよな。よかった、お前らも俺と同じ気持ちだったんだな──」

　しかし、それに七星勇たちは、揃そろって首を振ふる。

「「「いや、金はどうでもいい」」」

「え？」

「はっはー、あたしは楽しけりゃなんでもいいんだよ。お金なんか、七星勇になったなら、それなりに持ってるでしょ？　普通」

「そのとおりなのだ。ヴァルハラ最強の英雄ともなれば、お金ごとき細かいことを気にしたりしないのだ。レンさまとしては、貴重な使徒のサンプルを採取できる機会を得られることが、一番大事なのだ」

「せやな。それより、使徒っちゅーんは見た目に色々種類があるみたいやし、ひょっとしたら可愛い美少女型もおるかもしれへんからなぁ。金は、まーどうでもええわ」

「プシュー……」

　そう言って、七星勇たちは一斉に、タクマに視線を送った。

　………………おい。なんだよ、その哀あわれんだ目は。

　金はどうでもいい？　ふざけるな。こっちは必死なんだぞ、まったくもって心外だ！

　胸を張って、タクマは言う。

「いや、あれだぞ？　俺も、もちろん、金だけじゃないよ？　なんというか、そう……ヴァルハラを危険から守るためっていうのも、あるよ……？」

　う、うん……アッシュも、『七星勇は、民衆からの期待を一身に背負う存在』って言ってたしな。大事。責任感、超ちよう大事。




　タクマが目を泳がせながら言うと、一応、それで七星勇たちは納なつ得とくしたらしかった。

　それぞれ不純な動機を口にしていた彼らだが、ヴァルハラを守ることへの責任感は、前提条件として共通なのだろう。アッシュから聞いていたとおりだ。

「おいタクマ。知っているか？」

　そのアッシュが、オーディンの説明の合間に、ふと耳打ちしてくる。

「──今回の使徒という存在。ひょっとしたら貴様も既に耳にしているかもしれぬが、『英雄失しつ踪そう事件』に関かん与よしているのではないか、とも言われているのだ」

「ん？　なにそれ」

「は？　いや、貴様とて聞いたことくらいあるだろう。とある英雄が、バトルに負けたわけでもないのに、ヴァルハラから忽然と姿を消した、というニュースだ」

　英雄失踪事件──それは、ここ数週間、街中で話題になっているトピックスだった。

　普通の英雄なら、耳覚えがあってしかるべきだが……タクマは、首を傾げる。

「いや、聞いてないよ？」

「っ、な、なぜだ!?」

「だって最近は、貧びん乏ぼうすぎて、テレビからも新聞からも離はなれてたから」

「っ………………」アッシュが、愕がく然ぜんと顎あごを落とした。

　それから、コホンと咳せき払ばらいをして、気を取り直す。

「──ま、まぁ貴様の貧乏話はどうでもいい。とにかく、そういう事件がある。〈全知の眼〉のＧ捜Ｐ査Ｓ網にすら引っ掛かからなくなった。この『どこかに消えた』という現象と、『どこからともなく現れる』使徒を絡からめて考えているのが、巷ちまたでの評判だ」

　──姿を眩くらませたのでなく、姿を消した。

　これは、有り得ない事態だという。〈全知の眼〉は絶対にまちがわないはずだから。

「そして姿を消したのは、オレと同レギオンのジューダスなのだ」

　ジューダス。その男も、アッシュと同様、かつてタクマと戦った英雄だった。

　そこでタクマは思いつき、アッシュに尋たずねる。

「ん？　あれ。じゃあ、もしかしてお前、そのジューダスを心配して、なにか情報を得るためもあってここまできたのか？」

「っ……ふ、ふん、別にそういう意味ではない。オレに黙だまっていなくなるなど言語道断ゆえに、再教育が必要だと、考えているだけだ。だから貴様も……奴やつを見かけたら教えろ。言いたかったのは、それだけだ」

　アッシュは気まずそうに、ぷい、と目を逸そらした。

「ぷくく……なるほどな。お前、案外、仲間思いなところがあるじゃねーか」

　そんな風にタクマが言っていると、オーディンが最後の説明に移る。




　　　　５　思わぬパートナー




「では最後に、重要な特別ルールについて説明しよう──今回の討とう伐ばつでは、二人一組のタッグを組んでもらおうと思っておる。──条件は、以下の二つだ」




・それぞれの英えい雄ゆうは任意の仲間一人をつれて、タッグで使徒と戦う。

　二人である理由は、最適なパフォーマンスを考えた結果である。

　一人だと、苦手なタイプの敵と当たったときに対応のしようがないし、三人以上になると、強さにバラつきが出て、逆に弱点となり得る。

・ただし、七星勇同士が組むことは許されない。重要な戦力が一か所に固まった結果、他のスポットで、使徒を取り逃にがしてしまう危険性が高まるから。




　ホットパンツの七星勇、ユリウスが言う。

「へえ。そういうことなら、あたしは、まー適当にレギオンの仲間でも見つくろうよ」

「レンさまもそうするのだ」

「プシュー……」

　当然ながら、他の七星勇たちにもレギオンがあり、そこの仲間がいるので、問題ないのだろう。七星勇のうち三人は、あっさりと条件を吞のんだ。

　しかし、タクマはそこで気づき、青ざめる。

　──タッグで参加。

　──しかし、七星勇同士は組めない。

　ということは…………？

「んおおおいっ!?　もしかして俺とユーナは別チームか!?」

「そのとおりだ」

　今までタクマは、ほとんどの戦いを、ユーナと組んで戦ってきた。

　だから、ユーナと組めないとなると、不安しかなかった。

「…………」

　しかしまぁ、悪いことばかりではないのもわかっている。

　タクマは、思う。

（──一応、ユーナを俺の願いにまきこまなくて済むってのは、あるけどな……）

　もともとは、タクマとユーナが組むと、ユーナが得られるＢＰまで下がってしまうから、という理由で避けたいと考えたのだが、ＢＰに関係のない今回の勅令でも、『死線』がある以上、ユーナを危険に晒さらすことに変わりはない。

　だから、この機会に、一時的に距きよ離りを置いてみるのは、アリかもしれない。

　そんな風にタクマが悩なやましげな表情をしていると、アッシュがちらりとこちらを見る。

「タクマ。オレがこの場に呼ばれている理由こそ、これだ。七星勇のタッグとして、勅令クエストに参加する」

「あーっ！　おま、そういうことか！　ちゃっかりしやがって！」

「フン、強さを認められた証しよう拠こだな」

「くっ!?　偉えらそうに！　でも……俺は嫌いやだからな。たとえユーナと組めなくても、お前なんかとは絶対に──」

　タクマが言おうとすると、アッシュも当然だ、とばかりに言葉を遮さえぎる。

「馬ば鹿かめ。もちろんオレも、貴様と組む気など微み塵じんもないぞ？　なにせ、オレと貴様は宿敵同士なのだからな。フッ」

「だーかーら、なんでドヤ顔なんだよ！　勝手に宿敵に認にん定ていするな！」

　いがみあう二人の背後では、同じく相手がいないらしいヴラドが、残念そうにしている。

「あー、困ったなあ。わいの場合、レギオンに頼たよれるメンツはおれへんし、ユーナちゃんと組もうと思ったんやけど……同じ七星勇なら、それもでけへんのか」

　それにユーナは、心底不快そうな顔で息を吐はく。

「いえ、元からあなたなんかとは、組む気はないのだけれど……でも、そうね、タクマくんと組めないとなると──どうしようかしら？」

　ユーナが助けを求めるように、タクマに視線を送った。

　これにはタクマも、うーん、と唸うなる。

　確かに、難しい問題なのだ。

　一応、タクマとユーナのレギオン《零落の王ギルガミス》には、ニトとギンジョーという英雄がいるにはいる。が、彼らは、タクマの『死線』にまきこみたくないからとか以前に、戦せん闘とう慣れしていないので、こんな危険そうな任務に引っ張り出すわけにいかない。

　すると、そこへオーディンが、偉そうに胸を張って、助け船を出す。

「くはは、そう言うと思っておったぞ。なので、今回が勅令初参加のタクマとユーナについては、我が策は考えてある」

「え？」

「そのために、アッシュと……もう一人に声をかけてあったのだからな！」

　そこで、突とつ然ぜん。

　バーン！と、会議室の扉とびらが、開け放たれた。

　現れたのは、腰こしに長大な刀を携たずさえた、和服の美少女──

「ふっふっふ、長ったらしい話がやっと終わりましたわね。安心しなさいませ、タクマ！　その勅令、この〈刀聖〉カトレアも参加させていただきますの！」

　……………………、

　…………え、噓うそだろ？

「ここでっ、お前が現れるのかよっ!?」

　いつかタクマを狙ねらって襲おそってきた、あの少女である。

　その少女を見て、オーディンがしれっと言う。

「うむ。お主には、カトレアと組んでもらうぞ」

「な、なにいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」




　和服美少女には、ヴラドが真っ先に歩み寄ってゆく。

「おお、カトレアちゃんやん！　めっちゃひっさしぶりやなぁ！　どしたん？　わいと結けつ婚こんする気になってくれたん？　そーかそーか、そりゃ嬉うれしいな！」

「くっ、触さわらないでくださいませヴラド！　わたくしが用があるのはタクマですの！」

「え？　またタクマかいな……ほんま、みんな、タクマばっかり贔ひい屓きしよるんやな……」

　悲しそうなヴラドに、「いや、俺だって望んじゃいねーよ」とタクマは思ったが、

　そんなタクマの気持ちを無視して、カトレアは近づいてくる。

「ふふ、このタイミングまで、扉の向こうで聞き耳をたてていたかいがありましたわ。どうやら『タクマびっくり大作戦』は成功のようですわねっ！」

　いわく、カトレアは、わざわざオーディンと事前に打ち合わせまでして、スタンバイしていたらしい。

　……ばかだ。完全にばかだ。

「はあ？　ちょっと待てよ、なんで俺がこんな奴と……！　こいつは、いきなり俺に襲い掛かってきたような危険人物だぞ!?」

「おほほ、わたくしが呼ばれた理由なんて決まっているじゃないですの。なにせ、わたくしも、アッシュと同じく、元・七星勇グランシヤリオなんですのよっ！」

「え!?　元・七星勇、だと！　マジで!?」

「いかにも！　これまで下した英雄の数は二〇や三〇ではききませんわ！　ですが、あなたが突然七星勇にのしあがったおかげで、逆にわたくしは七星勇から、繰くり下がる、という屈くつ辱じよくを味わわされましたの！」

「っ……ああ！　だから、俺に突つっかかってきたのか……！」

　寮りようを出る前、アッシュが『誰だれもがオレと同じ考えというわけでもない』と言っていたのは、この少女を知っていたからなのだろう。

　タクマとユーナの『二人』が揃そろって七星勇に繰り上がったことにより、元いたうち『二人』が七星勇から除外されたのだ。

　汚けがされた、と彼女が言っていたのは、名前を汚された、という意味。

　その雪せつ辱じよくを果たすために、タクマとの戦いを望んだ。

　なるほど……元・七星勇。そう考えれば、確かにカトレアの強さにも納なつ得とくがいく。

「──でも、俺たちが成り上がったせいだって言うなら、ユーナだってそうだろうが。なんで俺にばっか突っかかるんだよ」

「最後に試合を決めたのはタクマ、あなただと聞いてますわ！」

「そりゃ、そうだけど……でも、いくらなんでも俺にばっか執しゆう着ちやくしすぎだろ。お前のレギオンの、仲間を放ほうっておいていいのかよ」

「わたくしのレギオンには、今、わたくししか英雄がいないので自由の身なんですの！　だから、とても都合がよいのですわ！」

「いや、俺としては、とても都合が悪いんだけど……」

「それになんかあれですわ！　あなた、顔がムカつきますから、放っておけませんの！」

「顔!?　いや、さすがに言いがかりも甚はなはだしいだろ！　傷つくぞ！」

「あなたがどう言おうと、わたくしはもう、心に決めてますの！」

　ふふん、とカトレアは鼻息荒あらく胸を張る。




「わたくしは、あなたに勝って、七星勇に返り咲ざきますわ！」




　──カトレアは、タクマからＢＰを奪うばい返し、もう一度、七星勇になりたい。

　──そのためには、タクマと戦う必要がある。

「ふふ、タクマ。このタッグを組んでいる間に、あなたをその気にさせてみせますわ！」

「……、勅令の目的が変わってんじゃねーか……」

「黙だまらっしゃい！」

「だ、黙らっしゃいって……ええええ？」

「あなたがわたくしの試合を受けないのが悪いんですの。だいたい、あなたみたいな自己中心的な願いしか持たない英雄に、民衆を守る、という七星勇の重責が務まるはずがないのですわ！」

「それは、やってみないとわからねーだろ」

「そうですわね、じゃあ決まりですわ。今回のタッグで、それについても見定めて差し上げますの」

「あっ、お前、なに勝手にまとめようとしてるんだよ!?　俺は、いいなんて一言も──」

　その有う無むを言わさぬ勢いに、今度はタクマが、ユーナに助けを求める番だった。

　タクマは子犬のような視線をユーナに向けるが──

　しかし、そこでカトレアが、余計なひと言を、付け加える。

「タクマは絶対に、他の人には渡わたしませんの……だってわたくしは、あなたに汚されましたものっ！」

「!?　ばっ、おまっ！　今そんな言い方をしたら──!?」

　案の定、カトレアの言葉に、ユーナが、ぴく、と眉まゆを動かした。

「汚された？　タクマくん……それは、どういう意味かしら？　あなた、まさかその女の子と、いかがわしい行こう為いを──」

「違ちがう！　お前が何を想像しているかは知らないけど、絶対に違うから！」

　しかし、カトレアは、さらに追い打ちをかける。

「あ、あなたがユーナですわね？　タクマを奪おうとしてもダメですのよ。わたくしとタクマは、既すでに『深く交わった仲』なのですから」

　当然ながら、交わった、というのは、ついこの前に平原で交戦したことを言っているのだろう。でも、言い方が悪すぎる！

　同時にカトレアは、タクマを離はなすまいと、ぐっ、とタクマの腕うでに胸を押し付けてくる。

「お、おわあっ!?　こら、やめ、そんなに引っ付くなっ……！」

　ユーナの顔が、これでもかというほど引き攣つっている。

「…………へえ？　もうそんな仲なの？　とても楽しそうね……」

「なんかしらんが目が据すわってる!?　怖こわい、怖いよ！」

「ふん、わかったわ。もう、あなたのことなんて知らないわ」

　ふくれ顔になったユーナは、タクマにそっぽを向き、代わりにオーディンに尋たずねる。

「ねえオーディン、タクマくんがそこの女と組むと言うことは、」

　女、の部分をやたらと強調するユーナ。

「──私と組むのは、もしかして、彼ということかしら？」

　ユーナが顎あごで指したのは、タクマとは対照的な、全身真っ白な少年だった。

　オーディンが答える。

「うむ。そうだな、アッシュだ」

　な、なん、だと！

　タクマは動どう揺ようするが、ユーナは納得したように頷うなずく。

「へえ、なるほどね。タクマくんとあの女、私とアッシュ……どちらも七星勇と元・七星勇のタッグというわけね。とても不本意だけれどバランスは取れているわね。了りよう解かいよ」

「ふおお!?　まさかのあっさりＯＫ!?」

　タクマはパートナーの裏切りに泣きそうになるが、

「フン、もとよりそのつもりだ」

「アッシュまでっ!?　こ、こら、そんなにすんなり受け入れてるんじゃねーよ！　俺と組むのはあんなに渋しぶってたくせに！　いじめか!?　俺だけが嫌きらわれてるのか!?」

「よろしく頼たのむぞ、ユーナ」

「ええ、よろしくね。アッシュ」

「無視かーい!?　くそっ、なんでだよ！　ど・う・し・てなんだよ！　俺は何も悪いことしてないのに！　待って待って二人とも！　嫌いやだ！　俺は嫌だからね!?」

　タクマはカトレアに引っ付かれながら、悶もだえまくるが、

　無情にも、オーディンが笑いながら、まとめるように両手をパンと叩たたいた。

「決まりだな」

　……決まっちゃったよ。

　神は死んだ。




　ユーナとアッシュは、お互たがいクールに、頷き合っている。

　タクマは、カトレアに腕を組まれながら、意い気き消しよう沈ちんしている。

　そんなみんなの様子を見守っていたヴラドが、最後に、笑いながら言った。

「あーあ、どうやらわいは余り物になってしもたみたいやなぁ」

　彼は意外にも、残念そうという顔でもなかった。

　まるで、はじめから、そのつもりだったようにすら見える。

　そのヴラドが、オーディンに提案する。

「──ちゅーわけでオーディン。わいは今回、単独で参加したいんやけど、ええかな？」

「む？　単独だと。いや、それは危険……」

　しかし、ヴラドは遮さえぎって言う。

「ちゃうねん。そもそも、わいの場合は能力的に、仲間が周りにおらんほうが戦いやすいんやて。そのへんの事情、お前も知らんわけちゃうやろ？」

「ああ……そうか。それもそうだったな──わかった。ならばヴラドは単独での参加を許可しよう」

「おおきに～」

　ヴラドはそれから、ふいに横目でタクマを見て、呟つぶやく。

「──この、ハーレム野や郎ろうめ。お前にだけは、絶対負けへんで……」

　意気消沈しているタクマは、彼の態度を大して気に留めなかった。やっぱり本当は、ユーナと組みたかったのか。それともカトレアと──そんな風に、考えるだけだった。

　だから、ヴラドが最後に、小さな声でこう呟いたのも、聞こえなかった。

「──今回の一件で、お前より、わいの方が優すぐれとることを見せつけたる……」

　そのときのヴラドは、たぶん、少しだけ、真しん剣けんな表情だった。

　まるで。

　本気で恋こいする男の、それのように──







　第Ⅲ章　『カトレア・カルラ』







　　　　１　タクマとカトレア




　オーディンの命により、それぞれの七星勇グランシヤリオたちは、担当を六つの街や村に振ふり分けられた。ユーナとアッシュの担当は比ひ較かく的てき都市部の大きな街で、タクマとカトレアの担当は、森に囲まれた村だ。

　そこへワープするために、今は全員が、神しん殿でん外に用意された転移ゲートに向かっている。

　神殿内の廊ろう下かを歩きながら、ピリカが涙なみだぐみながら、タクマとユーナに言う。

「お二人とも、くれぐれも気をつけてくださいね！　わたし、離れても応おう援えんしてますから！」

「あれ？　離れてもって、お前は来ないのか？」

　ピリカの性格上、タクマとユーナのどちらかには、ついて来ると思っていたのだ。

　しかし、ピリカは言う。

「あ、はい。わたしは今回、フレイヤさんに呼ばれて、これから始末書を書かなくちゃいけなくて……」

「始末書？　なんでお前がそんなことをやらなきゃいけないんだよ。またフレイヤの嫌がらせか？　だったら、俺が文句を言ってやっても──」

「いえいえっ！　これは、ちゃんとした理由なんです。ほら、よーく思い出してみてください。タクマさんってば、ヴァルハラに来てからこっち、試験会場とかバトルステージとかを、ものの見事に壊こわしちゃったでしょう？　それで……」

「……………………あ、」

　タクマは思い出す。ヴァルハラに来て初めの頃ころの出来事だ。

　タクマは、この世界の建造物を豪ごう快かいに破は壊かいしたのだ。

　横にいたユーナが、哀あわれみの表情で、ピリカの頭を撫なでる。

「そっか、ごめんねピリカ。タクマくんのせいで。お詫わびに、お土産みやげを買って帰るから許してね」

　ちらっとジト目で見てくるユーナに、タクマは両手を振って否定する。

「っ、いや、でも待てよ！　あれは俺だけのせいじゃないっつーか！　試験場はピリカの指示みたいなところあったし、塔とうを壊したのだってユーナとの連係プレイのせいで──」

「は？　なに？　タクマくん、今、なにか言ったかしら？　私の知らないところで他の女と仲良くなっているタクマくんが、偉えらそうに、なにか意見でもあるのかしら？」

「い、いや、だからそれは誤解だって、さっきも──」

「なにか、意見でも、あるのかしら？」

　その凄すさまじすぎるプレッシャーに、タクマはすごすごと引き下がる。

「……いえ、なんでもないっす。すみませんでした……」

　ユーナは依い然ぜんとして、不ふ機き嫌げんそうに頰ほおをふくらましている。

　そんな二人を見て、ピリカが笑う。

　タクマは、なんだか納なつ得とくいかないながらも思う。

（まぁ……みんなと離れるのは不安ではあるが、悪いことばかりじゃないよな）

　アッシュの言葉を、ふと思いだしていたのだ。

　──『自分勝手な願いしか持たない者』

　その願いに、仲間をまきこんでいいのか、という問題。

　死線にまきこんでいいのか、という問題。

　一いつ緒しよにいられないのは心配だが、一方で、仲間であるユーナやピリカをまきこまなくて済む、という考え方もあるのだ。

　納得したタクマに、先を行くカトレアから、声がかけられる。

「ほら、タクマ！　早くしなさいませ！」

　突つき当たりの扉とびらが開き、そこから入る外の日差しに、逆光になる形でカトレアがいる。

　それから、英えい雄ゆうたちは外に出て、各自のスポットへ繫つながる転移ゲートをくぐった。




　ゲート特有の光が晴れたとき、タクマとカトレアが着いたのは辺境の村だった。

　ただでさえ古い建物が、まるで何かの熱で溶とかされたように、損傷していた。

　……使徒による襲しゆう撃げきのせいだろう。

　七星勇がこの村に来ることは、既すでにオーディンから村人たちに伝わっていたらしい。いくらかの村人たちがゲートの前で待ち受けており、二人を見て口々に言う。

「あれは…………タクマ様だ、七星勇の！」

「それに、元・七星勇のカトレア様まで！」

「来てくださったんだ、本当に……！」

「おいみんな、英雄様方がいらっしゃったぞ！　手て筈はずどおり、歓かん迎げいの準備を進めろ！」

「「「タクマ様万ばん歳ざい！　カトレア様万歳！」」」

　ずいぶん、大おお仰ぎようなお出で迎むかえだな、と慣れない事態に、タクマは苦く笑しようしつつ、カトレアへ視線を送る。

「ていうか、お前も意外に、けっこう有名な英雄なんだな」

「七星勇の名は、人々から厚く信しん頼らいされていますもの！」

「お前は、元、だろ」

「ぐっ、一言多いですわよっ!?」




　タクマとカトレアは、この勅令クエストが終わるまでの間、比較的損傷の少ない民宿の、隣となり同どう士しの部屋に泊とまることとなった。

　到とう着ちやくしてから、あっという間に三〇分ほどが経たった。

　夕方、一八時前。窓の外は、ほんのり暗くなりつつある。

　まだ使徒の姿は見ていない。

　というのも、村人に聞いたところ、使徒はずっとこの村にいるわけではないらしい。

　不定期に、不気味な闇やみの瘴しよう気きとともに現れ、しばらく村を破壊すると、また忽こつ然ぜんといなくなるのだという。

　今、タクマは部屋で一人、使徒の出現を待ちながら、ベッドに仰あお向むけに寝ねている。

「これでひとまず拠きよ点てんは確保できたな……あとは、三〇体の使徒を、倒たおすだけだ」

　カトレアとは部屋に入る前に別れたので、どこにいるかは知らない。

　ただ……あいつが何をしようとしているかは、おおよその予想がつく。

　タクマは薄うす目めで周囲を確かく認にんする。神経を集中し、警けい戒かい態勢に入る。

（今度は、どこから来るつもりだ？　カトレア……）

　思っていると、ベッド上の天てん井じよう板いたがパカッと開いた。

　──長刀を構えた和服美少女が、落ちてくる。

「隙すきあり！」

「そこからかっ！」

　タクマは寝返りを打って、刺し突とつを避さけた。

　刀を、枕まくらに突き刺さしたカトレアが、不満そうに言う。

「ちいっ、あと少しでしたのにっ……！」

「おっまえ、タッグの相手を殺す気か!?　さっきから何のつもりだ！」

「戦ってもらえないのなら、戦う気にさせるまでですわ！」

　村に来てから三〇分間、ずっと、この調子だった。

「いや！　だから、目的変わってるっつーの！　ほぼ八つ当たりじゃねーかそれ！」

「嫌いやなら、とっととわたくしと戦うことですわね！」
















　ひどい。これはひどい。

　はっきり言って、チームワークとか信頼とか、そういう関係とは程ほど遠とおい。

「……ていうか、いつのまに屋根裏に潜ひそんだんだよ……油断も隙もねーな」

「ふふふ。わたくしの執しゆう念ねんを舐なめていると、痛い目に遭あいますわよ」

「お前が痛めてるのは枕だよ。やめとけよな、宿の人に迷めい惑わくがかかるから」

「弁べん償しようするから大だい丈じよう夫ぶですの！　ヴェムなら、この勅令で稼かせいでみせますわ！」

「そういう問題でもないと思うけど……」

「ふふ、タクマこそ事態をわかってますの？」

「なにが」

「オーディンは『使徒を一体倒すごとに、倒した英雄には、その強さに応じたヴェムがいくらか入ることになっている』と言っていましたわよね？　つまり逆に言えば──あなたの代わりにわたくしが使徒を倒せば、あなたはヴェムを貰もらえないんですのよ！」

「はっ、そ、そういえば……」

　なんということだ……。

　この勅令は、タッグだのなんだのと言いながら、実は巧こう妙みように仕組まれた罠わなだったのだ。

「普ふ通つうならタッグは、同じレギオンの者同士が組むからこのような問題は起きませんの。けれど、わたくしたちの場合は違ちがう。そして、オーディン側としては、どちらでもよかった。なぜなら英雄が競争し合うことで、より本気になって使徒討とう伐ばつを行うから、ですわ」

「うぐっ、お、お前、そこまで見み越こしているとは……意外と、頭いいのか？」

「ふふ、見直しました？　だったらわたくしと対戦──」

　そう言って、カトレアはまた刀を振りかざす。

「しねえよ！　全然脈みやく絡らくがねーよ！」

　しかし、本当に参った。

　──カトレアはタクマと戦うために、襲おそいかかってくる。

　──さらには、使徒すら横取りしようとしている。

　どうにかして、これらを止めたい──少なくとも、仲たがいをしたせいで、二人ともが使徒を倒し損そこねる、という失態だけは避けねばならない。村に迷惑がかかるし。

　タクマは、考える。

　そして……ふと、思い至る。

（もともと、ＢＰを稼ぐためにも七星勇と戦うつもりだったわけだし、その相手を、カトレアに変へん更こうしてもいいのかもしれない、か？）

　タクマがカトレアと戦いたくなかった理由は、『死線』のせいもあり、ＢＰを大量に奪うばわれる危険性を避けたかったからだ。しかし、それもユーナと一緒に戦うことを前提に考えていたから、という部分が大きい。

　そして今ならば、ユーナはいない。

　もし負けることがあっても、タクマは仲間をまきこまないで済む。

（カトレアの能力について、もっと情報を……弱点を知ることができたなら、それから戦うのはアリかもしれないな……）

　考えた末、タクマは提案する。

「わかったわかった、そこまで言うなら、お前と戦おう」

「ほんとですの!?」

「ああ。ただし、『この勅令が無事に終わったら』だ。それまでは、一時休戦とする。なぜなら俺たちの勝手ないざこざのために、村や、村の人たちを危険に晒さらすわけにはいかないからだ」

「む……？　それは、もっとも……ですわね」

　七星勇グランシヤリオ。その名の重さを、知っている者にほど、この交こう渉しようは効くようだ。

　これで、ひとまずカトレアとの関係は決まった。

　といっても当然ながら、カトレアもタクマと戦うつもりである以上、同じように、タクマの弱点について調査できればという思いがあるだろう。

　だから、これは休戦といっても協力ではない。

　言うなれば、ここから始まるのは──

　などと思っていると、そこでカトレアが、

「とはいえ、使徒が現れていない間は……油断したら、いつでも狙ねらいますわよ？」

　そう煽あおってくるので、タクマは、

「やれるもんなら、やってみろ」

　と、笑って返す。

　ここから始まるのは──タッグという名の、探さぐり合いだ。




　そんな風に言い合っているところへ、ちょうどタイミングよく、部屋の扉が開いた。

　現れたのは、宿の主人だ。

「英雄様がた、歓迎の夕食の用意ができました」

「お、マジですか。ありがとうございます。ちょうど腹が減ってたところなんですよね。こいつが、さっきまで休みなしに襲い掛かってきてたせいで」

　タクマはジト目でカトレアを見る。

　カトレアは頰ほおを膨ふくらませ、長刀を振ふりかざす。

「あなたが、わたくしの挑ちよう戦せんを受けないから悪いのですわ！」

　しかしカトレアの動きには、だんだん慣れてきたので対応可能だ。

「へいへい、んじゃ行くぞ」

　タクマはそれを素す早ばやい身のこなしで避け、彼女の襟えり首くびを摑つかんで、扉まで歩く。

「ちょ!?　ちょっと離はなしなさいですの！　わたくしを子ども扱あつかいしないでくださいませ！」

「だったら暴れるな。ご主人に迷惑がかかるだろうが」

　宿の主人は微び妙みような苦く笑しようを浮うかべている。

　変な二人ではあるが、せっかく来てくれた英雄だし、と気き遣づかってくれているようだ。

　だからなのか、その主人が言う。

「えっと、その……お二人は、仲がたいへんよろしいようですね？」

「「はあ!?　どこが！」ですの！」

　二人は声を合わせて、全否定した。




　食堂は、宴えん会かい用の和室だった。二、三〇人ほどは軽く入れそうな大部屋。

　その中央の膳ぜんに豪ごう勢せいな料理が並んでいる。

　先客はいなかった。

　タクマとカトレアは向かい合って、ぽつんと座っている。

　そこへ、主人が料理についてひととおり解説してくれる。この魚は淡たん水すい魚ぎよでカロテンがうんぬん、この山やま芋いもは近場の森でかんぬん。

「うちの村では、これくらいしかご用意できませんが。七星勇様の口に合うかどうか……」

　と申し訳なさそうにする主人に、タクマは、ぶんぶんと首を振る。

「いや、とても美お味いしそうじゃないですか。ありがとうございます」

　ヴァルハラには六〇〇〇万種類ほどの文化が集つどっているので、口に合いそうな料理が出てきただけでも幸運だし、嬉うれしいのだ。なにせタクマがヴァルハラで料理を率そつ先せんしてやっている理由の一つは、自分で作らないと、まともな料理が食べられないからだった。

　タクマは部屋を見み渡わたし、主人に訊きく。

「ところで、他の方はいないんですか？　歓かん迎げいって言ってましたけど……」

「ああ、いえ。歓迎とはいえ我々下げ賤せんな民たみが、七星勇や元・七星勇様と卓を囲むなど恐おそれ多いですので、このように料理をもって歓迎に代えさせていただければと思いまして」

　七星勇。

　やはり、ずいぶんと格式高く、一目置かれる存在のようだ。

「──それに、他の宿しゆく泊はく客の方も、前までは少ないなりにおりましたが、今は、使徒の噂うわさが広まってしまって途と絶だえちゃいまして……ですので、今回は存分に、この宴会場でおくつろぎいただけたらと思います。七星勇様方には、我々のためにお越こしいただいて、とても感謝しております。ありがとうございます」

　主人が頭を下げた。タクマは頷うなずく。

「なるほど。お客さんは元からいないんですね。やっぱり、事態は深刻ですね」

「ええ、まぁ。特にこの宿としては、この時期にお客様がいらっしゃらないのは、困りものではありますね……」

「この時期、っていうと？」

「毎年恒こう例れいのお祭りがあるんですよ。『花祭り』といいましてね、ここは森に囲まれた村ですので、新年度の収しゆう穫かくを祈き願がんして、盛せい大だいに催もよおすのです。こんな非常事態に祭りなど、と思われるかもしれませんが、非常事態だからこそ、祭りで村の活気を取り戻もどそうと思っておりまして」

「ああ、じゃあその準備もあるだろうし、他の村の人たちには、なおさらそっちに集中してもらった方がいいですね。──ちなみに、そのお祭りってのは、いつから？」

「開かい催さいは、七日後の正午から、三日間です」

「……七日後、か」

　それまでには、少なくともこの村に現れる使徒を、全ぜん滅めつさせないと、と思う。

（なおさら、この村を守る理由ができたな）

　タクマは気を引き締しめた。

　主人が、緊きん張ちようをほぐそうと微笑ほほえみかける。

「初日のオープニングには、開催を記念した大きな催し物もありますので、ぜひ七星勇様方もご覧になって行ってください」

　すると、それにカトレアが、強く強く拳こぶしを握にぎる。

「もちろんですの！　わたくしたちが来たからには絶対に、祭りが無事に開催できるよう、この村を守りますわ！　ね、タクマ？」

「ん。そうだな。全力を尽つくします。安心してください」

「はい、ありがとうございます！」

　主人は感激に涙なみだぐみ、また深く頭を下げた。

　そこでタクマは、ふと違い和わ感かんを覚える。

（…………ずいぶん、だな）

　カトレアの、やる気が、だ。

　七星勇──その名にかかる重責については、確かにアッシュから聞いていた。

　オーディンも、タクマを怒おこらせてまで、七星勇としての実力を試ためしたほどだ。

　しかし、それにしてもカトレアは、他の七星勇よりも遥はるかに、その責任感を強く持っている風に見える……

　思っていると、カトレアが心を読んだように、こちらを見る。

「わたくしは、タクマのような、自分勝手な願いしか持たない英えい雄ゆうとは、違うんですのよ！　この村を、絶対に守りますわ！」

「お前も、アッシュと同じことを言うんだな」

　タクマは苦笑し、肩かたをすくめた。

　そこへカトレアが正面から、箸はしを伸のばしてくる。

「ほらまた、隙すきありですのっ！」

「ん？　ああっ!?　お前それ──俺の大根っ!?」

「ふふ。言ったはずですわよ？　油断したら、いつでも狙うって」

「飯、の、話、じゃ、ね、え、だ、ろ！」

　タクマはムカっとし、カトレアの両ほっぺたを右手で摑んだ。

　カトレアはタコのような表情になって顔を赤くする。

「む、むぐぅっ!?　なんですにょ、そんにゃにムキににゃらなくてみょっ……!?」

「俺は飯の大切さを知ってるんだよ、大おお食ぐらいだからな！　いいか、もう一回やってみろ、お前を大根みたいにスリオロすぞ？」

「うっ……んぐぐ……仕方ありみゃせんわね。村のためにも、仲たがいはよくありみゃしぇんし……覚えておきみゃすわ」

　カトレアがしぶしぶ頷いたので、タクマは彼女のほっぺから手を離はなした。

　主人は、そんな二人にどう突つっ込こめばいいのか困こん惑わくしたように、曖あい昧まいに微笑んで言う。

「あ、あの……では、あとはお二人でごゆっくり。お食事がすみましたら、そのまま置いて部屋にお戻りください。後片付けは、こちらでやっておきますので」

　その微妙な表情に、二人は少し恥はずかしくなって、肩をすぼめて頭を下げた。




　主人が部屋から出ていき、大部屋で、二人きりの食事。

　魚と山菜を中心にした料理は、どれも美味しかった。

　タクマは刺さし身みを箸で摘つまみ上げながら、あれ？　そういや、と気づく。

「カトレア。お前、ちゃんと箸を使えるんだな？」

　英雄には、ヴァルハラに来る前にいた、故郷となる世界がある。

　タクマなら『まきこまれ世界』。ユーナなら『祓魔法エクソシズム世界』というように。

　それぞれ文化が大きく違ちがうので、ユーナは初め、箸を上う手まく使えなかったのだが──

「へ？　そんなの、もちろんですわよ。わたくしは、お父様とお母様から、ちゃんとした教育を受けてますもの」

「そういう意味で訊いたんじゃないけど──ていうか、お父様？　お母様？　お前って、どこの『世界』出身なんだ？」

　訊くと、カトレアはご飯を飲み下してから、自じ慢まんげに言った。

「ふふん、わたくしは『あやかし世界』。由ゆい緒しよ正ただしき武家の出身ですのよ？」

　あやかし世界。

　武家。

「ああ。そうか、だからか！」

　きっと、箸や刀のある、日本風の世界なのだろう。ちょっと親近感がわいた。

「わたくしの活かつ刃じん流は、カルラ家に一子相伝で伝わる、誇ほこり高い剣けん術じゆつですわ」

「じゃあ、俺へのリベンジにこだわる理由も、その誇りが関係しているわけか？　『この恨うらみ晴らさでおくべきか』みたいな」

「……それ、なんだか怨おん霊りようみたいな言い方で、微妙じゃありません？」

「そうか？」

「「…………」」

　ま、まぁいいですわ、とカトレアは気を取り直し、言う。

「まさにというか、『あやかし世界』の『あやかし』というのは、怨霊みたいなものですの。人類の、見えざる敵。その、人類の敵と、わたくしの家系は戦っていたのですわ」

　あやかしと戦う一族、という構図は、パッと聞いた感じ、勇者の一族であったアッシュと似ているかもしれない。アッシュは生まれながらに勇者の宿命を背負い、『人類の敵である魔ま物もの、邪じや物ぶつ、化物を皆みな殺ごろしにする』という願いのために、ヴァルハラに来ている。

　ただ。

　それでも。

（カトレアからは、あいつとは違う匂においを感じるんだけどな）とも思った。

　上手く言えないが、不思議とカトレアには、そういう暴力的な雰ふん囲い気きがないのだ。

「じゃあ、お前の願いは、その『あやかし』を殲せん滅めつすることなのか？」

「殲滅、ですの？」

　タクマの言葉に、カトレアは、思ってもいなかった、という顔をした。

「──うーん、それは少し違いますわね。『あやかし』の一件は、既すでに解決していますもの。わたくしがヴァルハラに呼ばれたのは、それを成し遂とげたからですし」

「あ、そうか」英雄というのは、旧世界を何かしらの形で救った者の総そう称しようだ。

「それに、わたくしの願いも、そういう物ぶつ騒そうな感じではありませんので。少し特とく殊しゆですのよね。ひょっとすると、この願いは、叶かなえるのが難しいとも思ってますわ」

「難しい？」

「ええ」

　…………それは、不思議な表現だった。

　──なんでも一つ、願いが叶う。

　──そう言われているのに、叶えるのが難しい願いなんて、あるのだろうか？

　タクマが訝いぶかしんでいると、カトレアがハッとして言う。

「あ！　でも、これ以上は、あなたに話す義理はありませんわね！　わたくしとしたことが、敵となる男に、話しすぎましたわ！」

　カトレアが、べーっと舌を出した。

　それを見て、タクマは苦く笑しようする。

（まったく、これじゃあ弱点を聞き出すのなんて、一苦労だな──）

　二人の探さぐり合いは、長い戦いになりそうである。

　なので、ひとまずタクマは、体力補給のために、料理に箸を伸ばす。

「うん、確かに長く話しすぎたな。早く食べないと料理が不ま味ずくなっちまうな」

「ええ、そのとおり──って、はわあ!?　ちょっとタクマ、それ、わたくしの里さと芋いも!?」

「さっきのお返しだ」

「ひ、ひどいですわ!?　わたくしっ、お芋が大好きですのにーっっ！」




　そうして二人が、ちょうど夕食を食べ終えて一息ついていたころ。

　和室の襖ふすまが、バーン！と勢いよく開かれた。やってきたのは、またもや宿の主人だ。

　主人の顔が、さっきまでと違って青ざめているので、タクマは驚おどろく。

「……？　なにかあったんですか？」

「英雄様がた……来ました、ついに──使徒が、現れました！　撃げき退たいをお願いします！」

「「っ──！」」

　窓の外に目を向ければ、いつの間にか、日にち没ぼつ間近だった。

　タクマとカトレアは、顔を見合わせる。

「……じゃあ、料理の奪うばい合いは一時休戦だな。行くか」

「ええ、この村は、わたくしが守ってみせますの！」

　言うが早いか、カトレアはお手て拭ふきで口元を拭ぬぐって、席を立った。

　宿の主人に連れられて、部屋から出ていく。

　彼女の手に握られた長刀を見つめながら、タクマも立ち上がる。

　村の人には悪いけど、ちょうどいい機会だ。

「前は、少ししか実力を見られなかったからな……元・七星勇グランシヤリオのお手並み拝見といこうか」




　　　　２　はじめての使徒




　宿の外に飛び出したタクマたちは、敵の姿を確かく認にんした。

　そいつは村で一番大きな建物である教会の、てっぺんに乗っかっていた。

　頭上、約三〇メートル。

　そこに四足歩行の、獣けものが鎮ちん座ざしていた。

　その見たこともない姿に、カトレアが首を傾かしげる。

「あれは、獅し子し？　いえ、山や羊ぎですの？」

「…………いや」

　しかし、タクマはその生物を知っていた。

　現代世界出身のタクマは、フィクションで見て、知っていた。

「──あれは、キマイラだ……」

　ギリシア神話を出典とする、ライオンの頭と山羊の身体からだ、蛇へびの尻尾しつぽを持つモンスター。

　ヴァルハラにはモンスターの類たぐいはいないと言われていたが、外からやってくる生物ともなると、事情が違うらしい。

　タクマの説明を聞いたカトレアが、言う。

「へえ。わたくしの世界でいうところの、鵺ぬえみたいなもの、ですの？」

「ああ、まぁ近いな」

　もしタクマの知っている通りのキマイラであれば、気を付けるべきは、獣の身体能力と、口から吐はかれる炎ほのお、そして尻尾が持つ、毒だ。

　その忠告に、カトレアが胸を張る。

「ふっ、心配ないですわ。その程度であれば、わたくし一人で充じゆう分ぶんですの！」

「お前、当然のように、俺と協力する気はないんだな」

　ウィンッと、空中にデジタルウィンドウが現れる。



【特殊戦No.1,160】

　参加選手：〈死線の化物〉タクマ＆〈刀聖〉カトレア

　開始日時：大おお熊ぐまの月、三一日、一九時三五分

　会場：テプテプ村

　試合形式：〈basic〉

　勝利条件：使徒の肉体的または精神的戦せん闘とう不能



　なるほど。使徒との戦いでも、英えい雄ゆう大戦と似たような表示が出るらしい。

【ready...?】

【DUEL!!】

　の表示に、合わせたわけでもないだろうが──

「グォオオオオオオオ!!」

「「!!」」

　キマイラが、やる気満々に咆ほう哮こうした。

　途と端たん、その口こう腔こうがオレンジ色に光り、業ごう火かの球が吐き出される。

　小型の太陽とも言うべき、超ちよう高熱の塊かたまりが、空中を走った。それは大気中の塵ちりを焼き、ジュワオオオと暴力的な音を立てながらタクマたちに向かって飛来する。

「この村の建物が溶とけていたのは、これのせいか……！」

　もしこれをタクマが受けたら、重傷とは言わないまでも、ある程度のダメージは免まぬかれないだろう。タクマが身構えると、しかし、それにカトレアが──




「ふん、なんということはないですわ。活かつ刃じん流、四〇の太た刀ち〈霜しも柱ばしら〉！」




　──動いた。

　いや、動いたと言うには、あまりに静かだ。

　彼女は、ただ、長刀の切っ先を下にして、縦一文字に構え、それから刃やいばに火球が接せつ触しよくするタイミングに合わせ、斬きり上げただけだ。

　しかしそれにより、火球はジュワウッ！と音を立てて蒸発霧む散さんする。

「──炎の熱量と剣けん圧あつのエネルギーを利用し、大気中の水分を濃のう縮しゆくして火球にぶつけ、相そう殺さいしましたわ！」

「何言ってるかわからねえ!?　頭よさそうすぎて逆に馬ば鹿かっぽい！」

「だ、黙だまらっしゃい！」

「グル！　ガルルルアアアアアッ!!」

　怒おこったキマイラが、火球をさらに吐く。数は三つ。

　しかし、その攻こう撃げきにもカトレアは微笑ほほえみすら浮うかべて、刀を縦一文字に構える。

　あっという間に、火球はもう目の前だ。それでもカトレアは動かない。

　引きつける。引きつける。引きつける……だめだ、喰くらった！　と思った瞬しゆん間かんにやっとカトレアが動く。今度は円を描えがくように、刀身を回す。

「何度やっても無む駄だですの。活刃流、四三の太刀〈初はつ雪ゆき〉！」

　刀が描いた円周より内側の範はん囲いに、三つの火球はすっぽり収まっている。それらが不思議な力で、ギュン！と円の中心に引き寄せられたかと思うと、まとめて蒸発する。

　ばかりか、今度はそれとは逆に、円の中心から外へ向けて六方向に、白い槍やりのようなものが飛び出る。

　氷。

　雪の結けつ晶しように似た形の、氷の槍だ。

　六つの氷ひよう槍そうが、それぞれキマイラに狙ねらいを定さだめて飛ぶ。速い。ボウガンのようだ。

　キマイラは反応。前まえ脚あしで三つを払はらい落とした。

　が、残り三つは身体に突つき刺ささる。うち一つは、右の眼球を抉えぐる。

「ッ……ガルァアアアア!?」

「馬鹿な獣ですわ。わたくしの剣は、敵が強いほど、威い力りよくを上げるというのに」

　ここまで、カトレアは依い然ぜんとして、一歩も、動いていない。

　──やはり、強い。

　タクマは正直、圧あつ倒とうされていた。

（俺は、本当にこいつと戦うことになって、勝てるのか……？）

「言いましたでしょう？　わたくし一人で、充分だと」

　自じ慢まんげなカトレアを、キマイラが恨うらめしげに、片方だけの目で見る。

「ghgur……drubinloel!」

　そして、なにかを、唱えた。

「ん？　唱えた、だと？　魔ま法ほうも──使えるのか!?」

「え！　ちょっとタクマ、情報と違ちがいますわよ!?」さすがのカトレアも焦あせった。

「っ、し、知らねーよ！　それだけ強力な種ってことだろ！」

「!!　タクマ、上ですわ！」

　カトレアの声で、タクマは空を見上げる。

　暗雲が発生している。夜空に浮かんでいたヴァルハラ特有の二つの月が、姿を隠かくす。ゴルルルゥ、と低い音がする。キマイラの唸うなり声かと思ったが、違う──

　雷らい鳴めいだ。

「……おいおい、まさか、あいつが狙っているのは──！」

「ちぃっ、さすがにあれは規模が大きすぎますわね……ここは一いつ旦たん、回かい避ひですわ！」

　カトレアが言うが、

「いや、必要ない！」タクマは否定した。

「ど、どうしてですの!?」

「あれはお前を狙わない──それより俺から離はなれることだけ考えろ」

「っ……は？　なにを……なぜそんなことが言い切れ──」

「いいから！　行け！」

　タクマがカトレアの背中を突き飛ばしたと同時、カッ！と視界が光る。

　落雷。

　その数──一三！

　一三本の落雷は、はじめ、カトレアを狙った。一直線に少女を貫つらぬこうとして、

　──しかし、途と中ちゆうでクンッと、まるであらゆる法則を無視したかのように、曲がる。

　タクマの方に引き寄せられる。

　その異常な現象に、タクマから距きよ離りを取っていたカトレアは、眉まゆを顰ひそめる。

「!?　これは……一体!?」

　しかし、タクマにはこの原因が、わかっていた。慣れているから。

　自じ嘲ちようするように笑う。

「ったく、俺の体質は、マジで救いようがないな」

「体質？」カトレアが、こちらを向く。

「ああ。お前も俺について調べたなら名前くらい知ってるだろ。『死線』──世界の災難を、無理やりに引き寄せる能力だよ」

「っ、これが、あの……！」

　タクマは迫せまる落雷に対し、右手をポケットにつっこんだ。

　この雷らい撃げきをまともに喰らえば、さすがのタクマと言えど、しばらくは動けなくなるだろう。だから、仕方ない。

　今度はタクマが、カトレアに対し、技わざを見せる番だった。

　タクマはポケットから、右手を抜ぬく。取り出したそれを、掲かかげる。




「創生ジエネクト、〈ぼくのへそくりコドモバンク・コイン〉！」




　叫さけびとともに使用したのは、あらかじめ持ってきておいた紙し片へん、

〈神の創生ジエネシスカード〉だ。

　別名、使いきりの奇き跡せき。使えば、カードが持つ特とく殊しゆ効果を一瞬だけ得られる。

　何百もの武器を作り出したり、周囲の金属をすべて金に変えたり……そのレパートリーは多た彩さいで、英雄個々が持つ能力スキルと並び、ヴァルハラで戦うためのキーとなるアイテムだ。

　カードは市街のショップで購こう入にゆうでき、高額なカードほど強い。

　とはいえ、そんな高額の〈神の創生カード〉を極ごく貧ひん生活中のタクマが手に入れられるはずはなく……

　なのでタクマが使用したのは、普ふ通つうなら戦闘に役立たない、ショボい効果のカードだ。

　効果は、『パッと見で偽にせ物ものとわかる偽ぎ造ぞう硬こう貨かを発生させる』というだけのもの。

　ただ、これも、タクマが使うと事情が変わる。『死線』の体質は、〈神の創生カード〉の効果も、まともに受けられないからだ。本来ならば味方してくれるはずの特殊効果が歪ゆがめられ、タクマへの災難となって襲おそい掛かかってくるのだ。

　だから、カードの効果発揮エフェクトが終わると、タクマの右手にあったのは、

　車ほども巨きよ大だいな──ドーナツ状の岩石だった。

　それを怪かい力りきで支えながら、苦く笑しようする。

「なるほど、石器時代の金ってことかよぉお……！」

　タクマの苦笑に、カトレアが言ってくる。

「っ、なぜわざわざ自分に不利な状じよう況きようにしているんですの!?　ちゃんと真ま面じ目めに──」

「これでも大真面目だっつーの。ま、いいから黙だまって見とけ」

　そのとおり。効果が歪められるということは、つまり、上う手まくいけば、本来の効果以上に強力な結果を得られる可能性がある、ということだ。

　今回は、ほぼタクマの予想通りの結果だった。

　タクマは、岩石を盾たてのように構える。

　それが雷撃を弾はじく。

　そのままタクマは岩石を担かついで、跳とぶ。

「うおおお！」

　ものすごい脚きやく力りよくで、約三〇メートルはある教会の頂上まで一気に到とう達たつし、とてつもない腕わん力りよくで、岩石をキマイラの身体からだに叩たたきつける。

「おすわりぃいいいいいいいいいいいいい！」

「ガルウァアアアアアアアアアアアアアア!?」

　直撃。

　衝しよう撃げき。

　──凶きよう運うんを逆手に取った、いや、『力押しで利用した』作戦だった。

「運命ルールに負けるのは、気にくわねーからな」

　タクマがキマイラを見下ろして言うと、そいつは苦しげに唸る。

「グ、ゥゥゥ……！」

「お、まだ息があるのか？　やっぱり相当強いな、こいつ」

「最後は、わたくしが決めますわ！」

　そこにカトレアが、壁かべ走ばしりで、タクマがいる教会の屋根まで登ってきていた。

「──活刃流、三九の太刀〈火ひ打うち石いし〉！」

　それは、斬ざん撃げきによる空気摩ま擦さつで爆ばく発はつを起こす、という、わりと強力な剣けん術じゆつだったが、

　ちゅどーん！

　……と、爆発はキマイラでなく、タクマを襲った。

「ぶっはう!?」

「あ、あれ……？」カトレアは目を丸くする。

　タクマは髪かみをアフロパーマにしながら、叫ぶ。

「お、おぃいいカトレア！　どういうつもりだ！　使徒の相手をしている間は一時休戦だって言ったろうが！　真面目に村を守る気がないのか!?」

「い、いえ、ありまくりですわよ！　でも今のは……タクマの『死線』のせいで、わたくしの技があなたに引き寄せられたのですわ！　あなたこそ邪じや魔ましないでくださいませ！」

「なあ!?　んなこと、俺に言われてもどうしようもねーし！」

　そんな、いがみ合う二人の様子に、瀕ひん死しのキマイラは、

「…………ガ、ガゥ？」

　と、動どう揺ようを見せていた。

　目をぱちくりさせ、そして、どうやらこの隙すきが好機だということに気づいたのか、

「ガウ！　ガルルゥウウア!!」

　最後の力を振ふり絞しぼって、長い毒どく蛇へびの尻尾しつぽで、二人を襲おうとした。

　しかし、その動きを察したタクマとカトレアは、素す早ばやく振り向くと──

「「うっさい！」ですの！」

　声を合わせて、二人同時に、キマイラの顔面へ蹴けりをお見み舞まいする。

「キュゥウンッッ!?」

　…………最後は、凶きよう暴ぼうな獣けものに似つかわしくない可愛かわいらしい悲鳴だった。

　毒蛇も、しゅん、と力なく垂れて力ちから尽つきる。

　キマイラは、シュウシュウと音を上げ、黒い霧きりとなって消えてゆく。

　どこからともなく現れた使徒は、どことも知れない場所へ帰ってゆく……

【Game! Winner〈死線の化物〉タクマ＆〈刀聖〉カトレア】

【タクマとカトレアの実績が記録されました】

【獲かく得とく予定報ほう酬しゆう──タクマ　一五〇〇〇〇ヴェム

　　　　　　　　　カトレア一五〇〇〇〇ヴェム】




　戦せん闘とう終しゆう了りようを告げる、デジタルウィンドウの表示に、カトレアが悲鳴を上げる。

「く、トドメを刺さしたのは、完全に同時だったってことか……」

「あー！　最後は、わたくしが決めてやろうと思いましたのにーっ！　もう、タクマのばかっ！　ばかっ！」

　ぽかぽかと殴なぐってくるカトレア。それを無視しながら、タクマは思う。

　チームワークは皆かい無むなのに、変なところだけ息が合ってしまったようだ……。




　二人は、教会の屋根から下りた。

　使徒が倒たおされたのを知ると、それまで屋内に隠れていた村人たちが、タクマたちのもとへと集まってきた。

「さ、さすが七星勇グランシヤリオ様だ！　あの使徒を、まさかこうも簡単に倒してしまうとは！」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

「「「七星勇様万ばん歳ざい！　七星勇様万歳！」」」

　その賞賛に、カトレアが自じ慢まんげに答える。

「ふふんっ、わたくしにかかれば、どうということはない敵でしたわ！」

「お前は七星勇じゃねーだろ」

「黙らっしゃい！」

　村人の一人が、心配そうに言う。

「ただ、使徒はまだ他ほかにもいます。これからしばらくの間、引き続き、よろしくお願いします！」

「わかってますわ、任せなさいませ！　この村は、わたくしが守りますわ！」

　やはり責任感いっぱいに、カトレアは答えた。




　村人たちが散ってから、宿に戻もどる道すがら。

　タクマは、さっきのデジタル画面を見つめながら、考える。

　──実績が記録されました。

　──獲得予定報酬。

　つまり、三〇体の使徒を倒しきるまで、正式には貰もらえない、ということだろう。

　使徒が、どのスポットにいつ出現するかは、完全に使徒側の気分次し第だいという感じなので、かなり長い持久戦になることも、覚かく悟ごする必要があるかもしれない。

（もちろん、使徒は戦えない相手じゃないし、みんなの生活費のためだから、仕方ないんだけどな……）

　今一つ、心理的に疲つかれそうだな、と思っていると──

　ふと、タクマは、デジタル画面の端はしに、スクロールバーが付いていることに気づいた。まだ下に、続きがあるらしいのだ。

　指先で、画面をスワイプしてみる。

「ん？」

【獲得予定報酬──タクマ　一五〇〇〇〇ヴェム

　　　　　　　　　カトレア一五〇〇〇〇ヴェム




　　　　　　　　　タクマ　　　　　一五〇ＢＰ

　　　　　　　　　カトレア　　　　一五〇ＢＰ】

　…………、

　……………………、

　…………………………………………、

「ぬぅああああああああああああああにいいいいいいいいい!?」

　奇き声せいを上げた。

　ＢＰが貰える!?　噓うそだろ！　噓だよな？　噓じゃない、のかっっっ!?

　少し先を歩くカトレアが、タクマを振り返って言う。

「ちょっとタクマ、うるさいですわよ。もう夜なんですから静かに──」

「それどころじゃねーよ！　カトレア、これを見てくれ！」

　カトレアに画面を見せると、彼女も目を瞠みはった。

「っ、これは……なぜＢＰが？　相手は英えい雄ゆうでもないのに──」

「わからん！　とにかく、あいつに訊きいてみよう！」

　さっそく、デジタルウィンドウを操作。〈全知の眼ハイム・システム〉によるオンライン通信機能【音声通話モード】を起動。緊きん急きゆう連れん絡らく用としてあらかじめ登録しておいた番号に、かける。

　主神オーディンは、すぐに通信を取った。

　タクマが早口で、もろもろの説明を終えると、オーディンが言う。

『ほむ、なるほど。よくわからんな』

「わかれよ！　お前が出した勅令クエストだろうが！」

『いや、これまでの使徒への対応は、戦乙女ヴアルキユーレがやっておったからな。戦乙女はＢＰを所有していないので、当然ながらそんな結果を見たことはない』

「ぐぬ……」

『が、そのＢＰ量から考えると、ひょっとするとタクマよ──お主、強力な使徒をたくさん倒せば、この勅令を終わった頃ころには、一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達するのではないか？』

「おっ、そう！　そうだよな！」

　今回の勅令では、生活費を稼かせげたらひとまず御おんの字じ、くらいに思っていたけれど。

　嬉うれしい誤算で、希望が見えてきたぞ！

『楽しみだな。せいぜい頑がん張ばれよ』

「おう！」

　タクマが威い勢せいよく答えると、カトレアが慌あわてて話に入ってくる。

「あ、あ、タクマ！　わたくしだって、負けませんわよっ？」




　　　　３　カトレアが戦う目的




　部屋に戻るなり、カトレアがため息をつく。

「ふーっ、ともあれ疲れましたわ！　あなたの変な体質のせいで酷ひどい目に遭あいましたわね！」

「お前が、トドメを横取りしようとするからだろ」

「わたくしは、わたくしなりの戦い方をしただけですわっ！」

「はいはいそうですか。ていうか、それよりお前、なんで当たり前のようについてきてるの？　自分の部屋に帰れよ」

　ここはタクマの部屋だった。

「あなたの弱点を見つけるためですわ」

「…………」

　タクマは、呆あきれて肩かたを落とす。

　カトレアが言う。

「にしても、あなたの体質、『死線』でしたっけ？　思った以上に戦いづらそうですわね」

「ん、ああ……そう思うだろ？　俺自身、困ってるんだよ。なんでこんな目に……」

「身のこなしも独特というか、決まった流派とかなさそうですし、変ですわよ、あなた」

　カトレアは、とすん、とベッドに座りこんだ。

　いや、だから、なんで俺の部屋でくつろいでるんだっての。

　思いつつ、言う。

「俺はそういう、戦いに満ち溢あふれた世界の出身じゃないからな」

「『まきこまれ世界』でしたっけ」その情報は、既すでに知っているようだ。

「そう。だから災難を『まきこむ』んだ。わりとシリアスな問題だよ。戦うときは逆に利用することもあるけど、それ以上に弱みだから」

「あっ。でしたら、これでわたくしは、あなたの弱点を一つ知れたということになりますわよね？」

「む？　ああ、まぁ……そうなるな」

　つい、ぽろっと弱点だと認めてしまった。

　それにカトレアは、嬉しそうに、ベッドから放ほうり出した足を、ぱたぱたとさせている。

「ふふっ。やりましたわ♪　これであなたに勝って、七星勇に返り咲ざく可能性が、増しましたの！」

　…………。

　タクマはなんとなく、その言葉に疑問を覚える。

　カトレアが、『七星勇に返り咲く』と言ったからだ。

　そういえばカトレアは、神しん殿でんでも同じことを言っていた。

　──普ふ通つうは、『願いを叶かなえる』じゃないだろうか？

　単なる言い方の誤差かもしれないが、しかし、やはりカトレアは、七星勇という名を、普通より随ずい分ぶんと大事にしているように感じたのだ。

　では、カトレアの願いとは七星勇になることか？

　いや、違ちがう。

　カトレアは『自分の願いは特とく殊しゆだから叶えるのは難しい』とも言っていた。

　七星勇になることは決して特殊ではないし、一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達することに比べれば、遥かに簡単だ。

　考えるほど、ますますわからなくなる。

（……こいつは一体、何のためにヴァルハラに来てるんだ？）

　眉まゆをひそめるタクマに、カトレアが上じよう機き嫌げんで続ける。

「それに、ひとまず村も、守れましたしねっ♪」

「ん？」

「今日一日、色々あって疲れましたけれど、これでまた明日あしたからも頑張れますわ。でしょう、タクマ？」

「…………………………」

　無む邪じや気きな笑え顔がおだった。まったく裏のない。

　カトレアはすっかり、タクマを『自分勝手な願いしか持たない英雄』と言ったことなど、忘れているようだ……それだけ、村を守れたことが、心から嬉しいのだろう。

　だから、その表情に、タクマは肩の力が抜ぬけてしまう。

　村を守れた。

　確かにそれは、それだけで充じゆう分ぶんに素す晴ばらしいことだ。

　カトレアについての小難しい考えが、頭からすっとなくなって──代わりに、今さらではあるが、確かな達成感が胸の奥に湧わいてくる。

　タクマは、呆れるように笑って、答える。

「ああ、そうだな。明日からも頑張ろう」

　なんだか、カトレアには、タクマにない『英雄らしさ』があるように思った。




　　　　４　ユーナの戦い




　一方、タクマたちがいる村からは、少し離はなれた、街の一角。

　ユーナは使徒と戦いながら、タクマのことを考えている。

　──ここに、タクマくんがいたら。

　──パートナーが、タクマくんだったら。

　こんなに苦戦は、しないはずなのに……。

　しかしそれは、考えても仕方のないことだった。

　今、ユーナとタッグを組んでいるのは、アッシュなのだから。

　タクマの宿敵である、アッシュなのだから。

「どうした、息が上がっているぞ。もう限界か？」と、隣となりに立つアッシュが言ってくる。

「はあ、はあ……まだ……いけるわよ」

　ユーナはそう返したが、正直、ちょっとキツかった。

　彼の移動・攻こう撃げき速度は、光と同じなのだ。そんなものに付いていける人間は、いくら英雄と言えど多くない。

　むしろ客観的に見れば、ユーナは、よくやっているほうだった。

　レギオンの仲間──ピリカ、ニト、ギンジョー、そしてタクマと一いつ緒しよに暮らす生活費を稼ぐために、組みたくもないアッシュと組んで、それでもなんとか息を合わせて使徒を倒たおそうと、奮ふん闘とうしていたのだから。

　しかし、アッシュはそんなことを知らない。

　いや、知っているかもしれないが、ユーナに合わせて自分の戦い方を変える気がないのだろう。彼は、それほど甘くない。

「フン、タクマならば、これくらいの速度には付いてくるぞ」

「っ…………」

　おまけにアッシュは、タクマを引き合いに出してくるから、性た質ちが悪い。

（そんな風に言われたら、頑張るしかないじゃない……タクマくんも、こことは違う遠くで、頑張っているんだから！）

　もちろんユーナは、タクマとカトレアが仲良さそうにしていたことについて、よく思っていない。が、だからといって、タクマを嫌きらいになったわけでもなかった。

　原因は、自分にあると思っていたからだ。

　カトレアの実力よりも、自分が劣おとっているから、タクマがユーナをパートナーとして『頼たよりない』と感じたのではないか、と不安に思っていたのだ。

　だから、ユーナは頑張らなければならない。

　もっともっと、頑張らなければならない。

　結果を出して、タクマに認めてもらうためにも。

　目前で、使徒が動く。

「！　くるぞ！　迎げい撃げきだ！」

　ユーナは頷うなずくと、構えた二丁の拳けん銃じゆうに思いを込こめて、引き金を引く。

「くっ、届けええええええ！」




　　　　５　タクマとユーナ




　カトレアが「もう眠ねむいですわ……むにゃむにゃ」と言って部屋に戻もどってからしばらく。

　時刻は、午前〇時にさしかかろうとしていた。

　タクマの部屋の、ベッド脇わきの窓から見える空は、キマイラが呼んだ暗雲もとうに晴れ、ヴァルハラ特有の、二つの月を浮うかべている。

　それを眺ながめながら、タクマは物思いにふける。

　なんとなく思い出したのは、ユーナのことだった。

（ユーナのやつ、アッシュなんかと組んで、本当に上う手まくやっていけてるのか……？）

　そう思うと、不安だった。タクマはユーナに【音声通話モード】で通信を送ってみる。

　ユーナは、ワンコールで出た。

「は、はい！　もしもしタクマくん!?」

「うお、早っ!?」

「え？　あっ、い、いえ……」

　ユーナは、跳はねるような声をわざと抑おさえて、取り繕つくろうように言う。

「そ、その……たまたま、ウィンドウを開いていたのよ。ほんと、たまたまね」

「あ、なんだ、そうだったのか」

　普段、ユーナがウィンドウを開けているところなどあまり見ないのだが。

　タクマは、まぁ俺には珍めずらしく運が良かったのだろう、とあまり気にしない。

「夜よる遅おそくに悪いな。今、通話、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ。宿の、私の部屋だから」

　どうやらあちらも、同じような状じよう況きようらしい。おそらく部屋のベッドに寝ねながら、ウィンドウを開いているのだろう。タクマは尋たずねる。

「アッシュとは、どうだ？」

「どうって？」

「上手くやってるかって意味だよ」

「え？　あれ、なに？　まさか私を心配して、連れん絡らくをくれたのかしら？」

　少し嬉うれしそうなユーナの声。

「そりゃあな。敵と一緒に行動してるチームメイトを、心配しないはずがないだろ」

「あ…………そ、そっか。チームメイト、ね。うん、それだけか……」

「ん？」

「いえ、なんでもないわ……」

　なぜだろう。ユーナは少し残念そうだった。今まで仲間のいなかったタクマからすれば、チームメイトというのは、とても親しみを込めた呼び方なのに。

　不思議に思っていると、ユーナが答える。

「そうね、アッシュとは、それなりよ」

「それなりって何だよ」

「っ、もう！　大きな問題はないってことよっ！」

　ユーナはムキになったのか、少し声を大きくした。

「……？　なに怒おこってんだ」

「あ。い、いえ。なんでもないわ。ごめんなさい……」

「……??」

　タクマは、なんだか気にかかったが、ユーナが気を取り直して、誇ほこらしげに続ける。

「あ、そうそう、聞いて、タクマくん。私たちは既に、使徒を二体、倒したわよ？」

「二体？　ほんとか。そりゃすごいな」

「ふふ、なんということはないわ。私の実力ならばねっ」

　ユーナの強さについては、今さら言われるまでもなく、タクマはよく知っている。

　蒼あおい炎ほのおと二丁拳銃、ワイヤー機械ガジエツトを使うユーナは、どんな相手も巧たくみに翻ほん弄ろうする。

　それに──と、タクマは言う。

「うん、それにアッシュの助けもあるなら、よほどのことがなけりゃ負けないだろうな」

「え……アッシュ？」

「ん？」

「あ、いえ、そうね！　その通り！　私の実力ならアッシュとの連れん携けいだって完かん璧ぺきだし、楽勝すぎて、疲つかれも全然ないわ。超ちよう余よ裕ゆうよ！」

「そうか。なら、よかった！」

　ほっ、とタクマは心の底から安あん堵どする。

『自分勝手な願い』

『死線』

　それらにユーナをまきこまないで済むから、と考えた、あのときの自分は正しかったようだ。たとえ仲間と言えど、危険までタクマと一緒に背負い込むことはないのだから。

　そのユーナが、恐おそる恐る、という様子で訊きいてくる。

「あ、あなたこそ……あの和服美少女とは、どうなのかしら？」

「ん、カトレアか？　まぁ、それなりだけど」

「それなりってなによ？」

「そこそこ上手くやってるって意味だよ」

　噓うそだった。カトレアとはチームワークなんてない。

　けれど結果として、キマイラは倒せた。だから、大きな問題はない。

　ここでわざわざ真実を言って、ユーナに心配をかける必要はないだろう。

　しかし、それにユーナは、なぜかちょっと不ふ機き嫌げんそうな声で、答える。

「ふうん……そっか。よかったわね。新しいパートナーができて」

「ん？　いや、パートナーってほどじゃないけどな？　やっぱ、どんなに言ったって、一緒に組むのは、お前が一番だよ」

　こちらは噓じゃなく、ただの本音だった。

　しかし、ユーナはそんな当たり前の言葉に、なぜか嬉しそうに声をはずませる。

「っ！　へ、へえ……そそ、そうなの？　ま、まぁ、当たり前よね。タクマくんと組むのは、骨が折れるから！」

「だな。そこのところは、いつもユーナに、感謝してるよ」

「ふ、ふふ。別に、私からすればどうってことはないのだけれどねっ」

　やはり嬉しそうだ。タクマからすれば、なにが嬉しいのかさっぱりだが……

　ともあれ、そんなユーナの様子に、タクマもなんだか嬉しくなって、こう返す。

「ああ。やっぱ、さすがはユーナこそ──『友達』って感じだな」

　ちょっと勇気を出して、恥はずかしい台詞せりふを言ってみたのだった。

　──チームメイトでもなく。

　──パートナーでもなく。

　──友達。

　うーん、仲間って感じがする、とてもいい響ひびきだ。

　けれど、どうやら、これがいけなかったらしい。

「っ…………！　と、ともだち……!?」

　顔は見えないのに、ユーナが微び妙みような表情をしているのがわかった。

（あれ？　なんでだ？）タクマには理由がわからない。

（やっぱ友達だなんて……さすがに、図ずう々ずうしすぎたか？　まだ早かったか？）

　タクマがちょっと反省していると、ユーナがコホンと咳せき払ばらいした。

　まるで気持ちを入れ替かえるように、わざとキリッとした声で言う。

「ともかくっ、あなたの気持ちはわかったわ！」

「……お、本当か？　わかってくれたか？」

「ええ。友達でしょ？　ＯＫ、いいわ──だったら、私はもっと頑がん張ばるから！」

「頑張る？」

　意味がわからない。

　ユーナが頑張っていることなど、タクマには当然のようにわかっているというのに。だったら、という接続詞の意味もわからない。

　タクマには意味不明だったが、ユーナは早口で続ける。

「だからあなたも、私のいないところで使徒なんかに負けないでよね！　私の願いのためにも、あなたというパートナーは必要なのだから！」

「ん？　ああ」

　ユーナの願いを、タクマが叶かなえてやりたいと考えているのも、今さら確かく認にんするまでもない事実だ。やっぱり意味がわからなかった。

　それとも、あれだろうか？　ユーナは、タクマが意図的に、彼女をまきこまないよう、距きよ離りを取ろうとしていることに気づいているのだろうか？　だから、『ちゃんと私の願いを叶える気はあるんでしょうね』と、念を押しているのだろうか？

「それから、身体からだには充じゆう分ぶん気を付けるのよ！　わかった？」

「お、おう……？　ありがとう。ユーナもな？」

「うんっ、どうもありがとう！　それじゃあね！」

　勢いよく答えると、ユーナは何かを振ふり切るように、ブツリと通話を切ってしまった。

　タクマも、【音声通話モード】を終しゆう了りようさせる。

　……最後の方は、なんだか妙みようにすれ違ちがっている感覚があったので、気にはなるが。

　ともかく、アッシュとは上手くやっているようでよかった。

　タクマは、ふう、と息を吐はいて、窓の外へ目を向ける。

　二つの月は──なぜだろう？　心なしか……

　先ほどよりも、その距離を遠ざけているように見えた。




　　　　６　中間成績




　午前〇時。

　デジタルウィンドウに、以下の記き載さいが追加された。




【中間成績】

　タクマ＆カトレア　　：●

　ユーナ＆アッシュ　　：●●

　ユリウス＆ブルータス：●●●

　ポチョムキン＆キッド：●

　レンブラント＆Ｍ９　：●

　ヴラド　　　　　　　：●

　──計９体。

　──残り21体。







　第Ⅳ章　『守るべきもの』







　　　　１　二日目




　二日目からは、タクマとカトレアは、二人で村をパトロールすることにした。

　宿にいても、やることはないし、できるだけ早く使徒に対応できる方がいいからだ。

　すると、そのパトロール中に使徒が現れた。

　カニ型だった。

　そいつと戦いながら、タクマとカトレアは言い合う。

「ちょ、タクマ、邪じや魔まですの！　そっちに立ったら、わたくしが使徒を狙ねらえないじゃないですの！」

「それはこっちの台詞だ。お前こそ俺の『死線』の範はん囲い内に入るんじゃねーよ」

「そこがベストポジションなのですわ！　このカニ、横にしか走れないんですもの！」

「ああ。それと口から吐く泡あわにも気を付けろよ。捕とらえられると、服が溶とけるぞ？」

「え？　あっ──きゃあ！　なんですのこれ、気持ち悪い！」

「あーあー、だから言ったのに」

「くぅ、言うのが遅おそいですわ！　あなた、わざとですわね!?」

「知るかよ……って、うわ！　お前、なにその格好、エロ!?」

「っ、ちょ、ちょっとそんなにじろじろ見ないでくださいませっ……！　わたくしにだって、その……羞しゆう恥ち心しんくらいありますのよっ!?」

　カトレアとの間に、相変わらずチームワークなんてものはない。

　いがみ合って、互たがいの足を引っ張り合っている。

　しかし、それでもカニ型使徒は、なんなく倒たおせた。こう見えて、七星勇グランシヤリオと元・七星勇、ヴァルハラ最強レベルのタッグではあるのだ。

　最後にトドメを刺さしたのは、タクマだった。

　そこへ、カトレアがぷんぷんと怒おこった様子でやってくる。

「もう～～最低ですのっ！　どうしていいところを持っていってしまいますの？　わたくし憤ふん慨がいですわ！　憤ふん怒ぬですわ！　タクマのばかっ！」

「悪いな、これが実力差だ」

「くうっ!?　わ、わたくしが弱いとでも言うんですの？」

「いや、お前は強いよ。オレが戦ってきた中では、たぶん、一、二を争うくらいに強い」

　タクマが戦った中で最強だったのは、間ま違ちがいなくアッシュだが、あいつは別格すぎるので、カトレアが正面からぶつかれば、勝てないだろう。

　しかし、次に強かった次期七星勇候補ポスト・グランシヤリオ、世界最強の錬れん金きん術じゆつ師しであるハインツ──そいつよりもカトレアが強いのは、明白だった。

　なぜならカトレアは、タクマと会った最初、一進一退の攻こう防ぼうを繰くり広げたほどなのだ。

　身体能力、洞どう察さつ力、一いつ瞬しゆんの判断力──

　それに、キマイラの火球をぎりぎりまで引きつけるような、度胸。

　どれをとっても英えい雄ゆうとして、一級品だ。さすが、と言わざるを得ない。

「そうでしょう、そうでしょう、だってわたくしは〈刀聖〉とまで呼ばれた英雄。今まで三〇人以上の英雄を下してきた……」

「けど、それでも俺は負ける気しねーけどな」

「っ、それはっ、あなたが強すぎるんですのよ！　だってあなた、戦うたびにどんどん実力が上がってませんか!?」

「そういう能力だからな。『死線』に瀕ひんするたびに身体能力が跳はね上がる」

「むぐぐぅ！　けれど、それだってわたくしにかかれば、倒せない能力じゃないはずですわ。なぜなら、わたくしの剣けんは『敵が強いほど、威い力りよくを上げる』活かつ刃じん流！」

「む……？」

　確かに、カトレアの強さを支えている一番の理由は、そこだった。

『敵が強いほど、威力を上げる』──それはつまり、強さの底が見えないということだ。

　さらに、タクマやアッシュを再び引き合いに出すならば、その強さは、有う無むを言わさず敵を捻ねじ伏ふせる、超ちよう攻こう撃げき型。

　一方のカトレアは、そんな攻撃をすべて受け流し戦える、超技ぎ巧こう型。

　タクマは、それを含ふくめて、考え直す。

　さっきは、アッシュに勝てないと思ったが、

（ひょっとすると、こいつ……上う手まくやれば、アッシュよりも強くなるのか……？）

（ゆくゆく戦うつもりなら、早いとこ弱点を見つけないと、いけないな……）

　そんな風に、ちょっと真ま面じ目めに思うのだった。

　が、まぁそれも今は、まだ先の話だ。

　タクマは笑い、カトレアに教えてやる。

「……ほら、んなことより宿に帰るぞ。お前のその格好、問題だろ？　羞恥心的に」

「はうッ!?」

　そこでやっとカトレアは、カニに溶かされた自分の衣服のことを思い出し、慌あわてて身体を隠かくしたのだった。

　タクマは笑いながら、そそくさと宿への道を帰る。

　その後ろを、カトレアが「ま、待ちなさいませタクマ～～！」と喚わめきながら付いてくる。

　こうして、二日目は過ぎていった。




【中間成績】

　タクマ＆カトレア　　：●●

　ユーナ＆アッシュ　　：●●

　ユリウス＆ブルータス：●●●●

　ポチョムキン＆キッド：●●

　レンブラント＆Ｍ９　：●●

　ヴラド　　　　　　　：●●

　──計14体。

　──残り16体。




　　　　２　三日目～五日目




　三日目と四日目も、そつなく使徒を倒した。これはタクマとカトレア、一体ずつトドメを刺した。カトレアにトドメを奪うばわれたのは、タクマが手を抜ぬいたわけではもちろんなく、単純に、カトレアも、ちゃんと頑張っているからだ。

　そして五日目。

　結論から言って、この日、使徒は現れなかった。

　まぁそういう日もあるだろう。

　その昼、のどかな村の中をパトロールしているときに、カトレアが言った。

「ふふふっ、わたくしも大分、タクマと一いつ緒しよに戦うコツを摑つかんできましたわよ。次に使徒が現れたら、またトドメはわたくしが奪えそうですわね」

「あんまり調子に乗るなよ。いつか痛い目、見るぞ」

「あら、負け惜おしみですの？　大だい丈じよう夫ぶ、この村は、わたくしが守ってみせますわ！」

「…………」

　調子のいい奴やつである。

　その無む邪じや気きな笑え顔がおを見ていると、ゆくゆくは戦わなければならない敵ということを忘れて、和なごまされるほどだ。基本的にカトレアは、善人なのだろう。

　それに、だ。

　……やっぱりカトレアは、村を守るという任務について、とても大切に思っているように見える。そのモチベーションを支えているものは、一体何なのだろうか？

　元・七星勇としての責任感？

　本当に、それだけか？




　ともあれ、平和なのはいいことだ。

　タクマとカトレアが村を見回っていると、村の男性の一人が嬉うれしそうに話しかけてきた。

「あ、タクマさま、カトレアさま！　いつもパトロールお疲つかれ様さまです！」

　これは、今までにない変化だった。

　七星勇と、元・七星勇の二人は最初、村人たちから『恐おそれ多い』と思われていた。

　だから、最低限の会話以外では、話しかけられることはなかった。

　特に、こんなふうに朗ほがらかに声をかけられるのは、はじめてだ。

　──きっと、二人が危なげなく使徒を倒し続けているおかげで、村人たちの気持ちに余よ裕ゆうが出てきたのだろう。それに、この数日間、タクマとカトレアがパトロールをしながら、いがみ合う様子が、親しみを生んだ、というのもあるかもしれない。

「ふふん、苦しゅうないですわ。わたくしに任せておけば問題ありませんから、安心して日々を謳おう歌かなさいませ」

「ええ。おかげさまで、祭りも無事に開かい催さいできそうです、ありがとうございます！」

　たしか明後日あさつて、この村では、花祭りというのが開催される予定だ。

　誇ほこらしげなカトレアを横目に、タクマは男性の背後に視線をやる。

　彼は、太い竹を載のせたワゴン車を引いている。

「それも祭りの準備ですか？」

　タクマが尋たずねると、男性は笑顔で答える。

「ええ。オープニングイベントで使うものです」

「竹が？」

「はい。この村は、周囲を森……というか竹林に囲まれていますから、祭りの開催を知らせるには、ちょっと派手なことをやらないといけないんですよね」

「ふうん……？」

　よくわからなかったが、まぁタクマたちが気にすべきことではないだろう。

　祭りの準備の邪魔をするのもあれなので、男性とは会え釈しやくをして、別れた。

　さらにパトロールを続ける。

　すると今度は、幼い少年が近寄ってきた。

　短パンの、元気そうな子だった。一〇歳くらいだろうか。

　頭に、犬っぽい耳が生えているので、亜あ人じんだとわかる。その子が声をかけてくる。

「お兄ちゃん、お姉ちゃん！　これ！」

「「ん？」」

「お母ちゃんが、さしあげてきなさいって、おひるごはん！」

　見れば、少年の手には、竹皮に包まれたおにぎりがある。

　日本昔話などに出てくる、あれだ。

　……まさか、差し入れまでもらってしまうとは。

　やはりタクマたちは、ずいぶんと村の人々から好かれ始めているようだ。

「ああ……そういえば、昼飯はまだだっけ。いただいておこうか。ありがとうな」

「ありがとうございますですの、少年！」

「えへへ」

　嬉しそうに笑って、子供が言う。
















「──カトレアお姉ちゃん、また助けてくれて、ありがとうね！」

「え？　またって……わたくし、あなたとどこかで会いましたっけ？」

「うん！　僕がもっと小さい頃ころ、遠くの街で。怖こわい英雄さまに苛いじめられてるところを、助けてくれたよ！」

「あっ、ああ！　思い出しましたわ、もう一年くらい前ですわね？　そっか、あなた、あのときの……大きくなりましたわね。見違えましたわ」

「うん！　僕、将来はお姉ちゃんみたいな強い人になるんだ！　だからいっぱい食べて大きくなるの！」

「ふふ、それは、いい目標ですわね。楽しみですわ」

　などと、仲なか睦むつまじいやりとりに、タクマは感心する。

「へえ、そんなことがあったのか。お前、いい奴だなぁ」

　それにカトレアは、

「ま、わたくしは誇り高き七星勇ですからね！」

　と、胸を張る。

「元、だけどな」

「～～～っ!?」

　気にしているところを突つかれたカトレアに、少年が笑って、指をさす。

「あ、お姉ちゃん、赤くなった」

「っ！　な、なってないですの～！」

　と、むきになるカトレアに、少年はなおさら笑う。タクマも一緒になって笑った。

　そんな風にして、のどかな昼のパトロールは終わった。




　その夜、タクマは宿の自室で、就しゆう寝しん用の着き替がえを用意した。それを持って部屋を出る。

　汗あせを流そうと、廊ろう下かを突きあたった風ふ呂ろ場ばまで向かう。

　この宿は作りが古いため、共同風呂なのだ。

　とはいえ、混浴ではない。時間帯によって男子が使うか女子が使うかが決められており、そのタイムテーブルは、チェックイン時にきちんと案内されていた。

　現在の時間は、男子専用。

　だから、カトレアと鉢はち合わせることもないはずだ。

　しかし、タクマがガラッと引き戸を開けて、脱だつ衣い所に入った瞬しゆん間かんだった。

　──目の前で、風呂上がりのカトレアが、まさに服を着ようとしているところだった。

「ふわっ!?」

「ファッ!?」

　カトレアとタクマの声がハモる。

「た、タクマ！　あなたっ、どうしてここに!?」

　カトレアは近くにあったバスタオルで身体からだを隠しながら言った。

「そそそそれはこっちの台詞せりふだ！　お前こそどうして……!?」

「わたくしは単に、パトロールで汗をかいたので軽く身体を流していて……はっ！　まさかあなた、わざとこの隙すきを狙ねらって、わたくしを倒たおそうと!?　押し倒そうと!?」

「ち、違ちがう違う落ちつけ！　そうじゃなくて、おかしいだろ……確か、この時間帯は男が風呂を使うはずだぞ？」

「えっ!?」と、カトレアは目を丸くする。

　そして沈ちん黙もくし、視線を逸そらした。

「あ、お前！　さては案内を聞いてなかったのか!?」

「うっ、いえ、だって仕方ないじゃないですの！　わたくしは由ゆい緒しよ正ただしき良家の出身。宿にお泊とまりなんて、したことないんですもの！　ヴァルハラでの住まいも、豪ごう勢せいな御お屋や敷しきでしたし……」

　カトレアは、風呂上がりで湯気の立ち昇のぼる顔を、真っ赤にしていた。

　あ、今の顔はちょっと可愛かわいいぞ？　ちょっとドキドキしちゃったぞ？

　しかし、それもちょっとだけだ。甘い甘い。サクラちゃんに比べれば、こいつなんて子こ猫ねこちゃんみたいなものさ。一方サクラちゃんは女め神がみ！　サクラちゃんＬＯＶＥ!!　フォーエヴァーラヴィング!!　イエス、落ちつけ俺。

「おいおい、こういうの、サクラちゃんに知られたら誤解されかねないだろうが。ちゃんとしてくれよな」

「～～っ、うるさい、ですのっ！」

　カトレアが、近場に積み上げてあったタオルを手に取っては投げてくる。

「ふん、甘いっての」だがタクマは、華か麗れいなる動きでそれを避さける。

「く、また動きが速くなっている、ですの!?」

　カトレアはタオルをほぼ投げ切り、残るは、自分の身体を隠かくしたバスタオルだけになる。

　悔くやしげなカトレアに、タクマは笑って言う。

「とにかく、もう風呂を済ませたならちょうどよかった。さっさと服を着て出てこいよ？　俺も早いとこ、お風呂に入りたいから」

「わ、わかりました、わかりましたからっ、早く出ていきなさいですの！」

　カトレアがついに、脇わきに置いてある刀を手に取ったので、それを合図に、タクマは脱衣所からそそくさと退たい却きやくした。




　………、

　………………、

　タクマがいなくなった脱衣所。

　そこで、カトレアは、ため息を吐つく。

「はあ……びっくりしましたわ。まさか、こんな形で裸はだかを見られてしまうとは……不覚、わたくし一生の不覚ですわ……」

　というのも、カトレアは自分で言うとおり、良家の娘むすめだからだ。

　日本風の、古い風習の中で、育てられた。

　だから、裸ら身しんを男性の目に晒さらす、というのは、すなわちその男性を主人として認めたのと、ほぼ同義になってしまう。

「確かにタクマの強さは、殿との方がたとして魅み力りよく的、ですけれど……って、い、いえ、なにを言っているんですの、わたくしは!?　有り得ませんわ！　あんな、自分のことしか考えていない英えい雄ゆうなんかに、カルラ家のカトレアが心を許しては、だめですわ……！」

　こうして、五日目の夜が更ふけていった。




【中間成績】

　タクマ＆カトレア　　：●●●●

　ユーナ＆アッシュ　　：●●

　ユリウス＆ブルータス：●●●●●●●

　ポチョムキン＆キッド：●●●●

　レンブラント＆Ｍ９　：●●●●

　ヴラド　　　　　　　：●●

　──計23体。

　──残り７体。




　　　　３　黒い騎き士し




　六日目。

　既すでに日課となったパトロール中、また、昨日の男性を見かけた。

　今度は、なにやら木製の、高台の上で、煙けむりを焚たいている。何をしているのだろう？

「それも、祭りの準備ですか？」

　タクマが見上げて訊きくと、男性が気づき、「あ、こんにちは」と笑え顔がおをこちらに向ける。

「いえ、これは狼煙のろしです。狩かりにでた仲間たちに信号を送っているんですよ」

「……狼煙？」いつの時代だ、と思ったが。

「田舎いなかですからね。それに、うちの村の特産品は山菜と、火薬なんです。火薬の種類を変えて燃やすことで、さまざまな色の信号を送れます。意外に、便利ですよ」

「へえ。そういうものですか」

「それよりお二人とも、あまり足を止めない方がいいですよ」男性が笑う。

「え？」

「ほら、後ろから──ファンの人たちが、追ってきてますから」

　男性は、タクマたちの背後を指さした。そちらを振ふり返る。

　老ろう若にやく男なん女によ、さまざまな村人たちが走ってきている。

　彼らは口々に言う。

「タクマ様、私の手料理を持ってきました！　召めし上がってください！」

「カトレア様、お芋いもが好きって本当ですか？　包んできましたので、どうぞ！」

「タクマ様、サインをください！」

「タクマ様、私にもサインを！」

「カトレア様、強くなる秘ひ訣けつってあるんですか？」

「タクマ様、僕にもその身のこなしを教えてください！」

　……そうなのだ、タクマとカトレアは人気が出過ぎて、もはや使徒との戦いより、そちらの対応の方が忙いそがしいくらいになっていた。もちろん嬉うれしい。カトレアも、誇ほこらしげだ。

　そのカトレアが、言う。

「ですが、ちょっと納なつ得とくいきませんわね……なんだかタクマのほうが、いっぱい話しかけられているように感じますわ」

「ん？　そうか？」

「そうですわよ。どうして、わたくしより人気なんですの？　わたくしより、いっぱい使徒を倒してるからですの？」

「知らねーよ。単に、器うつわの違いじゃねーの？　カリスマ性っつーか、そういうの。ははは、俺も英雄として貫かん禄ろくがでてきたってことかな」

　タクマが軽く返すと、それに、追いついた村人の女性が言う。

「いえ、どちらかというと逆ですよ。タクマ様の方が英雄っぽくないからです。なんだか普ふ通つうの、男の子って感じで、かわいいですから」

「……………………」

　タクマは微び妙みような表情を浮うかべた。

　カトレアがそれを見て、ぷはっ、と噴ふき出す。

「ぷくくぅ！　英雄っぽくないですって、普通ですって。まさにその通りですわね、タクマ！　あなたにお似合いの言葉ですわよ？」

「ぐっ、うっせー笑うなよ……！　普通って別に悪口じゃねーし、全然いいことじゃねーか！　俺は大好きだけどね、普通！　普通最高っ！」

「あら、なにを必死になってるんですの？」

「なってねーし！」

　言い合う二人を、村人たちが取り囲んで笑った。

　そんなときだった。

　平和な日常を切り裂さくように……

「クルルルァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　──村の反対側から、おぞましい奇き声せいが聞こえた。

「「っ!!」」

　タクマとカトレアは、すぐさま反応し、顔を見合わせた。

　使徒だ。

　間ま違ちがいない。二日ぶりに、使徒が現れたのだ。

　二人は、真しん剣けんな表情になり、村人たちに叫さけぶ。

「みんな、家に帰って大人しくしておくんだ！」

「わたくしたちが出ていいと言うまで、ですわ！」

　村人たちは素す直なおに、こくこくと頷うなずき、足早に散ってゆく。

　しかし、一人だけ残った、さきほどの女性が顔を青くしながら、言った。

「あ、あ……まずいです……あの方向には、火薬庫があります」

「なに？」

「もしも、そこで暴れられたら、大だい爆ばく発はつが起こります。たぶん……この村ごと、吹ふき飛びます！」

「っ──!?」




　タクマたちは一いつ瞬しゆんで、村の反対の端はしまでやってきた。小さな村であるのに加えて、タクマとカトレアは身体能力も並ではないので、移動には二分もかかっていない。

　それでも、既に使徒は、被ひ害がいを出していた。

「あれが火薬庫か！」

「壁かべ、壊こわれてるじゃないですの……！」

　横長の、頑がん丈じようそうな倉庫だった。少なくとも、村の家々よりは壊れにくい外がい壁へきで作られているのだろうが……しかし、強力なモンスターである使徒にとって、そんな外壁などないも同然で、象でも通れそうな大穴が開いていた。

　大穴の前に、使徒がいる。

「クルルァ……！」

　害がい獣じゆうと呼ぶには、抵てい抗こうがある姿だった。

　真っ黒な馬に乗った、真っ黒な鎧よろいの、

　人型の騎士だった。

「今度は、デュラハンか」タクマは呟つぶやく。

「ぢゅらはん……？」と、カトレアが不安げに、首を傾かしげる。

「デュラハンだよ。源流はアイルランドの伝承。首のない精せい霊れい」

　まさに、騎士には首がない。

　乗っている馬にも首がない。

　ただ、騎士はその手で、自分の頭部を抱かかえている。

　頭部の顔は、フルフェイスの兜かぶとで覆おおわれて見えない。その兜の奥から奇声が上がる。

「クルゥァアアアアアアッッ!!」



【特とく殊しゆ戦No.1,210】

　参加選手：〈死線の化物〉タクマ＆〈刀聖〉カトレア

　開始日時：赤あか蟹がにの月、五日、一三時四二分

　会場：テプテプ村

　試合形式：〈basic〉

　勝利条件：使徒の肉体的または精神的戦せん闘とう不能



　デュラハンの左手には頭部。右手には、身の丈たけより大きい鎌かまを持っている。

　騎士なら剣を持てよ、とタクマは一瞬思ったが、こちらの知識と違ちがうのはキマイラ戦で学んだので、気にしない。

　その大鎌が、こちらに向かって振るわれた。距きよ離りはある。届かない。

　いや、間違いだ。その鎌の斬ざん撃げきは飛んだ。真空波だ。気づいたときにはもう、飛ぶ斬撃がタクマの首元まで迫せまっていて──

「斬撃なら、相手はわたくしですわ！」

　カトレアが、大鎌と同じくらい長大な刀を抜ぬいた。鞘さやから抜く、その動作が見えた次の瞬間、タクマの眼前で火花が散った。ジャリィン！と滑すべるような金属音。

　カトレア得意の受け流しだ。

「お、悪いな」タクマは言う。

「別に！　あなたがやられたら、ＢＰを奪うばう相手がいなくなってしまうからですわ。それに、どうせ、あなたなら避さけられたでしょう」

　まぁその通りではあるが、助けてもらったことに変わりはない。

「──それより、さっさと片付けましょう。次、来ますわよ」

「クルゥウアアアア！」

　デュラハンの奇声に合わせて、二人は地面を蹴ける。タクマが右前、カトレアが左前。

　二人ともデュラハンとの距離を詰つめにかかる。斬撃が飛ぶなら、近づかない理由はない。

　しかし、それはデュラハンも読んでいる。鎌が横よこ薙なぎされる。二人まとめて斬きるつもりだ。ただ、カトレアの方向から薙いだ時点で、奴やつは間違っている。

「活かつ刃じん流、一八の太た刀ち〈錫しやく杖じよう〉」

　カトレアが刀で再び、飛ぶ斬撃を受け流す。今度はさっきより滑なめらかな太刀筋だ。

　刃はと刃が擦こすれ合う音。シャリン、と鳴る。デュラハンが鎌を振り切ったコンマ数秒、隙すきがある。その隙にカトレアが距離を詰め、突つきを入れようとする。

　が、今度はデュラハンの乗った、頭のない馬が反応する。首の切れ目からズズズと黒い煙けむりが溢あふれ出し、広がる。煙がカトレアの四し肢しにまとわりつく。

「な、んですの、これ……動きが！」

　カトレアの動きが明らかに遅おそくなっている。おそらくそういう特殊効果を持つ煙だろう。しかし、効果がなんであれ、見た時点で、タクマが動いている。

「吹き飛べ」

　目の前の空間に思い切り、右フックを振った。暴風が生まれる。煙が霧む散さんする。

「クッ、ルルルウゥウア！」

　その間に、デュラハンが体勢を整え、鎌を振り上げている。タクマ一人に狙ねらいを変えている。鎌が振り下ろされる。タクマは目視しているが、避けない。カトレアが、馬の足を突きで貫つらぬいた。

「時間がもったいないですわ！　さっさと、くたばりなさいませ！」

　馬の身体からだがビクンと痙けい攣れんし、何もない頭部から、無音の悲鳴が聞こえた。馬が前身を跳はねあげるとともに、騎き乗じようしているデュラハンの身体も一いつ緒しよに持ちあがり、動きが大きくブレる。と同時に、タクマは踏ふみ込んでいる。右足で前への推進力。左足で上への上じよう昇しよう力。

　跳とぶ。

　跳んだまま上体を捻ねじり、右みぎ拳こぶしを引き、ぐっと握にぎり込む。

　放つ。回転をかけながら。

　コークスクリューブローが、デュラハンの左胸に食い込む。タクマは、鎧を硬かたいとすら感じない。発はつ泡ぽうスチロールのように砕くだき、その奥にある生々しい肉に全力を叩たたきこむ。

　衝しよう撃げきでデュラハンが飛んだ。風車のように回った。背後にあった倉庫の壁にめり込んで、やっとデュラハンは停止する。

　タクマは着地し、カトレアを見た。

　カトレアは既すでに、馬の方を斬り捨てている。馬は地面に倒たおれてピクリとも動かない。

「ふう。なんとか、素早く倒せましたわね……」

「ああ。ていうか……今のは、上う手まく連れん携けいできてたんじゃないか？」

「え？　別に、わたくしには、そんなつもりはありませんでしたけど……」

「そうなのか？　でも、二人がかりでよかったよ。デュラハンも、馬とペアで、二体ぶんだったしな」

「それはまぁ、わたくしも……二人いてよかったと、思いますけれど。危なげなく、村を守れたので」

「ああ、ありがとな」

　タクマが笑いかけると、カトレアは少し、頰ほおを赤く染める。

「っ……いっ、いえ！　別に、これくらいどうってことないですわよ、おほほ！」

　六日間だ。

　六日間、同じ宿で、ほぼ同じ生活サイクルで暮らし、同じようにパトロールして同じように使徒と戦ってきた。しかも使徒との戦いは、どんなに余よ裕ゆうだと言っても、自分たちの命と、村をかけた真剣勝負だ。

　拒こばむと拒まないとにかかわらず、二人の呼吸が合いつつあるのは、自然なことだった。

　しかしそこで、

「クルゥァ……ァア！」

　と、絞しぼりだすような声が聞こえた。デュラハンの声。

　その声は、倉庫の方からではなく、タクマたちのすぐ傍そばから聞こえた。

　二人は同時に、そちらを振ふり向く。

「「!!」」

　頭だ。デュラハンの頭部だけが、本体と離はなれて、地面に転がっていた。

　その頭部を覆っていたフルフェイスの兜が開き、中から髑髏どくろのような、不気味な顔が覗のぞいている。髑髏が口を、パカッと開いた。笑ったようにも見えた。

　口の内部に、コォオオ！と、黒い熱源のようなものが灯ともる。膨ぼう大だいなエネルギーが生まれたのがわかる。口が向いている先は、倉庫──火薬庫だった。

「──しまっ……！」

　タクマは瞬しゆん時じに理解した。まずい。おそらく倉庫の壁に大穴を開けたのは、この攻こう撃げき。

　まともな人間が受ければ、即そく死し。

　どころか、倉庫の内部に直撃すれば、大量の火薬に引火して、大爆発が起こる。

　つまり──

　村ごと、吹き飛ぶ！

「わたくしがいきます！」

　声が聞こえたときにはもう、カトレアは倉庫を守るように立っている。そこへ、デュラハンの口から、キュイン！と帯状のエネルギーが放たれる。

　闇やみ色いろのレーザー。

　カトレアの顔が、一瞬、苦く悩のうに歪ゆがんだように見えた。

「くっ、早くしないと、もう時間が……一気に、決めますわ！」

　そういえば彼女は、いつになく時間を気にしている。

　カトレアは、今までに見たことのない独特の『型』をとった。

　刀を鞘に納め、腰こし元もとに構えたのだ。瞼まぶたも閉じている。

　攻撃というにはあまりに静かな立ち姿だった。

　シン……と、一瞬、世界からあらゆる音が消えたように感じる。

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、タクマは思わず目を奪われる。肌はだがざわっと粟あわ立だつ。

　カトレアが叫さけぶ。

「活刃流、零れいの太刀──〈夢ゆめ空うつつ〉！」

　同時に抜かれた刀が、驚おどろくほど綺き麗れいな太刀筋で、レーザーを受けた。

　それだけで、レーザーは、完全に『消失』した。

　どういう原理かは不明だが──

　ともあれタクマは「やった」と思った。「レーザーは食い止めた」と。

　そのままカトレアが、デュラハンに斬りかかれば、勝利は確定だ。

　が、しかし、

　……あろうことか、カトレアは追撃をせず、キンッと刀を鞘に納めたのだった。

　彼女は再び、目を瞑つぶる。

　今度のそれが、攻撃のためではないことくらい見ればわかる。

　カトレアはその場に膝ひざをつき、苦しそうに、唇くちびるを真一文字に引き結んでいる。刀を握る手が震ふるえている。何かに怯おびえているようだった。さきほどまでの迫はく力りよくは、一瞬のうちに消えていた。

　カトレアが悔くやしげにつぶやく。

「──く……もう少しなのに、ここで、時間切れですの……っ」

　時間切れ？　言葉の意味はわからない。

　ただ、そのミスで、隙が生まれた。

「っ、カトレア!?」

　タクマが異常を察し、駆かけ出すのと、

「ッッ……！」

　カトレアが瞼を開くのは、同時だった。

「クルルルァア！」

　二発目のレーザーが、もうカトレアの目前まで迫っている。カトレアは理解する。改めて刀を構えている暇ひまはない。回かい避ひもできない。

　絶体絶命。絶望。死。死。死。

　しかし、そこにタクマは──

「諦あきらめるの早はえーよ！」

　怒いかりの拳をもって飛び出した。カトレアを守るように立ちはだかり、レーザーに、正面から全力の拳を叩きこむ。

　衝撃と衝撃がぶつかり合ってドン！と、異様な音が鳴る。

　拳とレーザーの間に均きん衡こうが生まれる。熱線がタクマの肌を抉えぐるが、タクマは耐たえる。

　いや、耐えもしない。その思考もない。ただ打ち勝つことだけを考え、押し戻もどす。押し戻す。考えるのはそれだけだ。時間にしてコンマ数秒。どちらも一歩も退ひかず、

　しかし、やがて、均衡が崩くずれる。勝ったとわかる。

　レーザーは爆ばく発はつ四散。無効化される。

　だけでなく、弾はじかれたレーザーの一筋が、デュラハンの頭部に直撃する。

　合わせて、地面が抉れ、土ど砂しやが飛ぶ。砂すな埃ぼこりが舞まい上がる。

　それで今度こそ、本当に終しまいだった。

　デュラハンの頭部も、肉体も、馬も、使徒が消えるさいの黒い瘴しよう気きとなり、消えてゆく。

【Game! Winner〈死線の化物〉タクマ】

【タクマの実績が記録されました】

【獲かく得とく予定報ほう酬しゆう──タクマ　三〇〇〇〇〇ヴェム

　　　　　　　　　　　　　　　　　三〇〇ＢＰ】

　タクマのＢＰは、六日間の合計を正式に貰もらえることになれば、九九九九五六ＢＰ。もはや一〇〇〇〇〇〇は、ほとんど達成したと言ってもよい。

　しかし、今は、そちらに意識を持っていく気分ではなかった。

　タクマは、地面にふさぎ込んでいるカトレアに歩み寄る。

「大だい丈じよう夫ぶか」と、声をかける。

「…………」

　彼女は下を向き、うな垂れている。汗あせの量が尋じん常じようではない。憔しよう悴すいしきった様子だった。

　声を発するのも困難なほどに、やられているようだった。

　肉体というよりは精神を。

「使徒は倒した。村も、もう大丈夫だ」

　そう言うと、やっとカトレアは顔を上げて、弱々しく微笑ほほえむ。

「…………ええ。ありがとう、ございます……ですの。本当に……」

　遠くで恐おそる恐る見守っていた村人たちが、終戦を知って、笑顔になるのが見える。

　歓かん声せいを上げながら、近づいてくるのが見える。

　タクマはカトレアに肩かたを貸し、立ち上がる。

「それじゃあ、とっとと宿に帰るぞ」




　夜。タクマは、カトレアを部屋に送った。

　その頃ころには大分調子が回復した様子だったので、タクマも部屋に戻る。

　そして、風ふ呂ろに入るのも億おつ劫くうで、ベッドに寝ね転ころび、いつの間にか、うとうととし始めた。

　そんな頃だ。

　室内に、ぼんやりと人の気配を感じた。

　目を開けると、カトレアがベッドの脇わきに立っていた。

　長刀をタクマの下半身に向かって振り下ろそうとしている。

「うおおおい、なんで勝手に入ってきてんの!?」

　……そういえば、部屋の鍵かぎをしめるのを忘れていた。

　タクマは即そく座ざにベッドから飛び退のく。

　カトレアはそれを見て、一瞬固まり、それから不満そうに頰を膨ふくらませる。

「ちょっと、動かないでくださいですの」

「無茶言うな！　またかよ！　お前も飽あきないな！」

　もうタクマに襲おそいかかるのはやめたのかと思っていたのだが──

　まさか、こんな満まん身しん創そう痍いの状じよう況きようでまで襲ってくるとは。こいつ鬼おにか！

「違ちがう違う、そうじゃないんですの。あなたのためを思ってですのよ」

「へ？」

「活かつ刃じん流、九一の太た刀ち〈清せい明めい〉──えいっ」

　言うと、カトレアはごく自然な動作で、長刀をタクマの右みぎ腕うでに刺さした。

「!?　うっ、ぎゃあああ死ぬうううううう！」

「うるさいですの。死にませんわよ」

「はあ!?　だって、お前……！」

　言いながら、タクマは刀の刺さった自分の右腕を見て、

　…………あれ？　と馬ば鹿かっぽく口を開けた。

「──傷が、治っていく？」

　タクマはデュラハンのレーザーを跳はね返したせいで、右の拳こぶしから肘ひじ辺りにかけてを負傷していた。主に、熱による火傷やけどだった。

　その傷が、刀を刺された途と端たん、見る見るうちに回復していくのだ。

　カトレアが胸を張る。

「ふふん、ちゃんと説明していませんでしたわよね。わたくしの『活刃流』は、守りに特化した剣けん術じゆつ。万ばん物ぶつを守るための力。多少の傷なら、治す方法もあるんですの」

「……っ、な。マジか」

　そのときにはもう、傷は完全に治っている。刀が引き抜ぬかれる。

　タクマは、安あん堵どの息を吐ついてベッドに座り直した。

　カトレアは嬉うれしそうに、ドヤ顔で見下ろしてくる。

「ふふん、見直しました？」

「ああ、助かったよ。ありがとう」

　苦く笑しようしつつも礼を言うと、カトレアはなぜか、頰ほおをぼわっと紅潮させた。

　唇を尖とがらせて、もじもじと指先を弄もてあそぶ。

「…………い、いえ、なんてことないですの。これくらい。あなたが傷ついたのは、わたくしのミスが原因ですわ……その責任は、ちゃんと取らなければと思いまして」

　本来、二人は敵同士……だったはずだ。

　このタッグは、あくまで勅令クエストをこなすための、一時的なもので。

　使徒を倒たおしきるまでの期間に、互たがいに互いの弱点を探さぐり合い、ゆくゆくは英えい雄ゆう大戦で戦い合う──そういう関係だったはずだ。

　けれど、タクマは知っている。この六日間の付き合いで、わかっている。

　──カトレアは、根が、善人なのだ。

　村を守る、という責務をとても大切にしている善人。

　初日に、村を守れたときには心から嬉しがり、敵であるはずのタクマに対しても、純じゆん粋すいな笑顔を浮うかべてしまうような、善人。

　その善人が言う。

「──それに、その……わたくしの方こそ、助けて、もらいましたし」

　タクマは返す。

「あのままだと、村がヤバかったからな」

　それにカトレアは、なぜか少しショックを受けたような表情をする。

「うっ、うぅ……ええ。それだけ、ですわよね。わかってますわ」

「ん？　それだけって？」

「な、なんでもないですわよ……！」

　とっさに目を伏ふせ、逃にげるようにタクマの前から離はなれるカトレア。

「あ、おい待てよ。どこに──」

「どこにもいきませんわよ！　まったく、タクマの分際で生意気ですわね、ほんと！」

　かと思うと、ぽすっという軽い音がしてベッドが揺ゆれた。

　タクマから体一つ分、離れた位置に、横並びにカトレアが座ったのだ。

　タクマの嗅きゆう覚かくに、黒くろ髪かみから、ふわりと甘い香かおりが届く。

「や、分際って……どうでもいいけど、声、裏返ってんぞ」

「もうっ、うるさいですの！　タクマのばかっ！」

「や……えぇえ？　わけがわかんねーよ……」

　タクマと目を合わせづらいのか、カトレアは床ゆかを見つめ、もじもじとしている。

　長刀はベッドに立てかけてある。大きな刀だ。しかし、ベッドのシーツを、きゅっと握にぎるカトレアの手は、とても小さい。そこはやはり、年相応の少女でしかなかった。

　少女の手を見ながら、タクマは、つい尋たずねる。

「でも、カトレア……なんでお前は、あのとき、刀を抜かなかったんだ？」

「………………」カトレアは、押し黙だまる。

　沈ちん黙もくだった。

　静せい寂じやくだった。

　氷結だった。

　しかし、二人の間にあるはずのその氷は、今となっては、少しずつだが溶とけている。

　カトレアが薄うすい唇を動かして、言う。

「わたくしの力には……『枷かせ』が、ありますのよ」

「枷？」

　その単語に、タクマは聞き覚えがあった。タクマもユーナも、同じだからだ。

　タクマたちの場合、それは感情の昂たかぶりだ。感情的になると、力が暴走する。

　カトレアが、覚かく悟ごを決めた顔で、言う。

「タクマ。あなたはわたくしの命を……そして、なにより村を、守ってくれました。だから、あなたにだけは特別に、伝えておきますわ」

　そして、カトレアは語る。

　──その力と、その願いについて。

「すべては、わたくしに『強さ』がないのが、悪いんですの」




　　　　４　カトレアの過去




　カトレア・カルラ。一六歳。あやかし世界出身。

　彼女の世界では、『あやかし』と呼ばれる怪かい奇き現象が頻ひん発ぱつしていた。

　怪奇現象、怨おん霊りよう、タタリ……

　そんな風に言われていたが、実質は、『ウィルス性の奇病』だった。

　この『あやかし』という名の奇病の、始まりは定さだかではないが、一説では、ある男性が都の鬼き門もんに貼はられていた呪じゆ符ふを遊び半分で剝はがしたことが原因で発はつ症しようしたと言われている。そこから爆ばく発はつ的てき感染力で世界中に広まった。

『あやかし』は、感染者の脳を宿に繁はん殖しよくする。

　症状としては、まず一時間から八時間の間に、全身の倦けん怠たい感、寒気、高熱がある。

　一二時間で、意識レベルの低下、時を同じくして皮ひ膚ふに黒い出血斑はんが発生。

　二四時間が経たつ頃には、大脳新皮質の汚お染せんにより知性と記き憶おくの欠落。同時に肉体の腐ふ敗はい。

　四八時間で、感染者の一〇割が、生ける屍しかばね──つまり、ゾンビと化す。

　ゾンビは医学的には死体であり、もはや当人の意識も失われているが、脳に巣食った『あやかし』の生存本能と繁殖衝しよう動どうにより、まるで操あやつり人形のように、獲え物もの──次なる感染者を求めて、周囲の生物に見境なく襲いかかる。そしてまた、感染拡大する。

　この惨さん劇げきを止める方法は、ただ一つ。

　感染者を、一人残らず、殺すこと。

　既すでに死体になっている感染者の脳を、さらに切り刻み、完全に殺すこと。

　カトレアの両親、カルラ家の当主はその当時、世界の領土ほぼすべてを統すべる権力者であり、そのため『あやかし』への対策を総指揮する立場でもあった。

　だから、率そつ先せんして殺した。

　世界中の配下に通達を出し、自らが治めるべき、救うべき民衆たちを殺した。

　──カルラ家の活刃流は、守りに特化した剣術。

　──万物を守るために、生まれた剣術。

　しかし、殺し続けるしかなかった。

　やがて、奇病を完全に食い止められたときには、死者は世界人口の三割に達していた。

　そして、死者の中には、カトレアの両親も含ふくまれていた。

　感染したから、殺されたのだ。

　両親を殺したのは、カトレアだった。

　そんなとき、カトレアのもとに、ヴァルハラから戦乙女ヴアルキユーレが現れた。

　世界の破は滅めつを防いだ英雄だと言って、現れた。




「でも……戦乙女に呼ばれたときにはもう、わたくしの心には、『弱さ』が生まれていたんですの。『人型の敵が相手だと、一分以上、戦えない』という枷ですわ」

「な……」

　それまで黙って聞いていたタクマは、思わず目を開いた。

「本来は、人々を守るための剣けんでしたのに、大切な民衆たちを斬きり、両親を斬ったせいですわ。一分。それが、わたくしが戦える限界時間」

「でもお前、一分って……キマイラのときは多分それより長く──あ」

「モンスター、だったでしょう？」

「…………」

　そのとおりだ。

　動物型。これまで戦った使徒の中で、唯ゆい一いつ、人の形をしていたのは、

「デュラハン。あれと戦ったときには、ひょっとすると一分も経っていなかったかもしれませんわね。動物型の使徒ばかりと戦っていて、油断していましたから」

「…………」

　きっと、本当なのだろう。

　ならば彼女は、ここまでの英雄大戦でも──相手は人間だから──一分以内に勝ってきたことになるが……それはまぁ単純に、カトレアがそれだけの強さを持っていたから、というだけの話だ。その強さは、タクマも疑わない。

「『殺すためではない。守るために、強くなりなさい』──お父様とお母様は、幼いころのわたくしに、そう言いました。二人の口くち癖ぐせでした。そんな二人を、わたくしは尊敬していました」

　けれど、その両親は人を殺さなくてはいけなかったし、その両親を、カトレアは殺した。

　守れなかった。

「わたくしが七星勇グランシヤリオに拘こだわっていたのも、そういう理由なのですわ。そうすれば、今度こそ、人々を守るために剣を使えますもの」

「………………ああ」と、タクマは瞬しゆん間かん的に理解する。

　カトレアの一言で、脳のう裏りに、いくつもの映像がフラッシュバックしたのだ。

　──この六日間で、体験した出来事が。

『七星勇のタクマさんだ！』

『また勝ったんだ！』

『すごい！　強い！　かっこいい！』

　子供たちから受けた、賞賛の言葉に始まり……

　アッシュの言葉。

『ヴァルハラの最終兵器として、危険な勅令クエストもこなす七星勇は、民衆からの期待を一身に背負う存在だ』

　オーディンの言葉。

『勅令を与あたえる七星勇は人々の信しん頼らいに足る、ちゃんとした実力者でなければならないからな』

　村人たちの言葉。

『あれは…………タクマ様だ、七星勇の！』

『うちの村では、これくらいしかご用意できませんが。七星勇様の口に合うかどうか……』

　そして、カトレアの言葉。

『わたくしは、あなたに勝って、七星勇に返り咲ざきますわ！』

　タクマは既に、七星勇という名の重さを、知っている。

　守るため。

　すべては、守るためだ。カトレアが七星勇に拘っていた理由も、村を守ろうと、人一倍責任感を強く持っていた理由も、これでわかった。

（……でも、まだわからないことが、一つあるな）

　タクマは尋ねる。

「じゃあ、お前の『願い』は何なんだ？　自分が殺した人たちを、生き返らせることか？」

　普ふ通つうに考えれば、そうなるだろう。

　しかし、カトレアは意外にも、あっさりと首を振ふる。

「ああ……いえ、違ちがいますわ。わたくしも最初は、そう思いましたけれど」

「え？　違うのか？　なんでだ。だってお前は──」

「わたくしが殺した、とは言いましたけれど──それはあくまで、わたくしの中に罪悪感があるからですわ。もっと冷たく、客観的に見れば、生ける屍だったものを、土に還かえしたに過ぎない……わたくしが斬らなくても、彼らは既に亡なくなっていたのですもの。ですから、わたくしに責任があるのなら、それは、あやかしの発生を防げなかったこと──わたくしが『殺したこと』よりも、『守れなかったこと』のほうが、問題なのですわ」

「…………」

　確かに。

　ウィルスによる死人をすべて生き返らせようと言うのなら、それはエゴかもしれない。

　実際、本当に生き返らせてしまったならば、おそらくカトレアの旧世界では、ウィルスが流行したとき以上の、大パニックになるのは目に見えている。

　残された人が悲しんでいようと、死人を生き返らせることが、必ずしも正解だとは限らない。むしろ、まちがいの場合の方が多いだろう。本来、それは禁きん忌きに分類される行こう為いだ。

「でも、少なくとも両親は？　尊敬してたんだろ」

「ええ。でも、だからこそ絶対に、あの二人を生き返らせたりしませんわ。そんな自己満足で生き返らせたら、わたくしが怒おこられてしまいますもの。『カルラ家の娘むすめがそんなことでどうする！』って」

　遠くを見つめ、どこか懐なつかしそうに語るカトレアが浮うかべているのは、儚はかなげな微び笑しよう。

　そこに滲にじみ出ているのは、悲しみだけではないようだった。

　彼女の、両親への思いは、タクマには想像もできないものなのだろう。

　カトレアが言う。

「ですから、わたくしの願いは全然違うことですの。きっと神にも、〈全知の眼ハイム・システム〉にも、叶かなえるのが難しい、特とく殊しゆなこと」

　つまり──




「この手で、世界のすべてを守ること。わたくしが死ぬまで、これからずっと、ずっと、あらゆるものを守り続けたい。そういう力が欲ほしい」




「………………………………………………」

　なるほど……

　そういうことか……とタクマは苦く笑しようした。

　タクマのような、自分勝手な願いではない。そして、その願いが果たして手に入るのかも、確かにわからなかった。

　──彼女自身の手で、世界のすべてを、これからずっと、

　──守る。

　願いとしては、あまりに抽ちゆう象しよう的で、あまりにスケールが大きすぎるのだ。

　カトレアが微笑ほほえむ。

「ね、難しいでしょう？　だからわたくしも、こう見えて、なかなか悩なやんでいますのよ。……もちろん、それでも、この願いを諦あきらめるつもりはありませんけれど」

　純じゆん粋すいで、あどけない、少女の笑顔だった。それにタクマも笑い返し、言う。

「でも、その願いを叶えるには、俺との戦いに勝たないといけないけどな。あの約束、まだ生きてるんだろ？」

　この、使徒との戦いが終わったら、タクマとカトレアは戦う。

「っ、も、もちろんですわ！　負けませんわよ！」

「できるのか？　お前ごときに」

「ごっ!?　ごときってなんですの！　タクマの分際で生意気ですわよっ」

「お前こそ分際ってなん──」

「黙だまらっしゃい！」

「ぶふっ!?」

　言おうとしたタクマの鼻の頭に、カトレアの人差し指が押し付けられた。

「…………なにしやがる」

「不細工。やっぱり変な顔ですわ、タクマ」と、カトレアは笑う。

「うっせえな！　顔は関係ねーだろ！」

「ふふ。ぶちゃいく」

　タクマが苛いら立だって、手で振り払はらおうとする。

　カトレアはそれを避よけて、さっと立ち上がる。

　そして、ベッドにたてかけてあった刀を抱かかえると、笑顔で言う。

「それじゃあ、わたくしはそろそろ部屋に戻もどりますわ」

「…………ああ。とっとと戻れ」

「また明日あしたも、頑がん張ばりましょうね、タクマ……おやすみなさいませ」

「ああ、そうだな。おやすみ」




　彼女の背中が扉とびらの向こうに消えてゆくのを見送ってから、タクマは「ふう」と息を吐はく。

　布ふ団とんに、どさっと倒たおれ込む。そして、思う。

（これで、カトレアの弱点は聞けたな）

　使徒との戦いが終わったら、タクマはカトレアと戦う予定だ。

　タクマがデュラハンを倒した後に、まっさきにカトレアの無事を確かめたのも、自分と戦う前に倒れられては困るからだった。ＢＰが貰もらえなくなるから。

　そして現在、カトレアは幸いにも、無傷。

　戦いに支障はない。

　さらに幸運なことにタクマは、カトレアの弱点、『人型の敵が相手だと、一分以上、戦えない』という情報まで得られた。

　この弱点を利用すれば──つまり、刀を充分に躱かわせるだけの距離を取り、時間稼かせぎをしながら戦えば、呆あつ気けなく勝てるだろう。もともと、タクマの体力とパワーは、カトレアよりも圧あつ倒とう的てきに勝まさっているのだから、この作戦はまず間違いなく成功する。

　そして、勅令を達成したあとの、タクマの予定ＢＰは九九九九五六で、そこに元・七星勇のカトレアを倒したＢＰが加われば……

　まぁ予想ではあるが、一〇〇〇〇〇〇に届くだろう。

　万が一、届かなくても限りなくそれに近いところまで、いくだろう。

「悪いが、俺は願いを、叶えたいんだ」

　と、自分に言い聞かせるように、声に出した。

　──願いを叶えたい。そのためなら、なんだってする。

　誰だれかの願いを蹴け落おとすことだって。

　英えい雄ゆう大戦とは、そういうルールなのだから。

　それしかないのだ。

「………………………………………………」




　でも果たして、本当にそうか？




　　　　５　有り得ない影かげ




「ユーナ、どうした？」と、アッシュがユーナに尋たずねる。

　ユーナはその声に、反応しない。

　ぼーっと他のことを考えていた。

「おい、どうしたと訊きいている」アッシュが訝いぶかしみ、語調を強めた。

「え？　あ、いえ……何でもないわ」

「まったく。しっかりしろ、敵を捜そう索さく中だぞ」

　そういう状じよう況きようだった。

　現れた使徒を、戦せん闘とうにより倒す寸前までいったものの、最後の最後で、コンビネーションのズレにより、トドメを刺さし損そこなったのだ。

　今、二人は街の中、家屋の屋根を足場にして駆かけている。使徒の気配を探さぐりながら追っている。敵はカメレオンの特性を持っており姿を隠かくすため、アッシュの光速でも捉とらえられない。

「──気を抜ぬくな。初日の二体を倒して以降、オレたちは一体も使徒を倒せていないのだ、このまま見つけられなければ、また黒い瘴しよう気きに紛まぎれて逃にげられてしまうだろう。おそらく他のスポットに出現し、他の英雄たちに狩かられる……これでは貴様の言う、『みんなのための生活費』も稼かせげやしないぞ？」

「……そうね、ごめんなさい」

　ユーナは素す直なおに謝ったが、それはアッシュに心を許したからではない。

　もちろん、タッグに付き合ってもらっている彼には、多少なりとも悪いとは思っているけれど、なにより、待ってくれているはずのニト、ギンジョー、ピリカに、悪いと思ったから。

　そしてなにより、一番は、離はなれたところで頑張っているタクマに対してだ。

（タクマくんのところは……昨日の時点で、四体も倒していたわね）

　カトレア、という少女との連れん携けいが、上う手まくいっているのだろう。

（私も、頑張らないと……）

　気を引き締しめる──が、心のどこかでは難しいとも自覚している。

　タクマが他の英雄と……しかも女の英雄と仲良く戦っているというのを想像するだけで、雑念が生まれるのだ。この気持ちは、理性では、止めようがない。

　タクマに見捨てられたくないから頑張りたいのに、そのタクマのことが気になって、頑張れない、というのは皮肉な悪あく循じゆん環かんだった。

　住宅街を抜けた。広場に出て、視界が開ける。

　その広場の真ん中に、黒い瘴気の残ざん滓しがあった。使徒が姿を消す際に残すものだ。

「くっ、やはり逃げられたか……」

　アッシュが言った。

　それにユーナも、歯は嚙がみする。

　いったい私は、何をしているんだ、と内心で叱しつ咤たする。

　と、そこで──ユーナは、住宅の陰かげに、見覚えのある姿を目もく撃げきした。

　……男性。十代の後半と言ったところか。ユーナより少し年上だ。

　え？　と瞼まぶたを閉じ、再び開いたときには、もういない。

　ほんの一いつ瞬しゆんだった。でも。

　あれは……

「兄、さん……？」

　死んだ兄に──とても、よく似ていた。いや、間違いなかった。本人だ。

「む？　また、ぼうっとしているのか。いい加減にしろ」

　と、アッシュが言ってくるので、「あ、あ」とユーナは取り繕つくろう。

「……いえ、そんなことないわ。全然……そんなわけ、ないじゃない」

　言いながら、まったくだ、と自分に言い聞かせた。

　──そんなわけないじゃない。兄がいるわけ、ない。

　だって、兄は死んだのだから。悪あく魔まに殺されて。

　その兄を生き返らせるために、ユーナはヴァルハラにいるのだから。

　しかし、ユーナとアッシュの二人が、街の子供から奇き妙みような噂うわさを聞いたのは、捜索を諦あきらめて宿に戻った、直後のことだった。

　使徒を指揮する、人間の姿を見た──と。




　　　　６　ユーナの思い




　タクマは、ベッドの中で、ユーナのことを長々と考えていた。

　村に来た初日に連れん絡らくを取って以来、通信はかけていない。アッシュとの連携が上手くいっているとのことだったので、邪じや魔まするのも悪いかなと思ったのだ。

　それに、ユーナの方からも、連絡はなかった。

　ただ、さすがに、と思う。

（──さすがに、そろそろもう一回くらい、連絡を取るか）

　昨日までの【中間成績】を見て気になっていたからだ。ユーナとアッシュのタッグは、初日に二体の使徒を倒してから、討とう伐ばつ数が伸のびていない。心配だった。

　それに、最近は、宿の主人が食事を用意してくれるので、タクマが調理器具を触さわることもない。レギオンの家事担当として身体からだがうずいてもいた。

　──ぶっちゃけ、肉じゃがを、ユーナたちのためにまた作りたいと思っている自分がいるのだ。

　自じ嘲ちようするように笑う。

（どんだけ調教された主夫だよ……）

　だから、連絡を取ることにした。

　ユーナは、以前よりも早く、ワンコールと待たずに出た。

「ふぁ、ふぁい！　もももひもひ、タクマくん!?　どうしたの!?」

「あ、いや──」

　ん？　なんだ、ユーナのこの反応は。だいぶ変だぞ。

　やはり、心配だ……。

「調子はどうだ？」と、訊いてみる。

「あ……え、あ、調子って、アッシュとのタッグのこと？」

「ああ」

「連絡をくれたってことは、やっぱり私が心配なのね……？」

　少し、ユーナの声が弾はずんだような気がした。

　理由はわからないが、気にせず、タクマは正直に答える。

「もちろんだ。前も言ったろ。チームメイトとして当然のことだよ」

「ふふ、そうね……そう言ってもらうのも、なんだかすごく久しぶりに感じるわね」

　前と違ちがって、ユーナは笑う。

　彼女も、連絡を取りたいと思っていてくれたのだろうか。

　だとしたら、チームメイトとして、パートナーとして、友達として、とても嬉うれしく思う。

「まだ、一週間も経たってないけどな。で、どうなんだ？　調子は」

「ええ、そうね……うん」

　しかし、元気そうだった声のテンションが、そこですぐに落ちた。

　ユーナが告白する。

「──アッシュとの連携が上手くいっているかと訊かれれば、イエスとは答えづらいわ」

「ん？　前は、それなりって言ってたじゃないか」

「でも、それなりはそれなりよ。もちろん私だって最善は尽つくすし、アッシュなんかには、負けるつもりはないけれど……でも」

「でも？」

　少し拗すねたような口調で、ユーナは言う。

「本来のパートナーがいなくて、力を出し切れるわけないじゃない」

「…………」

　パートナー、と言ってもらえるのは、タクマとしてもありがたい限りだ。

　ユーナに認められているのも、求められるのも、素直に嬉しい。

　ただ……今はその要求に応こたえられる状況ではない。

　こちらの村を守らなければいけないから、というのもあるが──

（大事だからこそ、お前をまきこみたくない、と思ってるんだけどな……）

　そう、タクマは今、彼女をまきこまないために、あえて距きよ離りを取っているのだ。

　複雑な気持ちだった。むむぅ……と考えていると、ユーナが言った。

「ああ、いえ、勘かん違ちがいしないでね。でも別に、あなたに助けてほしいと考えているわけじゃないから」

「え？」

「もちろん私は、これから先、あなたの力を自分の願いのために最大限活用させてもらおうと思っているし、私の力も、同じように、あなたに使ってほしいと思っているわ……ただ、今の私は正直、どんどん成長していくあなたに、おいていかれるのが怖こわいのよ」

「……俺に？」

「きっと私は、個人として、もっと強くならなければいけない。じゃないと、私の『弱さ』に、あなたをまきこんでしまう」

「………………」

「あなたがいなくても戦えるようにじゃないわ。あなたと一いつ緒しよに戦う価値がある人に、なりたいから──だから今は遠くで、ただ黙だまって見守っていてほしい。とてもわがままなお願いなのはわかっているけれど……だめかしら？」

　──まきこみたくないから。

　──今は、遠くで。

　驚おどろくべきことに、ユーナも、同じだったようだ。

　タクマの死線とは違うけれど、同じような理由で、距離を取っていたのだ。

（……本心を伝えていなかったのは、お互たがい様さま、か）

　そんな本音を聞かされて、断る言葉をタクマは持ちあわせていなかった。

「だめかしらって、だめなわけないだろ」

　だから、ごくごくシンプルな思いを伝えることにする。

「──お前の気持ちは受け取った。今は素直に、遠くで応おう援えんするよ……ありがとう」

「こちらこそ」

　そしてタクマは、本当に、心からの言葉を続ける。

「お前と出会えてよかった、ユーナ」

「…………うん、私もよ、タクマくん」

　その夜、窓から射さし込む月明かりは淡あわく、タクマは柔やわらかい羽毛に包まれたような心地ここちで眠ねむりについた。だから、気づかなかった。

　二つの月は、この一週間で、その距離をずいぶんと離していた。




【中間成績】

　タクマ＆カトレア　　：●●●●●

　ユーナ＆アッシュ　　：●●

　ユリウス＆ブルータス：●●●●●●●●

　ポチョムキン＆キッド：●●●●●●

　レンブラント＆Ｍ９　：●●●●●●

　ヴラド　　　　　　　：●●

　──計29体。

　──残り１体。







　第Ⅴ章　『背負うべきもの』







　　　　１　最後の一体




　翌朝、タクマは奇妙な夢を見た。

　ぼやけた、曖あい昧まいな映像だった。目の前に黒い人ひと影かげがある。

　線が細くて、たぶん女の子だと思うけれど、確証はない。

　その影が口を開く。声はくぐもっていて聞き取りづらいが、口の動きから、なんとなくこう言ったのだと思う。

『──ありがとう』

　誰だれだ……？　わからない。なぜお礼を言われたのかもわからない。

　ただ、なぜだか懐なつかしい感覚があった。この感覚の正体は、一体何なのだろう……と考えてみたが、その途と中ちゆうで、タクマの意識は睡すい眠みんの底から、浮うかび上がってきてしまう。

「……う、う～ん」

　と、タクマはうなされている。

　夢のせいだけではなく、なんだか寝ねづらいのだ。

　そうしてベッドの中でもぞもぞと動いていると、ふいに、手が、なにか柔らかいものに触ふれた。瞼まぶたを閉じたまま、薄うすらぼんやりとした頭で……その感かん触しよくを確かめる。

「んっ……」

　甘い声が聞こえた。

「──覚かく悟ご……ですの、タクマぁ……」

　目を開けると──

　カトレアの可愛かわいらしい寝顔が、鼻先にあった。

　………………っ、

「どっわああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　タクマは叫さけびながらベッドから転げ落ちた。

　尻しりを床ゆかに打ち付ける。

（おんぬらぶべらっちょ!?　今の……今の、柔らかな感触は、まさか……!?）

　タクマが冷ひや汗あせをだらだら流していると、その騒そう々ぞうしさで、カトレアも目を覚ました。

　黒くろ髪かみ美少女は、布ふ団とんを摑つかんで、いまだ眠そうにしている。
















　虚うつろな目でタクマを視し認にんすると言った。

「……あ、おはようございますですの、タクマ」

「お、おはようカトレア！　さっそくだけど説明してもらえるかな!?　どういう状じよう況きようだよこれはっ!!」

「ん……あれ、あれれぇ？　あ、そっか、あなたの寝こみを襲おそおうと思って昨日の夜、この部屋まで来たのですけれど……どうやら寝ちゃってたようですわね」

「ですわねじゃねーよ!?　まだその嫌いやがらせ続いてたのかっていうか、寝こみを襲うの意味が違ってきてるから！」

「ふふ、わたくしの実力を甘く見てもらっては困りますわよ……」

「寝ぼけてんの!?　全然褒ほめてないからね!?」

「ではそういうことで、おやすみなさいませ……むにゃむにゃ」

「いや起きろ！　起きてくれカトレアーっっっ！」




　無理やりに布団をはぎ取ると、カトレアが瞼を擦こすりながら、むすっとした顔で言う。

「……淑しゆく女じよの眠りを妨さまたげるとは、紳しん士しとしての行いがなってませんわよ」

「淑女は男のベッドにインしねーんだよ普ふ通つう」

　ともあれ、七日目だ。

　残る使徒は、一体。

「この村に来るかな」

「どうでしょうね」

「運がよければ、か」

「運が悪ければ、とも言いますわね」

　カトレアの願いは聞いている。その手で、世界のすべてを守ること。

　あらゆるものを、守り続けること──

　村も、その範はん疇ちゆうに入っている。もはやカトレアにとって──というか、初めから一いつ貫かんしてカトレアにとって、この村に使徒が現れるのは、悪いことでしかないのだ。倒たおせばお金が貰もらえるから、とか、そういう思考はないに違いない。

　彼女はそういう性格なのだと、この一週間の付き合いで、タクマは学んだ。

　朝の一〇時ころ、例の宴えん会かい室で朝食をとっているとき、宿の主人に言われた。

「お二人のおかげで、無事、お祭りを開かい催さいできそうです。ありがとうございます！」

　笑え顔がおだった。タクマやカトレアの倍以上はある年ねん齢れいの男性が、子供のように嬉うれしそうに笑っていた。……これも、カトレアが守りたいものの一つだろう。

　自室にも洗面所はあるが、この日は、共同風ぶ呂ろの横についているほうの洗面所で、タクマとカトレアは並んで歯を磨みがき、顔を洗った。理由はない。なんとなくだ。

　シャキッとしたところで、宿を出る。

　村はこれまでよりも活気づいていた。一〇〇人か、もっと多いくらいの村人が、みんな一様に法被はつぴを着て、忙せわしなく動き回っている。

　それもそう、例のお祭りは、今日の正午から始まる予定だからだ。

　いつか見た、巨きよ大だいな竹が、縄なわでぐるぐる巻きにされ、台車で運うん搬ぱんされている。きっと祭りのさいに使う大道具なのだろう。

　集団の中に、いつか話しかけてきた、少年がいた。カトレアみたいに強くなる、と夢を語っていた子だ。こちらに気づき、笑顔で手を振ふる。タクマたちは手を振り返す。

　一団が目の前を通りすぎてから、タクマは村の入り口に視線をやる。

「……やっぱり俺は、運が悪いみたいだな」

　最後の使徒が、そこに立っていた。




　最後の使徒は、動物型だった。タクマとカトレアは一いつ切さい、村に危害を加えさせることなく、村人を危険に晒さらすことなく、まったくの苦戦もなく、そいつを倒した。

　思いのほか、呆あつ気けなく感じた。理由は明快だ。

　タクマとカトレアの連れん携けいが、これまでになく、上う手まくいったからだ。

　──守りはカトレアが担当する。

　──攻こう撃げきはタクマが担当する。

　自画自賛ではないが、やはりこの連携は、強い。一人一人でも実力が高いのだから、このチームワークを見ている一いつ般ぱん人からすると、「もはや二人に、敵はいないのではないか？」と思えるほどだろう。

「うおー！　倒しきったぞー！」

「いぇーい！　守りきりましたわー！」

　タクマとカトレアは、我を忘れ、パァン！とハイタッチする。

　それから、互たがいに顔を見合わせ、我に返る。

「「……ハッ！」」

　今の行こう為いの恥はずかしさに気づいたのだろう、顔を赤らめるカトレア。

　タクマも、微び妙みような空気に、頰ほおを搔かく。

「「………………」」

　そうしながら、タクマは考える。

　この勅令クエストが始まって最初、タクマはカトレアとはゆくゆく戦うことを前提に、タッグを組んでいた──英えい雄ゆう大戦のルール上、ＢＰの奪うばい合いは当然であり、他人の願いを踏ふみ台にして、自分の願いを叶かなえる構造になっているのだから、戦いは避さけられないのだ。

　負ける覚悟だけでなく、勝つ覚悟も必要。

　もっともだ。タクマにも、もちろんそれくらいは容易に理解できる。

　しかし……

「や、やりましたわね、これで村を完かん璧ぺきに守れましたわ。一応、タクマ……あなたのおかげ、と言っておきますわ。昨日は……その、助けられましたし」

　などと、そわそわと髪を触さわりながら言うカトレアを見ると、顔を歪ゆがめざるを得ない。

（こいつの願いを、踏み潰つぶす……のか？）

　自問自答する。

　本当に？

　本当に？

　それしかないのか？

「む？　ねえ、ちょっと、聞いてますのタクマ？　せっかくわたくしが素す直なおに──」

　少し不ふ機き嫌げんそうに頰を膨ふくらませるカトレアに、タクマは返す。

「聞いてるよ。『やっぱタクマがいないとダメですの～』って話だろ？」

　あえて、茶化すように言った。そうしないと、恥ずかしすぎたから。

「むっ!?　そ、それは……！」

「違ちがうのか？」

「ちが、いま、せんけれど……むむ～！　なんか、そう言い直されると癪しやくに障さわりますわ！　タクマの分際で！」

　刀で斬きりかかってくるカトレア。しかし、それは、タクマには簡単に躱かわせる。

　本気じゃないからだ。

　カトレアは、人の形をした者を相手に、一分しか本気で戦えない。

　……弱い。カトレアはこんなにも強いのに、限定条件において、圧あつ倒とう的てきに弱い。

　彼女自身、それは弱点だと認めていたし、『弱さ』だと言っていた。

　けれど、タクマは、こうも思う。

（弱さ……なのか、これが？　いや──）

　違うだろう。確かに戦せん闘とうという意味では、弱点だが。

　しかし、カトレアがその弱点を持つことになったのは、『人を斬ってしまった』という罪悪感を人一倍、持っているからだ。

　そして、そこに罪悪感を覚えるのは、『あらゆるものを守りたい』という願いを人一倍、持っているからだ。

　そんなヒーローみたいな大それた願いを本気で持てるというのは、『強さ』ではないのか？　いや……もちろん、タクマには何が本当の『強さ』かなんて、わからないが……。

　そして、思考は、また初めに戻もどる。

（こいつの願いを、俺は本当に……踏み潰していいのか？）




　　　　２　三一体目




「タクマ様、万ばん歳ざい！」「カトレア様、万歳！」

「「お二人とも、本当にありがとうございました！」」

　使徒をすべて倒したということで、村人たちも二人を囲んで、大いに盛り上がっている。祭りの前だと言うのに、最高潮のテンションだった。

　まぁ無理もない。彼らからすれば、絶望的とも言える状況が、打破されたのだ。

　今しばらくは、その余よ韻いんに浸ひたっていたいだろう。

「いえいえ、なんてことないですよ」と、タクマは答える。

「そうですわ。わたくし……いえ、わたくしたちなら、このくらいチョロいですわ！」

　村人は感かん涙るいする。

「おお、心強い……！　これで本当に、祭りを開けます。オープニングイベントは正午、約一時間半後です。ぜひお二人も、ご覧になっていってください！　美お味いしい料理もご用意しますから！」

「「はい！」」と、二人は声を合わせて、元気よく答えた。

　その空気に当てられて、タクマはつい思う。

　カトレアと戦うかどうか……なんて物ぶつ騒そうなことは、今は考えるべきじゃないかな、と。

（──答えを出すのはもう少し、あとでいいだろう……）

　……しかし、そんなときだった。

　唐とう突とつに──

　プルルルルルルッ！と、呼び出し音が鳴った。

「ん？」

「あ、タクマ。【音声通話モード】ですわよ？」

　見れば、タクマのデジタルウィンドウに通知が来ている。着信。

　発信者の名を確認する。

　オーディン。

「……なんだ？　もしかして、勅令達成おめでとうコールか？　ははっ」

「かもしれませんわねっ！　ふふふ」

　などと二人で笑い合いながら、タクマは受話アイコンをタップする。

　それが、甘かった。

　すぐさま、ロリっ子の怒ど声せいが聞こえる。

「おっそーい！　とっとと着信に出ぬか、ばっかもーん！」

「うおっ!?　び、びっくりしたぁ！　なんだよ急に……」

「緊きん急きゆう事態だ！　『三一体目』が現れた！」

「「……………………、は？」」

　オーディンの声はカトレアにも聞こえていたのだろう。

　タクマとカトレアは、顔を見合わせた。

　オーディンは構わず、早口で続ける。

「ただちに向かってくれ。場所は──」

「え？　は？　待てよ……どういうことだ？　使徒は三〇体じゃなかったのか」

　早口のまま、オーディンは答える。

「そうだ。それは間違いない。使徒が現れれば、その反応は〈全知の眼ハイム・システム〉の探知機能によって判別できる。これまでは実際、その三〇体がローテーションで各スポットに現れていただけだったしな、我もひとまず倒たおすべきは三〇体だと判断したが──」

「なのに、もう一つ、反応が現れたのか」

「違う。それが違うのだ。〈全知の眼〉は現在……クラッキングされているのだ！」

「…………？」

　言っていることがおかしいぞ、とさすがのタクマにもわかる。

〈全知の眼〉は、絶対にまちがえない。

　エラーを起こさない。バグは有り得ない。

　そういうものだと、聞いていたはずだが……？

「ああ、驚おどろくだろう、が、むしろお主より我の方が驚いておる。通常なら絶対に有り得ないことだからな。ヴァルハラには『クラッカーの英雄』も何人か存在しておるが、彼らでも〈全知の眼〉のシステムには一切干かん渉しようできないほどだ──しかし、どういうわけか現在、〈全知の眼〉は『何者か』による干渉を確かに受けておる。そして、そのせいで、現れた『三一体目』が使徒なのかどうかも判別できぬ！」

「場所は？　わかるんだろ？」タクマは訊きいた。

〈全知の眼〉へのクラッキング……それも充じゆう分ぶんに大問題のようだが、今はどちらかというと、その三一体目の方が目先の問題に思えたからだ。

　そして、さっきオーディンは、その場所を告げようとしていたはずだ。

「現地は、ユーナとアッシュがいる街だ。わかったのは、〈全知の眼〉に『三一体目』の反応があったからではない──あちらからの通信により、こちらに危機が伝えられたからだ。現在、ユーナもアッシュも、敗戦ぎりぎりで、なんとか耐たえ忍しのんでいる状じよう況きようだ」

「っ……！　それを早く言え、馬ば鹿か!!」

　全然、状況はわからない。

　が、ともかく一つ、わかったこと。

　ユーナが危機で、助けを求めている──！

　それだけわかれば、もう迷っている理由も暇ひまもない。敵が何者であろうと、とんでもなく強力なモンスターであろうと、向かうだけだ。

　そもそも、少し前から、【中間成績】を見て気になっていたのだ。

　ユーナとアッシュの討とう伐ばつ数は、初日の二体から、ずっと伸のびていない……

　やはり、連れん携けいが上手くいっていないのだろう。無理をしていたのだろう。

　それでも昨日のユーナとの通信で、黙だまって見守ることにしようと決めたのだが──

　その矢先に、この事態だ。

　タクマの胸中には、後こう悔かいと焦あせりが生まれる。

　オーディンが、言う。

「早く言えって、話を遮さえぎったのはお主だろうが……いや、まぁ、そんなことは今はどうでもよいか。お主らに、真っ先に連れん絡らくを取ったのは、現地からもっとも近いスポットにおるからだ。よいか、ユーナとアッシュのいる場所を教える。その村から──」

　オーディンが言った場所は、確かに、この村からそう遠くなかった。

「──なお、転移ゲートは使えぬからな。これもクラッキングのせいだ」

「わかった。走っていく。その距きよ離りだったら、俺の足なら一〇分以内に着く」

　タクマは言ったが、その言葉に、横で聞いていたカトレアが不安げな顔をする。

「え、あの、わたくしは……？　タクマみたいに、足が速くないのですけど……」

　それにタクマは振ふり向いて、あっさりと返す。

「安心しろ。俺が、おぶっていってやる」

「っ!?」




　通信を切った。オーディンはこれから、他の七星勇グランシヤリオにも連絡をするとのことだった。

　しかし、やはりもっとも近いのはタクマとカトレアなので、二人が先に着くだろう。

　タクマたちは、村人たちに「悪いけれど、祭りのオープニングには参加できそうにない」と手短に告げて、村を出た。彼らは多少なりとも残念そうではあったが、他の街を助けにいくというと、強く頷うなずいてくれた。

　タクマは今、背中にカトレアを担かついで全力疾しつ走そうしている。

「ちょ、ちょ、タクマ！　速い！　速すぎですの！　振り落とされ──」

「ないように摑つかまってろ！」

「ふぇえええ!?　わ、わかりま、したわぁあ……くぬうっ！」

「うぐぇ!?　おま、首を絞しめるな首を!?　息がっ──！」

　なんて、やり取りをしながら、

　タクマはデジタルウィンドウを再び、開いた。

【音声通話モード】──かける相手は、もちろん、ユーナだ。

　コール音が鳴る。コール音が鳴る。

　出ない。出ない。出ない……

　これまではワンコール以内に出ていたユーナが、着信に出ない。

　くそ！と内心で毒づいたところで、やっと繫つながる。

『タ、クマ、くん……？』

「ユーナ！　無事か!?　無事なんだな!?　使徒は──」

　焦るあまり早口のタクマに、ユーナは小さな声で返す。

『使徒……いえ、使徒、じゃないわ。この人は……』

「なに？　悪い、よく聞こえない！　声が遠い！」

　全力で走っているせいか、風が邪じや魔まをして音が聞き取りづらかった。

　しかし、足を止めるわけにもいかない。

『この人は……どうして。どうして、あなたが、ここにいるの……』

「この人？　あなた？　誰だれだ、誰のことを言ってる！　敵はモンスターじゃないのか！」

『兄さ──』

　と、そこでユーナの言葉が、他の音に吞のみこまれる。彼女の背後で、叫さけびが聞こえた。

『タクマ！』

「ん？　その声は……アッシュか？　近くに、いるのか」

　そりゃそうだ。今、ユーナのパートナーはアッシュなのだから。

　そのアッシュに、タクマは苛いら立だって返す。

「おいアッシュ！　お前が付いててピンチってどういうことだよ！　お前、もしもユーナに怪け我がでもさせてみろ、ただじゃおかな──」

『くそ！　タクマ、貴様、なぜ！　なぜ貴様が！』

　と、しかし、タクマの言葉はアッシュに遮られて……

　そこで、タクマは違い和わ感かんに気づいた。

　よく聞けば、アッシュの声は大きくはあるものの、だいぶ遠いのだ。

　ユーナからは、かなり離はなれた位置にいるのだとわかる。

　だからきっと、タクマの言葉は、アッシュには届いていないだろう。ユーナがタクマと通信していることも、おそらく、わかっていない。それくらいの距離感だ。

　しかし……ならばどうして、アッシュはタクマの名前を呼んだ？

　そう思い、眉まゆ根ねを寄せていると、アッシュが、また叫ぶ。

　心の底から、失望したような声で、叫ぶ。

『タクマ、なぜ貴様が──オレたちを襲おそうのだ！』

　…………………………、なっ？

「はあ!?　おま、何を言ってやがる。俺はお前らを助けに行こうと──」

　タクマは理解できず、反論しようとするが、それもアッシュには届いていない。

『くそ、まさか、貴様がこのような残ざん酷こくな真ま似ねをするとは……七星勇の使命さえ無視して、街まで破は壊かいして、仲間のユーナすらも騙だまして……そうか、ＢＰだな!?　この機に乗じて、ＢＰを奪うばうつもりなのだな！　はじめから、分断された英えい雄ゆうたちを各個撃げき破はするのが目的だったのだな!?　ならば……よかろう！　想定していたより早いが、ここで貴様への雪せつ辱じよく、果たしてくれる！』
















「っ……？　お、おい落ち着いてくれ、マジで──」

　マジで、アッシュは何のことを言っているんだ？　本当に、まったく理解できない。

　通話が切れた。思考がフリーズしかけたところへ、背中のカトレアが言う。

「そういえば、オーディンが言ってましたわね。『敵は何者かわからない』と」

「っ、いやっ……でもこれは、お前、わからないってレベルじゃないっつーか……」

　アッシュは、『タクマ』だと言った。

　そして、聞き違ちがいでなければ、ユーナは『兄』だと言った。

　でも、そのどちらも有り得ない。

　ユーナの兄は、既すでに殺されている。

　タクマは、今、ここにいる。

　じゃあ、誰だ？　二人は、誰と戦っている？

　街の入り口が、見えた。




　　　　３　黒幕




　外から見るその街の有様は、異常だった。

　上空から地面にかけて、街に半円状の、黒い蓋ふたのようなものが覆おおいかぶさっている。

　近づいて、それが蓋のような……しかし、物体ではないことがわかった。

　闇やみだ。

　まるで街の周囲だけが夜にでもなったかのように、暗闇に包まれているのだ。

　入り口に、足を踏ふみ入れる。

　すると、その闇が砕くだける。蓋にヒビが入って割れ散るように、パラパラと空が晴れる。

（敵の能力か……？）

　詳しよう細さいはわからないが、外部からの侵しん入にゆうを条件に、効果が切れるようになっているのかもしれない。




　一〇分以内、と言ったが、五分とかからずにタクマは街に到とう着ちやくしていた。

　街の外輪には本来、敵を阻はばむための壁かべが設けられていたが、それはもう既に、完かん膚ぷなきまでに破壊されていた。街の内部も、建造物は真っ二つに斬きられたり、上から圧力で潰つぶされたり、酷ひどい有様だった。大小無数の瓦が礫れきが、あたりに散っている。

　煤ばい煙えんが上がっていて、視界は悪い。

　人気はない。避ひ難なんしたのだろう。当然だ、この状況では。

　ユーナのことが心配だ。

　そう思って街の中央まで走ると、広場に出た。噴ふん水すいがあった。これも壊こわれている。

　壊れた噴水の脇わきに、倒たおれている人ひと影かげを見つける。

　それと同時に、ここまでずっとタクマの背中にしがみついていたカトレアが、降りる。

「ユーナですわ！」

　カトレアの言うとおり、倒れているのはユーナだった。プラチナブロンドの少女。

　タクマたちは駆かけよる。

　ユーナはうつ伏ぶせで、背中に怪我をしている。刃は物もので何度も刺さされたらしい。血が、路面のタイルとタイルの隙すき間まに流れて、赤黒い迷めい路ろのような形を作っている。

　タクマは慎しん重ちように、ユーナを抱だき起こす。彼女は苦く悶もんの表情で瞼まぶたを閉じている。

「ユーナ……！」

　タクマが抱き上げて、髪かみに触ふれると、ユーナはわずかに瞼を開いた。

「タ、クマ、くん……？」

　よかった！とタクマはひとまず安あん堵どする。息はある。

「俺の見てないところで、傷ついてんじゃねーよ。まきこまれるのは、俺の役だろうが」

「ごめんなさい……」

「謝るな。悪いのは……俺だ！」

　さすがに、タクマにもわかった。

　オーディンから連絡を受けたときに感じた、後悔と焦り。

　それが、今、確かなものとしてタクマの胸を締しめ付けた。

（俺は、まちがえた……ってことだな）

　まちがえたのだ。

　選せん択たくを。

　──まきこまないようにと思っていたら、守れなかった。

　──まきこまないようにと思っていたせいで、守れなかった。

　タクマは、ユーナから離れるべきではなかった。

　この結果は、自分のせいだ。

「いえ、私に力がなかった、から……」

「黙だまれ。もういいから、休め。──カトレア、頼たのむ」

「わかってますわ！」

　カトレアが、刀を抜ぬいて、ユーナの傷口に刃はを立てる。

　それで、回復が始まった。カトレアの剣けんには、簡単な治ち癒ゆ能力もある。それは応急処置程度にしかならないが、しないよりはいい。

　タクマは、ユーナをカトレアに任せて、周囲に目を配る。

　もう一人の英雄は、一〇メートルほど離れた位置にいた。

　少年が、白銀の鎧よろいを血で赤く染め、倒れている。

「アッシュ、生きてるか」

「……その声……タクマか？」

　アッシュは、ユーナよりはいくらか傷が浅いようだった。うつぶせに倒れてはいるが、その右手には大剣を握にぎり、なんとか立ち上がろうともがいている。

　タクマはそのアッシュに歩み寄る。

「助けに来たぞ」

「助け？　貴様…………、ああ、そうか……そういうことか」

「なにがだ」

「おかしいとは思っていたのだ……貴様のような甘い男が、仲間をまきこんで暴れるなど……どうやらオレは、嵌はめられたようだな。奇き妙みような能力だと、噂うわさには聞いていたが……まさか、タクマと戦わされるとはな」

「何のことを言ってる？　能力って、お前、敵に心当たりでもあるのか」

「ああ。しかし……やめておけ。貴様では、勝てない。すぐに引き返すのだ」

「はあ？　せっかく急いで助けに来てやったのに、可愛かわいくない態度とるんじゃねーよ」

「前にも言ったろう。貴様は強いが、その強さは軽い。自分勝手な願いしか持たない貴様では、奴やつには敵かなわない……」

　なに？　アッシュの、その言い方からすると、

「敵は、つまり……」

「そうだ。ヴァルハラ最強の──」

　しかし、そこでアッシュにも限界が来たようだ。うぐっ、と小さく呻うめいたかと思うと、瞼を閉じた。死んだ……わけではないだろうが、気を失った。

　アッシュを路面に寝ねかせる。

　そのタクマの背後から、声がかけられる。

「おーおー、お前か。奇き遇ぐうやなあ」

　男が、潰れた家の屋根に立っていた。聞き覚えのある、エセ関西弁。

　見覚えのある、両耳ピアスだった。




「ヴラド……？」

　と、タクマは眉まゆを顰ひそめる。

　ヴラドは、まるで久しぶりの旧友にでも会ったかのように、両りよう腕うでを広げて笑う。

「えらい久しぶりやんけ。一週間ぶりか。元気しとったか？」

「どうして、お前がここに」

「ん？　ああ、これはな、あれや。ユーナとアッシュがピンチやって言うから、助けに」

「噓うそをつくな」

　タクマは、鋭するどく返した。

　オーディンは、タクマたちが一番、この街から近いと言っていた。

　だから、もっとも早く辿たどりつけると見み越こして、連れん絡らくを寄こした。

　なのにヴラドがタクマたちよりも早くこの街に辿り着いたというのは、可能性として考えづらい。

　それに、ヴラドの右手には、血の滴したたる、短剣ダガーが握られている。

　おそらくだが、その血は……

（二人の、血か）

　するとヴラドは、タクマの視線に気づいたのか、ふざけた表情をやめた。

　ヴラドが目つきを鋭くする。

　一気に、空気が張り詰つめる。

「いやあ……はっは、参ったな。わいとしては、まだ、この姿をバラす気はなかったんやけど……まさか、こんなに早く駆けつけてくるとは予想外やったな。やっぱり、お前の身体能力は計りしれんっちゅーことか」

「お前が、やったってことでいいんだな」

「好きに解かい釈しやくしいや」

　なんで、こんなことを？

　やはり、ＢＰのためか？

　タクマは、いくつかの質問をしようとして、やめる。

（訊きく必要もないな。理由なんてどうでもいい）

　ユーナが傷つけられた。その犯人は、ヴラド。

　これだけわかっていれば、充じゆう分ぶんだった。

　殴なぐらなければならない相手が、はっきりしたのだから。

　そうタクマは思ったのだが、踏み出そうとする、そのタクマを、ヴラドが制す。

「おっと、まぁ待てや。わいは、お前とは話したいと思っとったんや」

「知らん。俺は話したくもない」

「あほ。いいから聞けって。お前は知らんやろうけど、わいはお前に対して、募つのる思いっちゅーのが、あるんやで？」

　ヴラドの言葉に、さほど興味はなかったが──

　そこで、タクマは警けい戒かいを崩くずさないようにしつつ、ユーナの方を振ふり返った。

　ユーナの傷を、カトレアが、剣の能力を使って回復させている最中だ。

　回復を終えるには、まだもう少し、時間がかかりそうだ。

（……多少の時間なら、こいつとの会話に付き合ってやった方が、ユーナのためにいいか）

　思い直し、ヴラドに目線を戻もどす。

　するとヴラドは微笑ほほえんで、続ける。

「そもそも、わいはな、真の『強さ』っちゅーのを知りたいだけなんや」

　強さ？と、タクマは眉み間けんを狭せばめた。

「せや。お前だってそうやろ？　圧あつ倒とう的てきな強者、英えい雄ゆうとして生まれた以上、自分の『強さ』については、多かれ少なかれ、思うところがあるはずや」

　ヴラドの言うとおり、自分の強さについてなら、考えたことくらいはある。

　強さのせいで虐しいたげられた経験のあるタクマだからこそ、思った。

　なぜ自分だけ、こんな力を持っているのだろう？　なんのために？

「けど、それがどうした」

「そういう疑問についての、わいの中での結論はな、『わからない』や」

「……？　なんだよそれ」

「そのとおりやと思わんか？　考えたところで答えはでーへんねや」

　タクマの不快げな顔に、ヴラドは肩かたをすくめる。

「せやから、わいは『強さの頂上』を求めた──山の中で彷徨さまよううちには見えへん景色もあるが、山頂に立てば、多少なりとも見晴らしは、よくなるやろうと思ってな。それに、わいは自分の強さには自覚があったが、一方で、さらに上がおるという確信があった。やから、『真に最強』な奴がおるなら、手合わせしたいと思った──強しいて言うなら、それが、わいの『願い』になるんかもしれへんな」

「願い」

「そう、わいがヴァルハラに来たのは、強い奴と戦いたかったからやった」

「それは、自分勝手な願いだな」

　タクマは言ったが、ヴラドは首を振る。

「いや、わいのこれは、世界の平和を思ってこそや……ヴァルハラに来て思わんかったか？　わいらは皆みんな、独自の世界を持ち、独自の価値観を持っとる。やからこそ争いも生まれる。ならば、必要なのは圧倒的な強者や。存在そのものが法になり、全員の指針となれるような、世界の王」

「……本気で言ってるのか？　それは、ただの独裁だぞ」

「本気やで。独裁やろうと、無法よりはいい」

「………………」

　これも、価値観の違ちがいだろうか？

　反論しても、きっと平行線になるだけだろう──

　そもそもタクマは、反論できるほど真ま面じ目めに、世界について考えたこともない。

「けど、知っとるか、タクマ？　このヴァルハラでは、最強であるはずの七星勇グランシヤリオどもが、互たがいに牽けん制せいし合って戦おうとすらせえへん。そのせいで、いまだかつて、一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達した者も、おらんのやで？」

　一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達した者は、いない。その事実は、既すでにピリカから聞いていた。

　ヴラドが、大きくため息を吐つく。

「は～～、不満マックスやったで、ほんま！　目の前に強敵っぽいのがおるのに、戦いもできず、おあずけかってな。やから、こうして勅令クエストに意識が向く『どさくさ』に紛まぎれて、一人ずつテストしていってやろうと思ったんや」

「テスト？」タクマは耳を疑う。

「そ。わいを満足させてくれる英雄がおるかどうか、強さのテスト。そんで、その最初のテスト対象に、ここの二人を狙ねらった理由は、戦いぶりを観察した結果、もっとも弱そうやと……ぶっちゃけ、最初の腕うでならしによさそうやと思ったからや、使徒の討とう伐ばつ数も最下位やったしなぁ。あ、ちなみにわいも最下位やけど、これはわざとやからな？　怪あやしまれんように、最低限の数を倒たおしといただけやから」

「…………」

「んで、実際にユーナちゃんとアッシュと戦ってみたら、案の定、激ヨワ。激ヨワすぎてドン引き。当然ながら、テストは失格。もっとがんばりましょうって感じやな～」

　ユーナを侮ぶ辱じよくされて、タクマは怒いかりに頰ほおをひくつかせた。

「ほんま残念やなあ。わいは、いくら可愛くても、弱い女に興味ないんや。ごめんな？」

「お前、殺すぞ」

　タクマは怒りのままに、ヴラドへ一歩を踏ふみ出したが、ヴラドがまた制してくる。

「待てって」

「待たねーよ。今さら、何だ。戦うのが怖こわくなったのか」

　タクマは再び背後を一いち瞥べつする。

　既に、カトレアによるユーナの治ち療りようは、ほとんど終わっていた。

　全快には程ほど遠とおい応急処置だが、所しよ詮せんは剣けん術じゆつでの回復なので、あれくらいが限界だろう。

　だから、もうこれ以上、タクマが怒りを我が慢まんする必要はなかった。

　しかし、そこにヴラドはこんなことを言う。

「ちゃうよ。これは親切心や。わいも、お前と戦うのはもう少し先でいいと思っとったしな。お前では、絶対に、わいには勝たれへんねん。理由があるからな」

「理由？　ねーよ、そんなもん。やってみればわかるだろ」

　また一歩、タクマは踏み出すが、ヴラドは今度は制するのもやめて、言葉を続ける。

「さっきも言ったやろ、『強さ』の問題や。わいは、願いを叶かなえるためなら、何だってする。それがたとえ、今回のように、他人を蹴け落おとす行こう為いでもな。けど、タクマ、お前はどうなんや？　そういう『強さ』をもっとるか？」

　無視して、また一歩。

「ユーナちゃんやアッシュが負けたのも、そこやで。英雄大戦っちゅーんは、本質的に蹴落としあいや。やのに、変に協調しようとするから、失敗して自じ滅めつするんや。協力？　仲間？　あほか。そんな不安定なものに頼たよるんは、弱さや」

　また一歩。

　タクマの攻こう撃げき射程内に、ヴラドを捉とらえた。

「…………」

　しかし、そこでタクマがヴラドに殴りかからなかったのには、理由がある。

　ヴラドの口上は、まさにタクマがこの七日間、考えていたことに対する、一つの結論だったからだ。

「さっきも言ったやろ。わいら英雄は、それぞれ世界が違う。価値観が違う。そして、願いも違う。協調し合え、いうほうが無理な話やで。──タクマ、お前だってこの世界で、その『ズレ』を感じへんかったわけちゃうやろ？」

「自分勝手な願い、とはよく言われるけどな……」

　もちろんタクマにとっては唯ゆい一いつで絶対な願いなのだが、アッシュにも、カトレアにも、そう言われた。オーディンには些さ末まつな願いと言われたし、さらには出会ったころのユーナにも、似たようなことを言われた。

「ほらな？　現実は、そんなもんや。お前の一番の理解者であるはずのパートナー、ユーナちゃん。その子だって、お前の願いを心から応おう援えんなんてしてへんよ」

「………………」

　サクラちゃんに告白する、という願いを、今のユーナが、どう思っているかはわからない。はっきりと聞いたことはない。

「もちろん英雄大戦では協力プレイも認められとる。が、あくまでそれは過程の話。わいのおった世界にもスポーツ競技はぎょうさんあったけどな、どれも似たようなもんやで、チームプレイを謳うたっとるものの、最後の最後、ＭＶＰを狙うなら、そこからは仲間も蹴落とさなあかん、一人の戦いや。同じように──この戦いも本質が競技である以上、最後で、仲間が邪じや魔まになることもある」

「……………………」

　英雄大戦でＢＰを稼かせぐうえでは、タクマの『死線』が、ユーナの邪魔になっていた。

　そして、そのユーナは言っていた。

『私は正直、どんどん成長していくあなたに、おいていかれるのが怖い』と。

「タクマ。お前は本来、かなり強い。相当なポテンシャルを秘ひめとるのは間違いない。それくらいは、これまでを見とったらアホでもわかる──が、やからこそ逆に、そのお前にとって、仲間が邪魔になることもある。ええか？　邪魔なものは切り捨てろ。他人の願いなんか踏み潰つぶせ。そうして残った純じゆん粋すいな、願いへの思いが、本当の強さや」

　ヴラドが、視線をタクマから、その横にずらした。

　タクマもつられて、そちらを向く。

「なにを躊ちゆう躇ちよしているんですの、タクマ。ユーナなら、もう大だい丈じよう夫ぶですわよ」

　ユーナの治療を終えたカトレアが、横に並んでいた。

　そのカトレアを見て、タクマは思う。

　──カトレアを、切り捨てる。

　──カトレアの願いを、踏み潰す。

　英雄大戦では、その行為がルールに組み込まれている。自分の願いを叶えるためには、他人の願いを踏み台にして、勝ち上がるのが最適。

　しかし──タクマはカトレアに言う。

「……ああ、ありがとう。カトレア」

「いえ。わたくしの剣は、守るための力ですもの」

　そんな風に言ってくれる彼女の願いを、タクマは、

　──やはり、踏み潰せない。

　なら、どうするのか？

　──自分勝手な願いに、仲間をまきこんでいいのか、という問題。

　それは、どうするのか？

　タクマはもう一度だけ、背後のユーナに視線を向ける。

　さきほどよりはいくらか安らかに、眠ねむっている。

　その寝ね顔がおは、年相応の、少女のものだ。

（………………………………）

　タクマは、深いため息を一つ吐つくと、結論を出す。




「それでも俺は、ユーナと一いつ緒しよにいたい」




　聞いたヴラドは、一いつ拍ぱくおいてから、

「…………は？」

　と、首を傾かしげた。理解できないものを見た、という顔だ。

　そこにタクマは、言う。

「俺も俺なりに、ずっと考えはしてたし、最初は、ユーナを自分の願いにまきこむのが、よくないことだと思ってた。それに……自分の願いを叶えるためなら、カトレアの願いを踏み潰す必要もあると思ってた。これまではサクラちゃんっていう目標だけを見て、『前』にだけ進んできたからな」

　カトレアは横で、黙だまっている。タクマを見つめている。

　タクマが言った「踏み潰す」という言葉にも、別段、驚おどろいた様子はない。

　英えい雄ゆうである以上、それが当然だと思っているのだろう。

「けどな」

　と、タクマは続ける。

「ユーナをまきこまないように離はなれたら、こんな風に、余計傷つける結果になった。それでわかったよ──『守りたいもの』っていうのか？　どうやらそれが、俺にもできてたっぽい。こういうのは初めての気持ちだから、俺自身にも、よくわかってないんだけどな……『前』だけじゃなくて、『横』にも、いつのまにか大切なものができてたらしい」

　守りたいもの。

　大切なもの。

　それは、仲間だ。

　ユーナやピリカ、ニト、ギンジョーだ。

「──そして、それを気づかせてくれたカトレアの願いも、結局俺には、踏み潰せそうにない」

　カトレアの表情が、そこで驚きに変わった。

　タクマに対して、何を言っているんですの？と目線で訴うつたえかけてくる。

　一方、ヴラドも、さっぱり共感できないという顔だった。

「やから？」苛いら立だった様子で訊きいてきた。

「だから、結論としては、『他の奴やつらの願いもまとめて背負うしかない』ってことだ。ユーナの願いを叶える手伝いをするんじゃなく、カトレアの願いを踏み台にするんじゃなく──みんなの願いを全部まとめて、俺が叶える」

「…………はんっ」

　その言葉に、ヴラドは呆あきれかえった。言葉もない、という失望の表情をする。

「あほくさ。どんな良い子ちゃんやねん」

「英雄なんだから、良い子でもいいだろ」

「脳みそがファンタジーすぎるで、お前」

「俺からしたら、この世界そのものがファンタジーみたいなもんだよ」

「言葉遊びをしたいんちゃうわ。甘いな、甘すぎやで、タクマ。やっぱりお前では、わいには敵かなわへん」

「叶うよ。叶えるからな」

「ぬかせ」

　タクマが拳こぶしを握にぎりこむ。

　ヴラドが短剣ダガーを握りこむ。

「いえ──」と、そこに、カトレアが割って入る。

「ちょっと待ってくださいませ、ヴラド。戦いの前に……あなた、大事なことをまだ話していないでしょう？」

　ん？と、タクマはカトレアを見る。

「〈全知の眼ハイム・システム〉を、どうやってクラッキングしたか、ですわ」

　…………。

　ヴラドが、短剣を握ったまま、ふっ、と笑う。

「ああ、そのことか……それはな、すべて、あの女の力や」

「「女？」」

「いや、お前らには教えたらへんよ。けど、あの女は、わいが出会った中では間違いなく最強やとは言っとく。わいは過去に、あの女と戦って、完かん膚ぷなきまでに負けた。やからわいは、あの女に惚ほれこんで、あの女と再戦するために、あの女に協力し、同時に協力してもらっとる立場や──そういう意味では……七星勇グランシヤリオを襲おそう、という今回の計画すら、わいにとっては前ぜん哨しよう戦せんやな。どちらかというと、あの女の希望やから実現した部分が大きい」

「…………」

「でもな、ついでやから言っとくと、お前らがあの女をどうこうしようっていうのは難しいで？　あれほど完かん璧ぺきに強い奴は、まず存在せーへんやろからな」

「ずいぶんと断定的だな」

「ああ、断定できるんや。なにせ、わいの能力はまさに、その『強さ』を測るために存在する効果やから」

「能力？」

　そこでヴラドが、短剣の切っ先をタクマに向けて、言う。

「そんじゃま、お喋しやべりも楽しんだことやし……そろそろテストを続けようか。冥めい途どの土産みやげに、わいの二つ名も教えたるわ──〈天敵〉のヴラドや。よろしゅう頼たのむで？」

　ヴラドの唇くちびるの間から、白い歯が覗のぞいたのが見えた。

　次の瞬しゆん間かん。

　暗黒が──
















　街を覆おおい尽つくした。



【特とく殊しゆ戦No.1,221】

　参加選手：〈死線の化物〉タクマ＆〈刀聖〉カトレア

　　　　　　vs〈天敵〉ヴラド

　開始日時：赤あか蟹がにの月、六日、一一時二五分

　会場：ウルルの街

　試合形式：〈basic〉

　勝利条件：対戦相手の肉体的または精神的戦せん闘とう不能






　　　　４　タクマの天敵




　──タクマは、ヴラドについて、少しだけカトレアから聞いていた。

　今朝、村で朝食を食べていたときのことだ。ユーナとアッシュ同様に、ヴラドも使徒討とう伐ばつ数が最下位だったので、気になって話題に上げたのだ。

『あいつ、能力的に一人のほうがいい、とか偉えらそうに言ってたくせに最下位だな。実は、そんなに強くないんじゃねーのか？』

　そのときのタクマは、まだユーナについての連れん絡らくを受けていなかったので、ヴラドに呆れて軽口を叩たたくくらいの余よ裕ゆうがあった。

　しかし、カトレアは言った。

『いえ。わたくしは同じ七星勇だったので知っていますが、彼は確かに強いですわ……なにせ、全戦全勝で七星勇になった男ですから』

『……全勝？』

『ええ。彼の能力は、ヴァルハラ六〇〇〇万の英雄の中で、もっとも性格が悪いと言われていますの』




（パッと見た感じは闇やみを作り出す能力だけどな……それとも視覚を奪うばう、とかか……？）

　事前に煽あおられていたこともあって、突とつ如じよとして現れた闇の中でも、タクマは動じなかった。英雄大戦において、見知らぬ能力と戦わなければならないことは、よくある。

　完全なる暗黒。

　平へい衡こう感覚すら危あやうくなる中で、ヴラドの声だけがはっきり聞こえてくる。

「はは……怖こわいか？　恐おそろしいか？　闇は、不安を増ぞう幅ふくさせるからなぁ」

　不思議と声にはエコーがかかっており、不気味さを増していた。

　しかし、タクマは平然と言う。

「どうってことはない。暗闇ってだけで、お前は、そこにいるんだろ。すぐに見つけ出してやるよ」

「そりゃ楽しみやなあ。でも、暗闇だけっていうのは、ちょっと早とちりが過ぎるな。それに、お前の敵は、わいやないし」

「なに……？」

「言ったやろ？　わいの二つ名は〈天敵〉。能力は、一定範はん囲い内の敵を対象に、そいつの『絶対に倒たおせない敵』を作り出す効果や」

　ヴラドが、笑ったのがわかった。

　同時に、暗闇に変化があった。

　闇が晴れたのだ。

　視界が開け、青空が現れる。

　土手が現れる。

　一面にクローバーが咲さいているだけの、なんの変へん哲てつもない、土手だ。

　タクマは訝いぶかしむ。風景が、さっきまでいた街じゃなくなっている。

（視界を『奪う』だけじゃなく、完全に『支配』できるのか）

　などと敵の能力を分ぶん析せきしていたタクマだが、

　──しかし、遅おくれて気づいた。この土手には……見覚えがあるのだ。

　ふいに記き憶おくが刺し激げきされ、奥底にあった思い出が、泉のように湧わき上がってくる。

　ここは、

　ここは、まさか……、

（──俺がサクラちゃんと、初めて出会った場所か……！）

　それに気づくと同時、凄すさまじい悪お寒かんがタクマを襲った。

　ヴラドの言葉を思い出したのだ。あいつは確かに言った。

　天敵、と。

（いや、違ちがう……有り得ない。有り得るはずがない）

　タクマは自分に言い聞かせる。

　全力で、嫌いやな予感を否定しようとする。

（冷静に考えろ、絶対にない。あの子が、こんなところにいるわけが──）

　頭ではわかっている。わかっているのだが。

　しかし、悪寒は消えない。

　怖おぞ気け。鳥とり肌はだ。

　背筋の筋肉が、まるで警告するように、ぴくぴくと痙けい攣れんする。

　その背中に──声がかけられる。




「久しぶりだね、タクマくん。弱い者いじめは、よくないよ？」




　　　　５　カトレアの天敵




　カトレアが見ているのは、『あやかし世界』にしかないはずの、自分の屋や敷しきだった。

　そこの道場。

　幼い頃ころから、ずっと使ってきた部屋だ。その場所に、カトレアはぽつんと立っていた。

　視覚だけではない。畳たたみの匂においも、外の庭で鳴っているシシオドシの音も、完璧に再現されている。

「幻げん惑わく系の能力ですわね。今まで何人か出会ったことはありますけれど……ここまで完全に五感を支配する相手は、初めてですわ」

　しかし、驚おどろくほどではない。性格が悪い能力と言われているのだから、まっとうに攻こう撃げきをしてくるのではないだろうと、予想はできていた。

　それにヴラドの声が、どこからか答える。

「五感を支配する、いうんは正解や。けど、幻惑っていうのは微び妙みようなところやな。ここで受ける傷は幻まぼろしやけど、お前にとっては『本物』や。人間の身体からだいうんは自分で思う以上に、心理に支配されるからな。『殴なぐられた』と思ったら打だ撲ぼく傷しようができるし、『斬きられた』と思ったら、切り傷ができる。有名な、目め隠かくしと火傷やけどの実験を知っとるか？」

「知りませんわよ。どんな能力であれ、斬り破るだけですわ」

「いや、残念ながら、内側からこれを破は壊かいする手立てはない。お前らは既すでに取り込まれた。もうとっくに、ジ・エンドやで──」

　お前ら、とヴラドは言った。カトレアは思う。

　そういえばタクマの姿が見えない。声も聞こえない。

　先ほどまで、すぐ横にいたはずだが、消えていた。能力の効果だろう。

　カトレアは心配だったが、その気持ちを隠して、言う。

「内側から、ということは、この能力は外からの干かん渉しようには弱いのでしょう？　わたくしたちが街に入ったとき、効果が消えましたし」

「おー、よく見とるやんけ。そのとおりや。けど、それは弱点とも言いきれんで。その特性を利用して、部外者の侵しん入にゆうを察知できるからな。壊こわされたら、またかけ直せばいいだけやし──ていうか、お前、まさか外からの助けが来るまで耐たえられるつもりなん？　わいが、そんなに甘いミスをするとでも思うん？　さっきはタクマの脚きやく力りよくを舐なめとったけど、他の七星勇らの能力については、わいは充じゆう分ぶんに知っとるんや。万に一つも、助けは間に合わんで」

「…………」

「弱いなあ。弱さの象しよう徴ちようやで、その甘い考え。それよりお前は、目の前の『敵』に集中したほうがええよ……」

　言われて、カトレアは道場の入り口に目をやる。

　襖ふすまが開いたのだ。

　人が二人、入ってくる。

　それぞれ道着を着て、腰こしに一ひと振ふりの刀を帯びた、男と女だった。

　その二人を見て、カトレアは目を開く。

「ッ！　…………お父様、お母様っ──!?」




　　　　６　ヴラドの回想




　タクマの前に現れた、サクラちゃんの手には、一いつ般ぱん家庭によくある包丁を、巨きよ大だい化させたような刃は物ものが握にぎられている。

　非現実的な武器だが、ここはヴラドが作った世界だ。彼が「ある」と決定づければ、それは実現するのだ。

　その巨大包丁を振りかざし、サクラちゃんがタクマに襲おそいかかる。

「くっ！」

　タクマは避よける。そして、脊せき髄ずい反射でカウンターの右ストレートを打ち込もうとする。

　が、その拳こぶしは、さらに強い脊髄反射で止まる。

　──できない……！

　いくらヴラドの能力による、幻だとわかっていても、サクラちゃんは殴れない！

「どうしたの、タクマくん？　避けないでよ。受け入れてよ。私のこと、嫌きらいになったの？」

「っ!?」

　タクマは思う。サクラちゃんは、こんなことは言わない。

　そんなことは、わかっているのだが……

　しかし、そのサクラちゃんが実際に目の前で言っているのだから、性た質ちが悪い。

　性格が悪い。

「──くっそ！　本当にクソみたいな能力だなっっ！」

「そりゃどうも♪」

　と、ヴラドの声が答える。

「わいの能力は、対象がどんな映像を見とるのか、わい自身にはわからへんようになっとる。けど、だいたいは想像つくで。片思いの女でも見とんねやろ？　そいつがどんな女かは知らへんが、ええやんけ。幸せな幻げん想そうや。わいも女は大好きやから、ようわかるで」

　サクラちゃんが斬りかかる。タクマは避ける。

　サクラちゃんが斬り上げる。タクマは避ける。

　その最さ中なかに、ヴラドが言う。

「女、な。正直、わいはお前に、嫉しつ妬としてんねや」

「嫉妬？　なんの話だ！」

　と、タクマは額に汗あせを浮うかべながら、返す。

　──サクラちゃんの動きは大して速くないが、それとは別の緊きん張ちよう感かんと、疲ひ労ろうがあった。

　これは、他の英えい雄ゆうと戦っているときにはないものだ。おそらく、今後、どんなに強い相手と戦っても味わうことのない感覚だろう。

（──なんだよこれ！　頭が変になりそうだ……！）

　サクラちゃんのために戦っているのに……そのサクラちゃんに襲われているなんて。

「今回の七星勇グランシヤリオ狩がりには、ある女の意図が絡からんどるっちゅー話をしたやろ？　その女は強大で、圧あつ倒とう的てきな強者や。言ってしまえば、わいの求める『強さ』そのものみたいな存在なんや。そいつも、よくお前の話をしとったからな。お前の話しかしてなかったと言ってもええくらいやった。やから、嫉妬してんねや。ユーナちゃんやカトレアちゃんもそうやったが……どうやら、お前はなぜか、女に好かれる体質らしいな。ひょっとすると、それも『まきこまれ体質』のせいか？」

「知らねーよ！　つーか、好かれてる自覚はねーよ！」

「好かれとるやろ。なにせ、あの女も、わいのことなんか眼中になかったからな。これが、どういう意味かわかるか？」

　わかるかよ。知るか馬ば鹿か。

「お前がおる限り、わいはあの女の『強さ』の本質を、見せてもらえへんっちゅーことや」

「だから、それがどうしたんだっていうんだよ、知らねーっつの。それより……この能力をやめろ！　マジで！　反へ吐どが出そうだ！」

　サクラちゃんが包丁を振る。タクマは避ける。

　サクラちゃんが包丁を薙なぐ。タクマは避ける。

「せやから、わいはお前を、ここで始末しようと思う」

「っ……！」

　始末、とは芝しば居いがかった台詞せりふだ。しかし、冗じよう談だんでもなさそうだ。

　サクラちゃんの刃はが、タクマのすねを掠かすめる。躱かわす。躱したつもりが、かする。服と、皮ひ膚ふが少し切れる。肉から血が、じわっと浮かんでくる。

「な──!?」

「理解できへん、いう顔やな。まぁ確かに、お前の身体は、よほどの攻撃でも傷つかんようになっとるからな。けど、そらお前の力が、ちゃんと発揮されとるときだけやで」

　力。それについて、ヴラドは理解している。

「──お前の『強さ』は、感情の変化によって大きく上下する。動どう揺よう、躊ちゆう躇ちよ、不安……そういったもんが、『弱さ』に直結する。そして、わいはその、お前の『弱さ』を的確に突つける。言うたやろ？　わいの能力は、『強さ』を測るための力やて」

　弱体化しているのは、身体の頑がん丈じようさだけではない。

　サクラちゃんが包丁で、タクマの首筋を狙ねらってくる。タクマはそれを避けようとして──避けられない。だから腕うでで払はらおうとするが、それもだめだ。

　サクラちゃんが速いのではなく……タクマが遅すぎるのだ。

　ここまでどんな英雄にも、並外れた身体能力だけで勝ってきたはずなのに、その身体能力が、みるみる落ちている。

　上半身を反らし、かろうじて致ち命めい傷しようを免まぬかれる。が、胸むな元もとを切られた。

　ガチンッ、と音がした。

　──なにか金属に当たったのだとわかる。

　それが何なのかも、タクマにはわかる。

　タクマが首から下げている『ペンダント』だ。

　それはサクラちゃんから貰もらった、唯ゆい一いつのプレゼントだった。貰った場所は、この土手だった。今まで、自分を見失いそうになったときや、弱気になったときに、タクマを支えてくれたアイテムだった。

　なのに、そのペンダントを、サクラちゃん自身の手で傷つけられた。

（く、そ……幻だとは、わかってるんだ……！）

　無心になろう、なろう、とするほどに無理だった。

　ここまでサクラちゃんだけを心の糧かてに進んできたタクマだからこそ、そこを突かれると弱い。動揺が膨ふくれ上がっていく。

　こればかりは、身体に刻み込まれたものなので、仕方なかった。

「どうした？　みんなの願いを全部まとめて、叶かなえるんやなかったんか？」

「うっせー！　そのとおりだよ！」タクマは、避けるのに必死だ。

「英雄やから良い子ちゃんでもええって言っとったけど、そのわりには欠伸あくびが出るなあ」

　ヴラドの声が、哀あわれむように呟つぶやく。

「はっきり言って今のお前、ぜんぜん英雄ちゃうで？　まるで……普通の人間や」

「っ……!!」

　サクラちゃんの追つい撃げきが、見える。突きだ。包丁を逆手に持って、タクマの胸をめがけて振り下ろそうとしている。普ふ段だんのタクマからすれば、隙すきだらけな、攻撃のはずだった。

　しかし、反応できない。身体が、鉛なまりのように重いのだ。手足が動かないのだ。

　なんとかしないと、と思うけれど、思うだけで。

　包丁の刃は先さきが、スローモーションで迫せまってくる。

　それが、左胸に刺ささる。

　ズブッ、と嫌いやな音がして、ドクンッ、と心臓が跳はねて、

　血が溢あふれ出す。

「──ッ……ッ」

　なんとか声を押し殺して耐たえるタクマの、目の前に、サクラちゃんの顔がある。

　知っている。

　それは偽にせ物ものだ。

　偽物のサクラちゃんが、唇くちびるをタクマの耳元に近づけて、囁ささやく。

「やっと届いた。大好きよ、タクマくん」

　けれど、知っている。

　やっぱり偽物だ。

　サクラちゃんは……こんなこと、言わない。




　ヴラドとタクマの距きよ離りは、実際には、わずか数歩分だった。

　タクマがサクラちゃんの幻まぼろしと戦って、一人で滑こつ稽けいなダンスを踊おどっている様を、ヴラドは、そのたった数メートルの距離から眺ながめていた。

　最後の一撃を受けたタクマを見て、ヴラドは、ほう……と息を吐はく。

　正直、精神の支柱が折れて倒たおれると思ったのだが──

「それでも、膝ひざはつかへんか」

　タクマは今、カカシのように立ちつくしている。

　脚あしは無様に震ふるえ、支えとしては枯かれ木きの方が、まだしも優ゆう秀しゆうに見える。

　膝がときおり、カクン、と折れて崩くずれ落ちそうになっている。

　が、そうなるのを、気力の残り滓かすだけで耐えているのだ。

「──恐おそるべき精神力や。さすがに、敵ながら賞賛するで。それに……やっぱり心から嫉妬するわ。あの女が入れ込むだけのことはある。〈死線の化物〉タクマ。けど、それも、もう時間の問題や」

　タクマの目には、もう光がない。

　もはや、自分が立っていることすら理解できていないだろう。

　心臓からはドプドプと、止まることなく血が流れ続けている。

　限界は、すぐそこだ。

「その調子やと、あと数分ももたへんやろ。残念やったなあ。ほんまに……」

　ヴラドが思い出すのは、ほんのひと月ほど前の出来事だった。




『ちょっと君に、お願いがあってきたんだ。世界の敵に、なってみない？』

　──あのとき、あの女は、そう言った。

　初めは、何を言っているのかわからなかった。

　世界？　世界とは、どこのことだ。敵？　敵とは、何だ。

　尋たずねると、少女が言う。

『──詳くわしい事情は言えないんだけど、私には大きな願いがあってね。そのための駒こまがいるんだ。その駒に、君を任命したい』

『駒？　はは、ふざけんなや、お嬢じようちゃん。ちょっと可愛かわいいからって、舐なめすぎやで。わいが誰だれかわかって、口きいとんのか』

『〈天敵〉のヴラドでしょ。誰よりも純じゆん粋すいに「強さ」を求めて、ヴァルハラに来た英雄。そういう純粋さは、私、好きだよ。少しだけ、彼に似てるから』

『彼？』

『ん、ごめん、なんでもない。気にしないで』

『…………？』

『そんなことより、私は君に協力してもらいたいんだ。力を貸して、お願いっ！』

　と、少女は両手を顔の前で合わせた。

　それにヴラドは顔を歪ゆがめる。

『協力ぅ？　あほかいな。それは、わいが一番嫌きらいなもんの一つや。「弱さ」の象しよう徴ちようや』

『あー、そういう考え方もあるねー』

『それしかないわカス。えーから帰れ。マジで殺すで』

『帰らないよ。私の行動を勝手に決めないで。あ、ていうかもしかして、あれかな？　私の強さが、まだあんまり実感できてないから、そういうこと言っちゃうのかな？』

『強さ？　お前の？』

『うんうん、いいよ。そういうことなら、私と戦ってみようよ』

『なに……？』

『強さのテストだよ。それで私が勝ったら、協力してもらうってことで』

『おい、勝手に話進めんなや。わいは、誰とも馴なれ合わへんって──』

『あれれ。もしかして怖こわいのかな？』

『ばっ……なんやと。怖ないわアホ！』

『じゃあ、ほら、かかってきなよ。ルールはシンプルに、先に一撃を入れた方が勝ちでいいからさ』

　それにヴラドは、苦く笑しようして返す。

『はっ、もうやっとるわ──後こう悔かいしても遅いで、お嬢ちゃん？』

　──その時すでに、ヴラドは能力を発動していたのだ。

『絶対に倒せない敵』を作り出す能力を。

　その能力で倒せない相手は、過去にいなかった。皆かい無むだった。どんな英えい雄ゆうであれ、たった一人くらいは、苦手とする相手がいるからだ。

　親。親友。恋こい人びと。誰でもいい。

　それは能力の発動者であるヴラドにはわからないが、わかる必要もない。

　対象は勝手に自じ滅めつしてくれるのだから、腕を組んで眺めているだけでいい。

　あのときも、そう思った。

　けれど、

『ん？　なにかした？』

　…………彼女には、何の効果もなかった。彼女は幻げん覚かくなど見ておらず、ヴラドを視界にしっかり捉とらえた上で、きょとんと首を傾かしげた。

　ヴラドは、あん？と目を剝むく。

『『…………』』

　たっぷり五秒ほど、彼女と見つめ合ってから、

『はぁあ!?　んな、アホな!?　有り得へんやろ!!　なんでや……ハッ！　まさかお前、滅めつ多たにおらんっちゅう「打ち消し」系の能力持ちか!?』

『打ち消し？　ああ、もしかしてあれだね、例の能力を使ったんだね？　でもザンネーン、私には効かないよ。だって私には、倒せない敵なんて、いないからね』

『ッッ……!?』

　そんな人間、聞いたことなかった。

『君の攻こう撃げきはもう終わりかな？　じゃあ、こっちからいくよ』

『あっ！』

　白くて小さな、握にぎり拳こぶし。そのパンチが、ヴラドの顔面を殴なぐった。

『はい、私の勝ちー♪』

　…………それが、ヴラドと少女との、たった一度の戦いだった。




　ヴラドは、ふらふらのタクマを見て、言う。

「タクマ。お前は、あの女に比べたら、全然最強ちゃうよ。残念やったな、願いが叶わんくて」

　しかし、タクマには、もはやその言葉は聞こえていない。

　ぼろぼろのカカシは、ただ焦しよう点てんの定まらない目で、どこかを見つめながら、呟く。

「……………………………………サクラ、ちゃん」




　　　　７　カトレアの剣けん




　カトレアは、父と母を、この世でもっとも尊敬していた。

　けれど過去に、その二人を、自分の手で斬きってしまった。

　だから、『人の形をした敵とは一分しか戦えない』という枷かせを負った。

（もう、とっくに、時間は過ぎてしまいましたわね……）

　カトレアの刀は、地面に落ちている。

　カトレアは、その脇わきに倒れている。

　全身を両親の刀によって斬り刻まれ、もはや立ち上がる力は残っていなかった。

　そして、そうなるまでの間に、カトレアは両親に、一ひと太た刀ちも当てられなかった。

　今のカトレアであれば、実力的に二人を上回っているはずだが、心理的に無理だったのだ。幻とはいえ、カトレアに、二人を斬れるはずがない。

　両親は、少し離はなれた位置で、無言のままカトレアを見下ろしている。

　立ち上がってきたら、また斬りかかるために。

　カトレアは、頰ほおを畳たたみにつけながら、思う。

（昔から、そうでしたわね……稽けい古こでは、わたくしに本当の限界がくるまで、ずっと相手をしてくれましたわ）

　そうやって、カトレアの心を折って、強くしようとしていたのだ。

　まさに今、カトレアの心は折れそうだった。

　そこへ、ヴラドの声が追い打ちをかける。

「カトレアちゃん、報告や。タクマの方は、もう終わったで。案外、呆あつ気けなかったなあ」

「っ……！」

「これで得意の『協力』っちゅーやつも、できひんなったな。あとはお前だけや。とっとと諦あきらめて、楽になったほうがええんちゃうか？」

　タクマが終わった、と言われ、カトレアは動どう揺ようする。

　心で負けないように、タクマの言葉を思い出す。

　──『守りたいもの』っていうのか？　どうやらそれが、俺にもできてたっぽい。

　──それを気づかせてくれたカトレアの願いも、結局俺には、踏ふみ潰つぶせそうにない。

　守る。

　そうだ。

　カトレアの剣は、守るための力だ。

　願い。

　そうだ。

　カトレアの願いは、あらゆるものを守ることだ。

　だから、カトレアは倒れたまま、拳を握り込む。

（守るためなら……わたくしは、まだ強くなれる、はずですわ）

　あらゆるものを守るため。

　──ならば、そのあらゆるものとは、何だろう？

　七星勇グランシヤリオの座？

　カルラ家の娘むすめとしての、誇ほこり？

　もちろん、それらも大事だが、もっと他ほかにある。

　村と、村人たち？

　今襲おそわれている、この街？

　そう、それは大事だ。とても大事。守らなければいけないもの。

　だからカトレアは、今すぐにでも、立ち上がらなければならない。

　けれど──それらを本当に守りたいと思っているのに、まだそれだけでは、立ち上がれない。力が足りない。守るべきものが足りない。

　もっと、他にも必要だ。守るものが。

　そこで、カトレアは乾かわいた喉のどから、空気を漏もらす。




「タクマ……」




　自然に口を突ついて出たのは、なぜだか、彼の名前だった。

　──タクマを守る？

　いや、あらゆるものと言っても、さすがに彼のことまで守ろうとは考えていなかった。

　タクマはカトレアより強いから──カトレアが守るまでもないから。

　むしろタクマは、カトレアの前に立ちはだかる、強大な敵だ。

　敵。

　敵。

　じゃあ、なぜ？　なぜ今、自分はタクマのことを考えていたのか？

　自分に問いかけて、カトレアは思い出す。

　約束を、したからだった。

　勅令クエストが終わって、守るべきものを守りきったとき、もう一度、戦ってやると、あの『敵』は言ったのだ。その約束を、まだ果たせていない。

　それに気づいたカトレアは、地面に伏ふしたまま、ゆっくりと手を伸のばす。

　視線の先には、刀がある。

　摑つかむ。

　カトレアの目は、まだ死んでいない。諦めてもいない。限界も、まだ見てはいない。

　カトレアは刀を支えにして、ふらふらと、立ち上がる。

　立ち上がったところへ、両親の幻げん影えいが襲い掛かかってくる。

　カトレアは、刀を構える。

　そして、両親のさらに向こう、この幻まぼろしの先で、既すでに『終わっている』らしいタクマを見み据すえるようにして、声を振ふり絞しぼる。

「許せませんわね……タクマの分際で、なにをヘタっているんですの……男なら、女の子との約束は、『守るもの』ですわよっ!?」




　　　　８　意識の底




　誰だれかに、呼ばれた気がした。




　　　　９　覚かく醒せい




「ふっ！　たあっ！　はぁああっ！」

　両親の双そう方ほうから放たれる剣けん撃げきを、カトレアは驚おどろくべきことに、完かん璧ぺきに受け流していた。

　顔面すれすれ、針の穴を通すような、守りの剣術だった。

　ヴラドの声が、堪たまらずに言う。

「おいおい噓うそやろ？　なんやお前……さっきまでの不ふ甲が斐いなさはどこにいったんや？」

「守るものが、できましたもの！　それまで、倒たおれられませんわ！」

「いや、ぼろぼろやったんちゃうんかい。死にかけとったやんけ」

「わたくしの剣は、他の剣術より、消費する体力が遥はるかに少ないんですのよ。基本的には護身の剣術ですから」

　ヴラドは、驚きよう愕がくを通り越こして、呆あきれているようだった。

「……あっそ、そうかいな。けど、『守る』だけやったら勝てへんで。勝つためには、お前は、その、両親とやらを斬らなあかん。けど、それはお前にはできへんやろ。結局ジリ貧ひんで、お前の負けや」

　確かにカトレアには、両親は斬れない。これは絶対だ。

　どれだけ他のものを守るためであろうと、その『守る』という誓ちかいを立てたきっかけである両親にだけは、刀を向けられない。

　しかし、カトレアは言う。

「お父様とお母様を、斬る？　生あい憎にくですけれど、その必要はありませんわね」

「……なんやと？」

「さきほど、わたくしの剣は基本的に護身の剣術だと言いましたわね。けれど、それは『基本的には』ですわ。本来の形は、もっと性質が違ちがう。守りに特化した剣術とはいえ、守るばかりでは戦えない──だから、この剣の神しん髄ずいは、守りというより、反撃ですの」

　そこでカトレアは、片足で地面を蹴けった。

　背後へ跳とび、両親との距きよ離りを大きくとる。

　カトレアは刀をいったん鞘さやに納めると、瞼まぶたをつむる。

「活かつ刃じん流、零れいの太刀──」

　そこへ両親が、刀を上段に構えて向かってくる。

　カトレアは動かない。静かに、大きく深呼吸をする。

　──神経を、研とぎ澄すます。

（大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫……もう、わたくしは大丈夫ですわ。お父様、お母様……）

（わたくしは、あなたたちの教えを抱いだいて……未来へ、進みます。だから、）




（安らかに、眠ねむってくださいませっ──！）




　そして、両親の振り下ろした刀が、自らの身に触ふれようという刹せつ那な──

「〈夢ゆめ空うつつ〉！」

　刀を抜ぬいた。

　居合。

　──対抗不可対抗パーフエクトカウンター。

　それが、カルラ家の活刃流が持つ、真の能力だった。攻こう撃げきを完璧に防ぐような守りではなく、攻撃を跳はね返すような反射でもなく、もっと先の技術──
















　一〇〇の力に対して、二〇〇を返す。二〇〇の力に対して、四〇〇を返す。

　敵の攻撃が強ければ強いほど、威い力りよくを増す。

　敵は、己おのれの力を上回る反撃に対して、対たい抗こう策さくを持たない。

　だからこれは、絶対に通るカウンターだ。

　そして、相手を殺しかねない、禁きん忌きの剣術だ。

　ゆえに、活刃流という名も元祖でない。後世のカルラ家が自分たちで名乗り始めたものだ。この剣術が生まれた最初期に、人々から付けられた異名は『殺人流』。

　カトレアが幼い頃ころ、両親から何度も口を酸すっぱくして『殺すためではない、守るために力を使いなさい』と言われたのも、そのためだった。

　カトレアが言う。

「……わたくしの剣は、炎ほのおであろうと能力であろうと、何に対しても対抗できる」

　そしてカトレアは、刀を鞘にカキンッと納めた。

　……納めたということは、『既に抜いていた』ということだ。

　しかし、ヴラドにそれは見えなかった。

「な──」

　ヴラドが見たのは、カトレアの太た刀ち筋すじが、空を走った様と、

　それによって、街を包んでいた暗黒に『亀き裂れつが入った』という結果だけだった。

「──まさか、わいの能力が、斬きられたやと？」

　まさに、そのとおりだった。

　闇やみが砕くだけ、卵の殻からが割れるように、ボロボロの破は片へんとなって落ちる。

　両親の幻影は霧む散さんする。景色も一変する。

　久しぶりの青空が見える。




　ヴラドは、頰ほおをひくつかせて、苦く笑しようしている。

「は、ははは！　驚いたでほんま……まさか『打ち消し』系の能力持ちとはな。ヴァルハラに集まっとる約六〇〇〇万の英えい雄ゆうの中にすら、数人しかおらんって噂うわさやったけど」

「はあ、はあ……」

　カトレアには、もう答える気力も、体力もない。

　普ふ段だんは消費する体力が少ないカトレアの剣術だが、対抗不可対抗を発動したさいには、膨ぼう大だいなエネルギーを喰くうからだ。

「しかも、さっきからもう一度、能力を出そうとしとんのに、全然出せへん。これ、もしかして打ち消すだけやなくて、能力そのものを失わせる効果やないやろな？　もしそうやったら、マジで洒落しやれにならんで」

「はあ、はあ……」

「ん？　おい、どこ行くんや。敵はこっちやで、カトレアちゃん」

　そんな言葉も無視し、カトレアはふらふらと歩く。

　タクマのもとへ──

　タクマは、まだ倒れていなかった。

　胸に深い刺さし傷きずがあり、重傷だったが、それでも立っていた。

「タクマ……」

　と、歩み寄ってくるカトレアに、タクマは、

「……ん」

　と、微かすかな声を返す。

　さっきまで途と絶だえていた意識が、徐じよ々じよにだが、回復してくる。死にかけだった目に、光が戻もどってくる。瞳どう孔こうが開く。眩まぶしさを感じる。

　幻とは違う、本物の日差しがそこにはある。

「タクマ」

　もう一度呼ばれて、タクマは視線をそちらに向けた。そこには和服美少女がいた。離はなれていた時間はちょっとだったはずなのに、なんだか、ずいぶん久しぶりに感じた。

　和服美少女は、全身が傷だらけだった。

「！　カトレア、お前っ……」

　そこでタクマは、事態を把は握あくした。

　どうやらカトレアが、あの悪夢のような能力を、攻略してくれたらしい。

　カトレアが、ふらふらと、タクマの方に倒れかかってくる。

「わたくしにできることは、やりましたわよ。あとは、頼たのみましたわ……」

「な──」

　言うと同時、カトレアはタクマの胸に、身体からだを預けた。

　タクマはとっさにカトレアの肩かたを抱だく。ずいぶんと、軽かった。

「…………、ああ。任せろ」

　タクマが頷うなずいて答えると、カトレアは安心したのか、すぐに寝ね息いきを立てはじめる。

　そのカトレアを、タクマは地面に横たわらせる。

　タクマの身体は、少し動くだけで、胸に痛みが走る。血が流れ、学生服を赤黒く染めている。脚あしは痙けい攣れんを通り越し、もはや棒のようだ。

（──サクラちゃん……）

　サクラちゃんを──戦いの道具にされた。

　一番大切なものを──弄もてあそばれた。

　その事実を嚙かみしめると同時、タクマの身体に蘇よみがえってきたのは痛みよりも怒いかりだった。

　タクマは視線を前へ向ける。

　両耳ピアスの青年が、そこに立っている。




「ヴラド」




　言うと、ヴラドは、つまらなそうな目をタクマに向ける。

「はっ、これは……カトレアちゃんの能力よりも、驚きやな。なんで、ここでお前が目覚めるんや？　ほとんど死人やったろ。ちゅーか、その胸の傷……それでどうして、まだ死んでないんや」

「人の気持ちってのを考えたことがあるか？」

　タクマは無意識に、首から下げたペンダントを制服の胸むな元もとから取り出し、触さわっていた──サクラちゃんから貰もらった、四つ葉のクローバーを模した物だ。

　タクマは自制がきかなくなりそうなとき、このペンダントを触り、『弱い者いじめはよくないよ』という彼女の言葉を思い出す癖くせがついていた。
















　しかし、今はその自制も、ききそうにない。

　タクマがペンダントを一いち瞥べつすると、四つ葉の内、葉の一つが黒く濁にごりはじめている。以前までは一つだけだったのだが、これで二つ目だ。

　理由はわからない。

　ただ、妙みように力が湧わいてくるのを感じた。

　まるで、怒りがそのまま、エネルギーに変わっているみたいな感覚。

「人の気持ち？　なんや、説教でも垂れるつもりか？」

「ブッ殺すつもりだ」

　言いながら、以前にキレて力を暴走させた時よりも、頭が冷静だと思った。

　怒おこっているのは間ま違ちがいないのだが、なんだか今は、これまでよりも自分を制せい御ぎよできる自信がある。そして、この溢あふれてくる力をぶつけるべき相手も、目の前にいる。

　ヴラドを睨にらみ付ける。

　が、既すでに消えている。

「はっ、やってみろや。わいが七星勇グランシヤリオになっとる理由が、幻げん惑わく能力だけやと思ったか？」

　気がつけば、タクマの喉のど元もとに、短剣ダガーの刃は先さきが触ふれる、感かん触しよくがある。

　あっという間に移動したのだ。速い。

　しかし、それも今のタクマには──

「関係ない」

　ヴラドが刃を喰い込ませようとする瞬しゆん間かん、タクマは身を引き、避さけた。常人であれば、左右どちらに身体がぶれても、皮ひ膚ふは切れていただろうが、寸分の狂くるいもなく回かい避ひした。

　ヴラドとしても、さすがに苦笑するしかない。

「おっと……？　この速度を避けるんかい。ほんまにクソみたいな身体能力やな。つーか、胸から血ぃ流しながら、ようそんなに動けるな」

「クソはお前だよ。俺の身体を短剣ひとつで切れるつもりか。お前はサクラちゃんじゃない。動どう揺ようだの何だので、俺の力が弱まることは有り得ないぞ」

「可能やな。わいは、既に半分ほど人間やないから」

　ヴラドは、にやりと笑った。

　同時に、ヴラドの速さが増したのがタクマにもわかった。

　手が獣けものの脚のような速度で動く。短剣が爪つめのように、タクマの喉元を狙ねらう。

「ははっ、わいの体内には『使徒の因子』が紛まぎれ込んどるんや！」

「使徒、だと？」

「せや。お前は知らんやろうけど、使徒も根本はわいらと似た存在や。やから、その力を借りれば、もう一段階先のステージに進める。これも、あの女の知ち恵えやで」

　短剣の直ちよく撃げきを躱かわす。が、タクマに先ほどのような余よ裕ゆうはない。わずかに触れた首の皮膚が、切れる。血がじわっと滲にじむ。

　しかし、その間にタクマは左ひだり腕うでを伸のばし、ヴラドの胸ぐらを摑つかんでいる。

　それにヴラドは返す短剣で、摑まれた衣服を切り離す。タクマが引き寄せようとする力から逃のがれる。が、どちらにしてもタクマは、右腕を振ふり抜ぬくつもりだった。拳こぶしが放たれると、まるで機き関かん砲ほうでも放たれたかのように風が躍おどる。

　ヴラドは直撃こそ免まぬかれたが、その衝しよう撃げき波はで、頰を深く切っている。鮮せん血けつが散る。

「はは！　こりゃまた、尋じん常じようやない動きや！」

「嬉うれしそうに笑うな。鼻につく」

「これが笑わずにおられるかいな。今のお前、強なっとるで。死線やからとか、そういう次元ちゃうやろ。なんやねん、そのオーラ！　どういう理り屈くつや？」

　ヴラドは、頰から垂れる血をべろりと舐なめ、目を見開いた。

　言われてタクマは、自分の身体から、もくもくと黒い瘴しよう気きのようなものが立ち昇のぼっていることに気づく。それは、まるで灼しやく熱ねつのマグマが上げる湯気のようだ。

「俺にわかるかよ。でも、この怒りが原因なんだろうな」

「はっ、怒りで湯気が出るんかい。ギャグ漫まん画がやあるまいし……でも、今のお前、強さとしては申し分ない！　それだけ強いお前を捻ひねり潰つぶせるのは、最高の気分や！」

「だから、へらへら笑うんじゃねーよ」

　タクマは容よう赦しやなく拳を振るった。

「おっと！」

　ヴラドは、今度はさらに大きく避ける。衝撃波も届かない位置まで離れる。そして、あっさりと、短剣を捨てた。まともに戦っていたのでは、勝てないと察したのだろう。

「──なら、わいもなりふり構ってられへんな。これを出してまうと、元には戻れへん可能性が高いんやけど……」

　その瞬間、ヴラドの肉体に変化が現れた。

　メゴ、メゴメゴ、と……骨と筋肉が皮膚の内側で暴れ回るように蠢うごめき、見る見るうちに、身体が巨きよ大だい化してゆく。

　膨ふくれ上がり、

　膨れ上がり、

　家屋ほどの、巨大な背せ丈たけになる。

　……身体の形も変わり、頭から角のような突とつ起きが伸びて、外側へ向けて曲がっている。両手の爪も鋭するどく尖とがり、口からは牙きばが覗のぞいている。

　タクマは見上げて言う。

「それが使徒の因子ってやつか？　まるで……悪あく魔まだな」

「化物に言われとうないなあ……」

　ヴラドの声は、しわがれたものに変わっている。口と喉の構造すら変質しているのだ。

「まさか、質量保存の法則を無視するとはな。教科書を頑がん張ばって覚えた俺に謝れよ」

「ほざけ。そんな冗じよう談だんを口にする余裕はないで！」

　ヴラドが拳を叩たたきこんでくる。タクマは跳とんで躱す。圧あつ倒とう的てきなパワーによる衝撃が、地面を壊こわし、土と瓦が礫れきを跳はねあげる。

　しかし、何食わぬ顔で避けたタクマは、その悪魔の拳の上に乗っている。

　目にも止まらぬ速度。

　さすがに、ヴラドの顔からも、笑えみが消える。

「っ!?　おいおい……ちょっと勘かん弁べんせえや。ここから、まだ速なるんかいな……！」

「そうか？　悪いな。自覚はない」

「くっ！」

　タクマからすれば、こんなのはちょっと早歩きした程度のつもりだった。

　感覚がついてきていないのだ。死線に遭あうたび強くなる──その体質のせいで、思う以上に力が出ることはこれまでにもあったが……今回は、特に成長が著いちじるしいようだった。

　不思議だったが、まぁいいと思う。今、この状じよう況きようで、力はあればあるだけいい。

「で？　ヴラド。図ずう体たいがデカくなっただけか？　せっかく派手な変身をしたんだ。もうちょい何か芸を見せろよ。一瞬で終わったら怒りが収まらねーだろ」

「ッッ！　ちょこまかと……ならその動き、封ふうじたるわ！」

　ヴラドの、もう一方の手がメゴメゴと音を立てる。指がツタのように伸びる。

「はっ、そこからさらに変形って。ロボかよ」

「お前こそ、笑うとんやないわ！　鼻につくで！」

　言っている間に、ヴラドの指から伸びた五本のツタが、タクマを雁がん字じ搦がらめに縛しばった。

　タクマは、首から下がまるでミノムシのような姿になる。

　そのタクマを、ヴラドは近場にあった家屋の壁かべに叩きつける。そして、タクマを壁に押し付けた状態で、もう一方の手で、顔を殴なぐりつける。

　何度も、何度も、タコ殴りだ。

　連打の衝撃で、壁は盛せい大だいに凹へこんだ。

　それでヴラドは勝利を確信したのか、哄こう笑しようを上げる。

「はっはー！　無残なサンドバッグ！　もはやお前になすすべはないで！」

　しかし、

「……どのへんが？」

　タクマは平然と答えた。

　え……？とヴラドは、タクマを殴っていた手を止め、彼の顔を見る。

　顔──そう、顔がそこに引っ付いているだけでも異常だった。これだけのパワーで殴られれば、一撃で首から上が潰れてしかるべきだからだ。

　でも、

「なんで、かすり傷ひとつ付いてへんねやあっ!?」

　──黒い瘴気だ。

　タクマの身体からだから溢れているそれが、宿主を庇かばうように、壁となっていたのだ。

　ヴラドが気づいたときには、タクマが動いている。

　グシャ！と音がした。タクマが、ツタの一部を壊して自らの左腕を解放していた。

「──ば、馬ば鹿かな!?」

　タクマはその左手で、ヴラドから伸びているツタを手た繰ぐり寄せる。

　家並みに巨大な身体が、タクマの方に引き寄せられる。プロレスラーが子供に力負けしているような滑こつ稽けいさだった。

「ちい！　クッ、ソがぁあっ！」

　ヴラドが右の拳をタクマへ振り下ろす。

「力比べだ」

　そこでタクマが、今度は右腕をツタから解放した。そのまま拳を作り、ヴラドの拳とぶつける。ボキャッ！というグロテスクな音が響ひびく。

「ぐッ、がぁああああああああああああああ!?」

　負けたのは、ヴラドだった。

　──だけではない、黒い瘴気。それがヴラドの拳に纏まとわりつく。

　タクマが、怒いかりを込こめて、言う。

「砕くだけ散れ」

　それを合図に、ヴラドの、黒い瘴気に触ふれた拳がボン！とポップコーンのように爆はぜた。右手首から先が、肉にく片へんとなって地面に落ちる。

　タクマ自身、何が起こったのか理解していない。

　しかし、それでよかった。

　目の前の敵を、倒たおすことさえできれば。

「ぁ、がぁあぁあああ!?　おかしいやろ、なんやこれ、どうなっとんねん……予定とちゃう！　いくらなんでも──強すぎるやろ！」

「自覚はないけどな」

「くっそ、クッソクッソクッソクッソクッソがぁあ……!!」

　ヴラドは痛みに顔を歪ゆがめると、膝ひざから崩くずれ落ちる。ビルが倒とう壊かいするような、ドシィンという衝撃が地面に伝わる。

　タクマは、自由になった両手で、残るツタを引きちぎると、地面にスタッと降りる。それから、うずくまっているヴラドの顎あごを、思いっきり蹴けり上げる。

「ブふぉ!?」

　ヴラドの巨体が一瞬、宙に浮うく。落ちる。が、着地する前の巨体に、タクマは両拳による連打を叩きこむ。ヴラドは空中で、パチンコ玉のように跳ねまわった。コンマ数秒の間に、何百発という打撃を見み舞まってから、

　やっとタクマは、拳を引いた。

　ヴラドは口から涎よだれを垂らしながら、大の字で着地。ズウンと地面が揺ゆれる。

「──………あ、がはっ」

　砂すな煙けむりが、きのこ雲のように上がる。

　ヴラドは、焦しよう点てんの定まらない目で、タクマの身体から溢あふれ出る黒い瘴気を見て、言う。

「はあ、はあ……なるほどな……お前の力の原因……わかったで。そういうことかいな。道理で敵かなわへんわけや……」

「なんだよ？」

「いや……なんでもない。ただ、お前も、普ふ通つうじゃない力を使うんやと思ってな……」

「俺は最初から、普通じゃねーよ。普通になりたいとは思ってるけどな」

「はっ……つまり、あの女の言う通りやったわけや……弱いものいじめはよくない。けど、タクマくんは強いから大だい丈じよう夫ぶ、と」

「なに？　おいヴラド!?　お前、今、なんて──」

「…………」

　しかし、ヴラドは、もう答えない。意識が途と絶だえたのだった。

　タクマが深く考える間もなく、デジタルウィンドウがポップアップする。

【Game! Winner──〈死線の化物〉タクマ】

【タクマの実績が記録されます】

　タクマが首から下げた四つ葉のペンダントは──既すでに、二つの葉が、黒く染まっていた。




　　　　10　守れたもの




　デジタルウィンドウの、時刻表示を見る。

　一一時五七分。

　ヴラドの戦いはあんなにも長く感じたが、実際は三〇分ほどしか経たっていなかった。

　街の外の景色に、目をやる。

　青い空。白い雲……

　その合間を、人ひと影かげがこちらに向かって飛んでいる。

　あの姿は──戦乙女ヴアルキユーレだ。

　タクマは、苦く笑しようまじりにため息をつく。

「……今さら、駆かけつけたのかよ」

　戦乙女の真下には、他に数人の人影もある。

　きっと、残る七星勇グランシヤリオたちだ。それらを見ると、タクマの身体から、一気に力が抜ぬけた。

　もう立っていられなかった。地面に座り込む。

　黒い瘴気も、いつの間にか収まっている。

「タクマ」

　と、そこへ、よたよたと近づいてきたのは、カトレアだ。

「カトレア……よかった、意識が戻もどったのか」

「あなたこそ。倒したんですのね」

　と、もはやモンスターと化したヴラドを見て、カトレアは言った。

「──やはりあなたは……わたくしより、強いですわね」

「…………」

　いや、それはどうだろうか。

　本当にタクマが強ければ、ユーナもカトレアも……あと、数に含ふくめるのは嫌いやだがアッシュも、傷つけずにいられたはずだ──

　だからタクマは、自じ嘲ちよう気味に頰ほおを引き攣つらせて、返す。

「俺は選せん択たくをまちがった。そんなに強い人間じゃないよ」

「でも、あなたがいなければ、もっと悲ひ惨さんな事態になっていました。あなたは確かに、大事なものを『守った』んですのよ」

「………………」

　それにもタクマは、素す直なおにうんと頷うなずく気にならない。

　やはり、自分のせいで、という後こう悔かいは大きい。

　──しかし、そのときだった。

「あっ……タクマ、あれ……！」

　カトレアが、驚おどろいたような声で、遠くの空を指さした。

　そこには戦乙女の影がある。でも、そんなものは、さっき見て知っている。

「違いますわよ！　花……」

「花？」

「花火、ですわ」

　カトレアが呟つぶやいて見つめたのは、村のある方向だった。

　ひゅるるると、地上から糸のようなものが、空へと伸びてゆき、

　ドォン……！と火薬が弾はじける音がする。

　青空に、七色の花が咲さいていた。

「そういえば正午から、でしたわね。花祭り……無事に、開かい催さいできたんですのねっ！」

「あ──」

　カトレアが嬉うれしそうに微笑ほほえみかけてくる。

　それで、理解した。

　オープニングイベントと村人が言っていたのは、これのことだったのだろう。

　花火は、夜にしか見られないものだと思っていたけれど……その花は、昼間でもちゃんと美しく咲いていた。

　ドォン、ドォンと次々に開く、その花を眺ながめて、カトレアが呟く。

「綺き麗れい、ですわね。とっても」

「ああ、そうだな」

　さすがに、タクマにも、その言葉を否定する理由はなかった。

　カトレアが、花火から視線を外さないまま、言う。

「……確かに、あなたは今回の勅令クエストで、まちがいを犯おかしたのかもしれませんわ。けれど、守れたものもあったと思いますの。これからは、こういう大切なものを、ひとつひとつ、まちがえないように守っていけば、それでよいんじゃないですの？」

「……………………」

　タクマの胸が、少し温かくなる。

　──大切なもの。

　それは自分の願いだけじゃない。

　まわりにいる、大切な人たちと、その願いもだ。

『みんなの願いを全部まとめて、俺が叶かなえる』

　そのためには、どうすればいいだろう？







　終章　『英えい雄ゆうたちの足並み』







　　　　１　帰き還かん




　花火を見た後のことは、よく覚えていない。いつのまにか体力の限界が来て、気を失っていたからだ。再び目を覚ましたとき、タクマは見知らぬ部屋にいた。

　天てん井じようは象ぞう牙げ色。ベッドに寝ねかされているようだった。

　どこ？と疑問に思うと同時、

「うええええええええん！　タクマさぁあああああああああああん！」

「ぴ、ピリカ!?」

　懐なつかしい天使の少女が、泣きながら抱だきついてきた。

「よかったですぅ！　半日近くも目を覚まさなかったので、ひょっとしたら、もうこのままなんじゃないかと思って、わたし……」

　それで、状じよう況きようがわかる。ここは医い療りよう室だ。

　ベッド脇わきの窓からは、月が見えるので、時刻は、もう夜。

　タクマの胸には包帯が巻かれており、腕うではチューブで点てん滴てきの容器に繫つながっている。

「お前が、運んでくれたのか？」

「そうです！　ここは、ヴァルハイル神しん殿でんの医療室です！　タクマさぁああん！」

「いたた痛いって!?　あんまり強く抱きつくなよ！」

「あっ。は、はい……ごめんなさい。まだ傷が痛みますよね……」

　言って、ピリカは離はなれる。代わりに、タクマの手をぎゅっと握にぎって、言う。

「ごめんなさいぃい……わたしが不ふ甲が斐いないばかりにタクマさんが大おお怪け我がをぉ！　ひぐっ、うぅうぅ……」

　タクマは苦笑する。

「お前のせいじゃねーだろ。今回、俺のせいで始末書地じ獄ごくだったんだろ？」

「ですけどっ、でもぉお！　この償つぐないはぁ……！」

「面めん倒どうくせー奴だな……俺がいいって言ってるんだからいいだろ。落ちつけって」

　タクマがピリカの頭を撫なでる。それでピリカは、いくらか落ちついたようだった。

　ピリカがタクマから離れると、それで、部屋の隅すみにもう一人立っていると気づいた。

　プラチナブロンドの美少女だった。
















「ちゃんと生き返ったのね。さすがに、しぶといようね。タクマくん」

「ユーナ！　……お前こそ、無事だったのか」

「ええ、もうだいぶよくなったわ。私の怪我のほとんどは、兄を見て私自身の能力が暴走したせいだったから。そういう傷は治りが早いのよ。ご心配ありがとう」

　ユーナは壁かべから背中を離し、タクマの方へ歩み寄ってくる。

　そして、目の前まで来ると、両手で、タクマの右手を優やさしく握った。

　彼女はその温ぬくもりを確かめるように触さわると、安心した表情で、ため息をつく。

「それより……あなたのほうこそ、本当に無事だったのね。胸を貫つらぬかれたって聞いたときは、心配で心配で仕方なかったわ……」

「心配かけて、悪い」

「……だいたい、無茶しすぎなのよ、あなたはいつもいつもっ」

　ユーナは、手を握る力を強めて言った。

　上目づかいでこちらを見てくるその顔は、とても不ふ機き嫌げんそうだった。

「う、うん……ごめん」と、答えることしかできない。

「……まぁ、体調が戻ったのなら、それでいいわ」

　ユーナは手を離し、それから続ける。

「──あと、ありがとうね。三一体目。ヴラドは、あなたが倒たおしてくれたんでしょう？」

「ああ。って……そういえば、ヴラドは、どうなったんだ？」

「ええ。そのあたりの事情は、オーディンに訊きいてみた方が早いと思うの」

　ここが神殿であるならば、オーディンもいる。

「──今回の勅令の、報ほう酬しゆうの受け渡わたしも、まだだしね」

「それも、そうだったな……」

「今、ちょうどオーディンの呼びかけで、他の七星勇グランシヤリオたちが会議室に集められているわ。身体からだが大だい丈じよう夫ぶなようなら、行ってみましょう」




　タクマたちは、象牙色の会議室に移動した。

　タクマとユーナに、カトレア、アッシュ。それにレンブラント、ユリウス、ポチョムキン。七星勇たちの仲間はいないようだが、最初に、この会議室に揃そろっていたメンバーは、ほぼ全員が揃っている。いないのは、ヴラドだけ。

「タクマ！　無事だったんですのね！」

　部屋に入るやいなや、カトレアが、タクマを見て駆け寄ってきた。

「ああ。心配かけたな」

「いいんですの、いいんですのよ……！」

　カトレアは言って、タクマの手を握ろうとする。

　それを、ユーナがさりげなくタクマの前に出ることで、邪じや魔まする。

「……むっ？　あなたは、何ですのよ」

「ユーナよ。タクマくんの、『本当の』パートナーの」

「それくらいわかっていますわ。でも、そのあなたが、どうしてわたくしとタクマの再会を邪魔するんですの？　わたくしだってタクマを心配していたんですのよ。医療室には同じレギオンの仲間しか入っちゃダメと言われていたから、我が慢まんしてましたけれど」

「ご心配どうも。けれど、タクマくんはまだ病やみ上がりだから、物理的な接せつ触しよくは控ひかえてもらえるかしら。身体に悪いわ」

「ふーん？　へえー？　あなた、そういう態度を取るんですの。弱すぎてボロボロになって、わたくしとタクマに助けられたくせに？」

「くっ!?　そ、それは……でも、あなたには、既すでに感謝の言葉を伝えたじゃない」

「あれーそうでしたっけ？　まぁどちらでもいいですわ。それよりタクマをこちらに寄こしなさいませ。ほらタクマ、こっちですわよ、『頼たよれるパートナー』のわたくしとお話をしましょう！」

「あ、ちょっと！　なに勝手に連れて行こうとしてるのよっ!?　離しなさい！」

　そんな二人に、タクマは、

「おい二人とも、左右から引っ張るな！　傷が開くだろ!?」

　と、真顔で突つっ込む。

　……こいつら、心配してくれてるんじゃなかったのかよ。

　そこへアッシュも、歩み寄ってくる。

「タクマ。元気そうでなによりだ」

「この状態を見てよくそんなことが言えるな!?　今にも血が噴ふき出しそうだよ！」

「まさか貴様が、ヴラドを倒せるとは思わなかったぞ」

「無視かよ。ああ、まぁあれはカトレアが力を貸してくれたからな」

　その言葉に、カトレアの顔が明るくなった。自じ慢まんげに胸を張る。

　ユーナが悔くやしそうに歯は嚙がみする。

「──それに、ユーナを守りたいとも思ったからな」

　その言葉に、ユーナの顔がぽっと紅潮した。嬉うれしげに頰ほおを緩ゆるめる。

　カトレアが悔しそうに歯嚙みする。

「──あと、なにより、サクラちゃんを利用されたのが許せなかったから」

　その言葉に、ユーナとカトレアの二人ともが、ハッと我に返る。

　二人は、しゅん……となってタクマから手を離した。

　そして、そのすべてをアッシュは、無視しつつ、タクマの言葉に頷うなずく。

「なるほどな。自分勝手な願いだけで戦ったわけではない、ということか……どうやら、この一週間で、貴様は成長したようだな」

「んー？　どうだろうな。確かに、学んだことはあると思うけど……」

「うむ。貴様はオレも想像できない、恐おそるべき速度で手て強ごわくなる。再戦が楽しみだぞ」

　なんで勝手に再戦が決定してるんだよ。

「ていうか……再戦か。それは、ひょっとするとできないかもしれないぞ」

「む？　なぜだ」

「だって、俺のＢＰは──」

　と、そこで部屋の中に光が溢あふれた。

　円えん卓たくの上座に、幼女が現れたのだ。

「全員、揃っているようだな。席に着け。話を始めるぞ」




　英雄たちそれぞれが、円卓を囲んで席に着いた。

　上座にはオーディン。その脇に立ったフレイヤが、「それでは始めさせていただきます」と指揮をとった。それを合図に、オーディンが口を開く。

「お主らを呼んだのは他ほかでもない。まずは、今回の勅令クエスト完かん遂すいについて、礼を言うためだ。それぞれ、街や村、ひいてはこのヴァルハラを危機から守ってくれて、ありがとう」

　幼女の丸い頭が、下げられた。

「──そして、まずは、その報酬を授さずけよう。皆みなの者、ステータス画面を開くがよい」

　その声で、他の七星勇たちが慣れた手つきでウィンドウを開いた。

　画面には、具他的な金額が示されている。

【ユリウス　　　＋２４０００００ヴェム】

【レンブラント　＋１８０００００ヴェム】

【ポチョムキン　＋１８０００００ヴェム】

「はっはっは、たったの二四〇〇〇〇〇か。今回はちょっと遊びすぎたかな」

「ふむ。レンさまの研究費にしては、ちょっと物足りないのだ。しかし、まぁお金よりも、貴重なサンプルを手に入れられたから、よいのだ」

「プシュー……」

　七星勇たちが、口々に感想を述べた（一人は排はい気き音だけど）。

【タクマ　　　　＋９５００００ヴェム】

【カトレア　　　＋９５００００ヴェム】

【ユーナ　　　　＋６００００ヴェム】

【アッシュ　　　＋６００００ヴェム】

　表示を見比べて、まっさきにアッシュが、悔しそうに唸うなる。

「このオレが、タクマに負けただと！　貴様の宿敵として、不ふ甲が斐いない！」

「だから、勝手に宿敵認にん定ていするなよ……」

　自分を不甲斐ないと思っているのは、一いつ緒しよなのか、

　ユーナがタクマに謝る。

「ごめんなさいね、タクマくん……あれだけ威い勢せいよく、頑がん張ばると言ったのだけれど、この体ていたらくで」

「ん？　いや、いいよ。二人で一〇一〇〇〇〇だ。これだけあれば、しばらくの間、ニトとギンジョーも含ふくめて生活できるだろ」

　それより……と、タクマは、オーディンを見る。

　視線に気づいたのか、幼女の主神は頷く。

「うむ。各おの々おの、ヴェムの確認は済んだな？　それでは続いて本題だ。皆の者も、既に気づいているとは思うが──使徒を倒すと、ＢＰが手に入る」

「「「………………」」」

　全員が、押し黙だまった。

　これは、全員が予想していなかったことだ。

「理由は定さだかではない。が、何にしろ、このことはお主らにとって朗報のはずだ」

　ウィンドウに表示が現れる。

【ユリウス　　　＋２４００ＢＰ】

【レンブラント　＋１８００ＢＰ】

【ポチョムキン　＋１８００ＢＰ】

【タクマ　　　　　＋９５０ＢＰ】

【カトレア　　　　＋９５０ＢＰ】

【ユーナ　　　　　＋６００ＢＰ】

【アッシュ　　　　＋６００ＢＰ】

　この時点で、タクマは九九九九五六ＢＰ。

　一〇〇〇〇〇〇ＢＰまで、あと四〇ちょっと。

　そして、オーディンが言う。

「使徒がなぜＢＰを持っているのか？　奴やつらは何者なのか？　単なる外敵ではないのか？　そのあたりのことは、今回の一件で、『使徒を先導していた』との情報も入ってきておるヴラド──あやつに訊くことになるだろう。あやつの身み柄がらは今、こちらで預かって、とある牢ろう獄ごくに縛しばり付けておる。これからさらなる尋じん問もんを重ねる予定だ。ともあれ、タクマ──」

「ん」

「お主は、今回の勅令クエスト中にヴラドと戦い、勝った。つまり、さらにＢＰが入るぞ」

「ああ、そうだな」

　普ふ通つうに英えい雄ゆう大戦をした、という扱あつかいだからだ。

　勅令中だったので、そのカウントは後回しにされていたが、これから貰もらえる。

「かなりの苦戦を強しいられたようだが、それでも七星勇のヴラドを倒たおした以上、五〇ＢＰよりは入るだろう。期待しろ」

　ポンッ、と新たなウィンドウがポップアップする。

【タクマ　　＋３０００００ＢＰ】

　驚おどろくべき、高額だった。

　タクマはそれだけ、不利な条件下で勝った、ということだろう。

「……ということは、俺は──？」

「そうだな。一〇〇〇〇〇〇ＢＰ越ごえだ。これまで一人たりとも達成できなかった偉い業ぎようを、お主はまっさきに、驚くべき速さでクリアすることになる。そのときに何が起こるかは我すらも知らん。〈全知の眼ハイム・システム〉だけが知っておる。ドキドキの瞬しゆん間かんだな」

「…………」

　タクマが、アッシュと再戦できないかもしれない、と言ったのはこのためだ。

　何が起こるにしろ、一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達した者は、願いが叶かなうのだ。

　願いが叶った者は、目的を終える。

　つまり、もう戦う必要がなくなる。

　ということは、ヴァルハラともお別れだ。

（願いが叶うのは嬉うれしいことだけど……ユーナたちとも別れることになるのか）

　花火を見ながら、考えていたのも、このことだった。

『みんなの願いを全部まとめて、俺が叶える』

　ヴラドとの一件があって、やっと決心したのだが……

　しかし、そのヴラドに勝ったせいで、タクマだけが一足先に、ゴールしてしまうのだ。

　それでいいのだろうか？

　できることは、もうないのだろうか？

　考えがまとまらないうちに、オーディンが言う。

「どうしたタクマ？　ぼーっとしてないで、ほれ、己おのれのＢＰメーターを確認してみろ」

「あ、ああ」

　タクマは慌あわてて、デジタルウィンドウを開き、自分のＢＰの項こう目もくを確認する。

　ＢＰを示すメーターの数値が、九九九〇〇七、九九九〇〇八、九九九〇一〇、九九九〇二四、九九九〇五八……徐じよ々じよに増えてゆき、

　そして、




　九九九九九九で、止まった。




　続けて、現れた表示は、今までに見たことのない表示──

【ＥＲＲＯＲ！】【ＥＲＲＯＲ！】【ＥＲＲＯＲ！】【ＥＲＲＯＲ！】【ＥＲＲＯＲ！】

「ファッ!?」つい奇き声せいをあげた。

「──え。ど、どゆこと？」

　タクマは反射的に画面をタップしてみた。が、何も変わらない。

　画面は【ＥＲＲＯＲ！】のままだ。なんかよくわからないが、スワイプとかもしてみる。

　しかし、やはり変化はない。

（まさか、これは…………）

　タクマはわなわなと震ふるえだした。

　裏切られた気分だった。

　──確かに、自分一人が一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達することに、戸と惑まどいはあった。

　──しかし、だからといって、一〇〇〇〇〇〇ＢＰを取り下げられていい、という話ではない。

　勢いよく席を立ちあがり、机をバンッと叩たたく。

「オーディン！　お前やっぱり俺をハメやがったんだなブッ殺殺殺ォオオ!!」

　オーディンが、驚いたように目を見開く。

「え？　なんだ、お主……まさか、一〇〇〇〇〇〇に達していないのか？」

「そうだよ！　お前の小細工のせいでな！　ほら、これを見てみろ！」

　タクマがデジタル画面をオーディンに見せる。

「え、エラー……だとっ？」

「満足か！　俺に絶望を突つきつけて満足か!?　ひととおり満足したなら、よし勝負だ。俺はお前をぶっ倒して無理やりにでも願いを叶えさせてやる！」

　当然だ。ここまでずっと、運営側の言い分を尊重して従ってきたのに、その気持ちは見事に裏切られたのだから。英雄大戦なんか、もうクソ喰くらえだった。

　しかし意外にも、この事態に驚いているのはオーディンも一緒だった。

「い、いや、誤解だ！　これは我も知らんことだ……つまり、有り得ない不具合だ。〈全知の眼〉によるＢＰシステムがエラーを起こした、ということになる」

「まだそんな見え透すいた言い訳をするつもりかあっ!?　こっちは激げき怒どしてんだぞっ！」

「絶対に、有り得ん……馬ば鹿かな……これは、一体どういう──」

　しかしオーディンはタクマを無視し、顎あごに手を当ててぶつぶつと呟つぶやいている。

　視線は円えん卓たくの上に固定され、じーっと動かない。これまでにない真しん剣けんな顔つきだった。

　その表情を見て、さすがにタクマも、どうやら本当に緊きん急きゆうっぽい事態が起こっているのだと気づく。

「…………ん？　まさか、前に言っていた…………クラッキングが、原因か？」

〈全知の眼〉がクラッキングされている、との話は聞いていた。

　オーディンは、神しん妙みように頷うなずく。

「そのようだな。一応、勅令時には使えなかった英雄捜そう索さくシステムは復活しておる。転移ゲートもだ……ゆえに、ヴラドが倒れた時点で、すべては解決したものだと思っておったが──やはり、違ちがうと考えるべきなのだろうな」

「やはりって」

「裏に、他の『黒幕』がいる、ということだ」

「………………、」

「〈全知の眼〉は通常、絶対にまちがえない。世界全体を統とう括かつする完かん璧ぺきなシステムだからだ。それがクラッキングされておる。これは『世界のルール』そのものに関かかわる異常事態だ──英雄の誰だれかが工作をしているだとか、そういう些さ末まつな事象ではない。敵はもっと強大だ」

「じゃあ、誰が……使徒か？」

「我も真っ先にそれが浮うかんだ……が、奴らにそんな技術があるとは思えん。奴らはヴァルハラの『外』にいる者だ。『内』の英雄大戦にまで干かん渉しようできるはずがない」

　オーディンは、参った、とでも言いたげに眉み間けんを押さえる。

「──〈全知の眼〉には、『黙もく示し録ろく』という予言書じみたテキストエリアがある。その記き載さいによると、使徒の襲しゆう撃げきは予測されていた。『終しゆう焉えんの始まり』──プレ・ラグナロク。しかし、今回のような事態は、その『黙示録』にすら記載がない。完全なイレギュラーだ」

「……〈全知の眼〉すら知らない、敵ってことか」

「〈全知の眼〉すら欺く黒幕とも言える。ともかく一つ、重要な点は、その『黒幕』を放ほうっておけば、おそらくタクマだけでなく誰もが一〇〇〇〇〇〇ＢＰに達せない可能性があるということだ。解決するには、見つけだして捕とらえるしかない……いや、このさい存在を消すべきだろうな。どう控ひかえめに考えても、そやつは、使徒など足元に及およばぬほどの、圧あつ倒とう的てき脅きよう威いに他ほかならぬのだから」

「…………っ、あ──」

「ぬ？　どうした、タクマ。我の解かい釈しやくは間違っておるか？　だったら遠えん慮りよせず言ってくれ。もっとも被ひ害がいをこうむっているのは、お主なのだからな」

「あ、いや。別に……そういうわけではない、けど」

　他の者も、異論を唱えはしない。

「そうか、では──決定だ」

　と、オーディンは深く頷く。

「既すでに我々は後手に回っているようなので動くなら早い方がいい──今後、我ら運営側と、お主ら七星勇グランシヤリオは協力して、クラッキング犯を捜そう索さくする。なお、ここにいない中ちゆう堅けん以下の英雄やヴァルハラの民たみには伝えぬ方がいいだろうな。混乱が大きくなるだけだ」

　七星勇やカトレアなどは、みんな、真剣に頷いている。

　黒幕が行った「一〇〇〇〇〇〇ＢＰを強制的に封ふうじる」というのは、それだけで世界最強の英雄たち全員を、敵に回す行こう為いに他ならないのだ。

　奇くしくも、これまで敵対し合っていた英雄同士が、一丸となった瞬間だった。

　アッシュが訊きく。

「……捜索の手順は、どうする？」

「ひとまず、すべてはヴラドだ。奴やつから可能な限りの情報を引き出す」

「ならば、それはオレにやらせてくれ。奴には、個人的に訊きたいことがある」

「訊きたいこと？」

「英雄失しつ踪そう事件──オレのチームメイト、ジューダスの件だ。ジューダスも〈全知の眼〉の英雄捜索システムから消えた。関連があるかもしれない」

「…………なるほど、そういえばお主が勅令に参加したのは、その理由もあったのだったな。よかろう。ただし、監かん視し役としてフレイヤを付ける。お主だと、勢いあまってヴラドを殺してしまいそうだからな」

「フン、心配せずとも殺しはせん。そんなことをしては、奴もオレ自身も、この世界から追放されてしまうからな。まあ、そのルールも、〈全知の眼〉が乗っ取られているなら、継けい続ぞくしているのかは知らんが……」

　頷いて、オーディンがまとめるように言う。

「〈全知の眼〉を書き換かえている黒幕の捜索、および排はい除じよ。この作戦名を、今この瞬間からOperation Rewrite──〈リライト〉と呼ぶことにする」

（……………………）

　タクマそっちのけで、話が進んでいた。

　ただ、タクマが何も言えなかったのには、理由があった。

　ヴラドの言葉を思い出していたのだ。

『弱いものいじめはよくない。けど、タクマくんは強いから大だい丈じよう夫ぶ』

　その台詞せりふを言いそうな人物……ヴラドが『あの女』と呼んでいた黒幕に、心当たりならあった。

　けれど……

　勘かん違ちがいだろう、と自分に言い聞かせていた。

　タクマが知る限り、彼女は普ふ通つうの女の子だ。

　ちょっと注文が多くて、激げき烈れつに可愛かわいくて……けれど、それを除けば普通の女の子。

　だから、違うと思いたい。

　なによりタクマが、こんな状じよう況きようで言い出せるはずがなかった。

　今、ヴァルハラは一丸となって、その黒幕を追うことに決めたのだから。

　タクマにとって、彼女は絶対だ。それは、たとえ彼女がヴァルハラの敵に回っていようと、たとえタクマの願いを邪じや魔ましていようと変わらない。

　もしも犯人が本当に彼女だとしても、タクマは、「きっと彼女には彼女なりの、そうしなければならない事情があるのだ」と考える。

　とにかく今、タクマは内心穏おだやかではなかった。

（もしものときは……）

　と、嫌いやな予感が、頭をよぎる。

（もしものときは、覚かく悟ごを決めるしかないのか？）

　神とも、七星勇とも、戦う覚悟を。

　今すぐに、彼女と会って、話がしたかった。

　そんな風に表情を曇くもらせるタクマを、ユーナとピリカが不安げに見つめていた。




　　　　２　新・七星勇




　タクマは、ヴラドを倒たおしたことにより三〇〇〇〇〇ＢＰを獲かく得とくした（正確には獲得できなかったが）。

　しかし対照的に、ユーナのＢＰは下がっていた。

　ユーナは愕がく然ぜんと、自分のＢＰメーターを凝ぎよう視しする。

「七〇〇〇〇〇ＢＰを下回った!?　どうしてなの!?」

　それにアッシュが、こともなげに答える。

「フン、ヴラドに敗北したからだろう」

「……あ、そっか。私、負けたんだ、あいつに……」

　ユーナは、思い出し、悲しくなってきた。表情を暗くしながら──

　しかし一方で、おかしいとも気づく。

　アッシュをジト目で見る。

「あら、でもそれじゃあ、あなたはどうして下がってないのよ」

「オレは、負けていないからな。『肉体的または精神的戦せん闘とう不能』という条件を、満たさなかった。タクマが来た時点で、まだ意識はあったしな──そうだろう、タクマ？」

「ん？　ああ……そういえば、そうだな」

　ぼーっとしていたタクマが、不意を突かれた顔で頷いた。

「──アッシュはあのとき、倒れてはいたけど、なんとか大たい剣けんを握にぎって立ち上がろうとしていた。ギリギリのところで、まだ負けてなかったような気はする」

「そんな……」

　ユーナは蒼そう白はくになる。そこにタクマが言う。

「あんま気にするなよ、ユーナ。お前の願いは、俺も一いつ緒しよに背負ってやる。一人じゃ無理でも、二人で叶かなえればいい──どうせ俺も、願いを叶えるのはまだ先になりそうだからな」

「タクマくん……？」

　ユーナはタクマを見つめながら、不思議に思った。

　やっと叶うと思った願いが叶えられなくて、一番塞ふさぎこんでいてもおかしくないのはタクマのはずなのに、そのタクマの芯しんには、むしろこれまでよりも強い意志が宿っているように見えたのだ。

　この一週間のうちに、彼の中で何らかの変化があったのは明らかだった。

　ユーナは、頰ほおを染めて、返す。

「あ……ありがとう。私……もっと強くなるわ。あなたに追いつけるように」

「ああ、こちらこそ、そう言ってくれて、ありがとな」

　そんな二人のやり取りを、アッシュは鼻で笑う。

「オレも、貴様にばかり先は行かせないぞ。なにせオレは、七星勇の座に戻もどったのだから。今回の一件で、ヴラドが七星勇から永久除名されたからな」

　その通りだった。

　ヴラドはタクマにＢＰを奪うばわれただけでなく、使徒の先導をして街を破は壊かいしたことで、七星勇にふさわしくないと決定づけられた。

　それにより、アッシュが七星勇に繰くり上がった。

　そして、さらに七星勇になったのは、もう一人……

「う～ふっふっふ！　やりましたわよタクマ！　わたくし、宣言どおり七星勇に返り咲ざきましたわよ！」

　カトレアだ。

　ユーナのＢＰが下がったことで、七星勇に繰り上がったのだ。

　近寄ってきた和服美少女に、ユーナは、

「なんで、この女なのよ……」

　と、悔くやしそうに唇くちびるを尖とがらせた。




　タクマは、笑え顔がおのカトレアに、意地悪く言う。

「おーそうか。そりゃよかったな。でも宣言どおりでは、ないよな？　お前、俺を倒してって言ってなかったっけ？」

　勅令クエストが終わったら戦う、というあの約束は、まだ果たしていない。

　カトレアは、言いよどむ。

「む……それは、そうですけれど」

「どうする？」

　尋たずねながら、タクマは、できることなら戦いたくないと思っていた。

　どちらが勝っても、どちらかの願いを踏ふみ潰つぶすことになるから。

　しかも今の状況だと、ＢＰを奪っても、一〇〇〇〇〇〇ＢＰにならないようなので意味がない。無益な争いだ。

　それを知っているからか、カトレアは言う。

「ひとまず……おあずけ、ですわね」

「だよな。今の俺は、お前の願いも叶えばいいと思ってるし」

　それにカトレアは、少し頰を赤らめて返す。

「願い……ですか。ひょっとすると……わたくしの願い、ちょっと変わったかもしれませんわ」

「え？」

「『あらゆるものを守りたい』。それはその通りですけれど、あらゆるものの中に、もっと具体的な、守りたいものも見つけたんですの」

「へえ。何だ？」

「ふふ。あなたには、教えませんわ」

　カトレアは思わせぶりに笑い、タクマを見つめていた。

　タクマには、さっぱり意味がわからない。

　しかし、カトレアが満足そうなので、それでいいか、と思った。

　二人の、なんだかよさげな雰ふん囲い気きに割り込むように、ユーナが言う。

「と、ともあれこれで、今回の勅令については完かん了りようしたわ。さあタクマくん、早いところ、私たちの寮りように帰りましょう！　ニトとギンジョーが報告を待っているわ！」

「ん？　ああ、そうだな」

「あっ、タクマ……」

　なんだかカトレアの視線が不満げなようにも見えるが、気のせいだろう。

　カトレアも、疲つかれをいやすために自分のレギオン、自分の寮に戻りたいはずだ。

「帰ろう、俺たちのレギオンに」

　タクマが頷うなずいたのを合図に、みんな、散り散りになった。




　タクマ、ユーナ、ピリカの三人は転移ゲートをくぐって、懐なつかしい裏通りに戻ってきた。

　夜なので、あたりは暗い。

　夜道を歩きながら、ユーナが申し訳なさそうにする。

「あ、そういえば、街があんなことになったから、ピリカに約束していたお土産みやげとかは、買えていないのだけれど……」

　その街は今、戦乙女ヴアルキユーレの復興部隊が全力で建て直そうとしているらしいので、心配ない。

　が、ユーナとしては、やはりすべて自分の力不足だから、と気に病やんでいるらしい。

　それにピリカは、ぶんぶんと首を振ふる。

「いいえ、何を言いますやら！　あの惨さん劇げきで、お二人がなんとかこの場所に戻ってきてくださっただけで、わたしにとっては最高のプレゼントですからっ！」

　ピリカは本心で言っているらしかった。

　その純じゆん粋すいさに、タクマとユーナは、ほんわかと心を救われた気分になる。

　やはり、この少女は、二人にとって必要な存在だと再認にん識しきする。

　そうしている間に、目と鼻の先に、ひときわボロい建物が見えてくる。

「さ、いよいよだな──やっと帰れるぞ。俺たちの家に！」

　この一週間、カトレアとの同どう棲せいも刺し激げき的だったが、やはり落ち着くのは、あのボロ寮だ。

　タクマが言うと、

「はい！　お金も入りましたし、今夜くらいは贅ぜい沢たくにごちそうを食べてもいいかもしれませんね！」

「もちろん、作るのはタクマくんだけれどね」

　などと、二人が言ってくる。

「おい、俺は病み上がりだって言ってるだろ……」

　タクマは苦く笑しようするが、拒きよ否ひはしない。

　むしろ、この一週間、うずうずしていたのだ。

　こいつらのために、

　仲間のために、料理を作りたくて。

　だから、タクマは笑って答える。

「仕方ねえな、任せとけ。今日はモヤシ炒いためじゃないぞ。久々に…………肉じゃがだ！」

「「やったー！」」

　寮の前では、ニトとギンジョーが手を振って、出で迎むかえてくれている。

　タクマたちは大きく手を振り返し、二人のもとへと走った。




　　　　３　あの女




　タクマたちが寮の中に入ってゆく。

　その様子を、遠くから見つめている者がいた。

　姿は夜道に溶とけこんでいて、はっきりと見えない。

　ただ、闇やみの中で、薄うすい唇を動かして、こう言った。




「……それでこそ、私のタクマくん」




　その声は小さく、誰だれの耳にも聞こえない。

　夜は、静かに更ふけてゆく。

　更けてゆく。

　更けてゆく。

　更けてゆく……







　あとがき




　みなさまこんばんは、河かわ端ばたジュン一いちです。

　今回は、ヴァルハラでの生活に愛着が湧わいてなんだか丸くなってきた気がするタクマが、ほぼ生まれてはじめての体験である『仲間』というよくわからないものについて悶もん々もんと考えます。同時に、やむを得ない事情で厄やつ介かいにまきこまれ、またも反則級な能力を持った強敵と戦う羽目に。新キャラもどかーんと増えて、『世界観拡張編』とでも呼ぶべき『まちがい英えい雄ゆうの異い世せ界かい召しよう喚かん』２巻、ぜひお楽しみください！

　というわけで今巻は物語の大きな流れが、なにかしらの形で動いております。

　今後どうなっていくのか、著者自身どきどきしているのが正直なところですが、ここまでのストーリーは予定からおおよそ外はずれていませんので、きっと大だい丈じよう夫ぶ。

　どうなるにせよひとつ言えるのは、タクマがこの先まきこまれる災難は、これまでとは厄介さの次元が違ちがうということです。キャラクターたちからするといい迷めい惑わくでしょうね。でも仕方のないことです。頑がん張ばれみんな。




　って、これくらいしか、あとがきで言えることってありませんね。

　そういえば、あとがきって一いつ般ぱん文芸ではあまり見かけませんよね？　ライトノベルの特とく徴ちようのひとつなのでしょうか。なんだか特権みたいで得した気分です、ふふん。

　と思ったのですが、漫まん画がを開いて見てみたら、あちらの業界では、もっとたくさん面おも白しろいことをやっています。

　文章によるあとがきはもちろんのこと、舞ぶ台たい設定資料公開、キャラデータ紹しよう介かい、読者のお絵かき投とう稿こうコーナー！などなど。羨うらやましいです。

　特に、読者さまが描いてくださったイラストって、なにより作者の励はげみになっていると思います。私も、読者さまが描いてくださった二次創作イラストだけでなく、ＳＳ、夢小説などを読んでみたいです。

　そういう点で、文章というジャンルは創作へのハードルが低いのがよいなあと思います。でも一方で、イラストよりももっと明確にキャラクターの性格を描えがいちゃうので、公式が募ぼ集しゆうして巻末に掲けい載さいする形式は、難しそうではありますけれど。

　絵と文章といえば、ひとつ不思議に思っていることがありまして、画家と小説家はどちらも作家と呼ばれますけど、作曲家、作詞家が作家と呼ばれないのはなぜなんでしょう？　他にも建築家とか、振ふり付つけ師しとかも作る人だと思うのですが、作家って呼ばれないですよね。

　それとも、私が知らないだけで一般的にはみんな作家って呼ぶのでしょうか。ご存知の方がいらっしゃいましたら、お教えいただけますと嬉うれしいです。




　以下、謝辞を。

　担当編集のＨさま、本を作るためのあらゆる工程において、いつもいつもお世話になっております。これからもよろしくお願いいたします！

　今巻終しゆう盤ばんからお世話になっておりますＯさま、なにとぞお手て柔やわらかに、よろしくお願いいたします！

　藤ふじ真ま拓たく哉やさま、今回もカッコカワキレ最強のイラストをありがとうございます！　毎回、なんでこんなに著者のイメージを反映できるの？　エスパー世界の英雄なの？　と震しん撼かんしております。これからもよろしくお願いいたします！

　安やす田だ均ひとし先生、いくつもの資料を貸していただいたり、温かいお言葉をかけていただいたり、お世話になりっぱなしです、ありがとうございます！

　先せん輩ぱい、友人、後こう輩はいの皆みなさん、色々なお誘さそいありがとうございます。予定を合わせづらい環かん境きようで申しわけございません。今後ともよろしくお願いいたします！

　そして、読者のあなた！

　こうして２巻を出せたのは、（おそらく１巻を買ってくださっている）あなたのおかげです。本当にありがとうございます！

　本作『まちがい英雄の異世界召喚』は、少なくとも今巻で終わりということはありません。まだ続きますので、もうしばらくお付き合いいただけたら嬉しいです。これからもよろしくお願いいたします！

　ではまた、まちがいなく荒あれる展開の次巻で！




　二〇一四年五月


河端ジュン一
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